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　プロローグ







　目を開くと、そこは薄うす暗ぐらかった。

　鉄と少しだけ錆さびの匂においのする狭せまい空間。

　腕うでを満足に動かすこともできないその場所で、少年は倒たおれていた。

　小学生の彼は虚うつろな瞳ひとみで隣となりを見る。目と鼻の先で幼おさな馴な染じみの少年が気を失っていた。

「……おい……おいって……」

　幼馴染に呼よびかけると、少しずつ自分の意い識しきも、どうして自分がここにいるのかもはっきりしてきた……。

　日曜日の昼時に、二人で工事現げん場ばに忍しのび込こんだ。

　周まわりは資し材ざいだらけで、クレーン車もそのまま。忍び込む前に、一いつ緒しよにいた少年のお姉さんに呼び止められたが、好こう奇き心しんの方が勝った。見たことのない機き械かいや、壁かべや天てん井じようのない柱だけの場所、地面には穴あなが開いている所もあった。

　奥おくには一ひと際きわ大きな鉄てつ骨こつが立てかけてあり、それは上の階へと延のびていた。これを登れば高い所に行けるだろう。上からの見晴らしはきっといいはずだ──そう思って鉄骨をよじ登ろうとしたとき、不安定だったそれは、まるで鉄の波のように彼らに覆おおいかぶさってきたのだ。

　危あぶない！　そんな声が聞こえて……気がつくと自分はここにいた。立てかけられていた鉄骨の下した敷じきになったのだ。

　だが不思議と痛いたみや圧あつ迫ぱくされている感覚はなかった。

「……良かった……気がついた？」

　優やさしい少女の声。だが、か細い声に彼は上を見た。

「……千ち夏なつ姉ちゃん……？」

　痛みも重みも感じないはずだった。彼女は両手両膝ひざを地面につき、自分と彼女の弟を守るように小さな空間を作ってくれていたのだ。

「うん……祐ゆうちゃんを起こして、先に外へ出てくれる？」

　そう言った彼女の腕は震ふるえていた。その姿すがたを見た少年は急に不安になり、うっすらと涙なみだを浮うかべた。

「千夏姉ちゃん……」

「お願い……私が支ささえている間に早く……外に出なさい……」

　強く言われ、彼は頷うなずきながら幼馴染の少年を揺ゆり起こした。気がついた幼馴染は周りの状じよう況きようと薄暗さに、少年と同じく泣き始めてしまったが、千夏がそれをなだめる。

　二人の少年は彼女に言われるがまま、鉄骨と鉄骨の小さな隙すき間まをくぐり、地面を這はうようにして外に出た。

　そしてすぐに二人は千夏の上に覆いかぶさる鉄骨を退どけようと必死になった。だが、彼らの力ではびくともしない。

　彼女はすぐそこ、見える距きよ離りにいる。だが千夏がそこから自力で動けるような状じよう態たいではなかった。どうすることもできず、彼女の弟は再ふたたび泣き出してしまった。

「千夏姉ちゃん！」

　鉄骨の奥へ向かって、少年は諦あきらめずに叫さけぶ。

「……心配しないで……」

　すると彼女はこんな状況にもかかわらず二人に微笑ほほえんで見せた。いつもと変わらない優しさに満ちた顔。その笑え顔がおのまま、彼女はこう言った。

「……私の分まで、絶ぜつ対たいに生きてね？」

　その言葉の意味が少年にはすぐに理り解かいできなかった。

　ただ泣くのを止め、静かに頷く。

　それを見た千夏は……安心したように頷き返した。

「千夏姉ちゃんっ」

　思わず少年は彼女へ腕を伸ばそうとした。

　だが、その瞬しゆん間かん──千夏に覆いかぶさる鉄骨がギシッと音を立て、彼女の笑顔は鉄骨の奥へと消えていった……。

　少年は呆ぼう然ぜんと佇たたずむ。五年前の、冬の出来事だった……。







　報ほう告こく書しよ・１　私、チョコレート・パフェにされるんです







　差し出された茶封ぶう筒とう。

　それを見た彼の目は輝かがやいていた。

「ありがとうございます！」

　封筒を両手で受け取り、少年は深く頭を下げる。

　中身は今月のバイト代。平日は学校が終わってからの五時間と、土日も含ふくめて週五日間働いて稼かせいだお金だ。

「悪かったな、神じん名な。渡わたすのが遅おくれて……」

「いや、いいんですよ。こうしてちゃんともらったし」

　神名と呼よばれた少年は、気にしていない、と笑顔で応こたえた。

　給料日からは二日ほど過すぎていて、店長の不ふ在ざいがその原げん因いんだった。

　神名の周りには美しく咲さく色とりどりの花──おおよそ彼には似に合あわないこの場所は、この街まちに一軒けんしかない花屋《リュヌ・パルテール》。この店でたった一人のバイトである神名の給料日を忘わすれ、店長は遠くへ営えい業ぎように行ってしまっていたのだ。

「──おやじが忘れてなきゃ、こんなことにはならなかったんだけどな」

「ほんと、もういいですって。達たつ也やさんも忙いそがしそうだったし……」

　神名の目の前にいるのは《リュヌ・パルテール》の店長ではなく、その息子むすこさんだ。彼は神名の言葉に苦く笑しようしながら、閉へい店てんの準じゆん備びを始めた。

「お前がいてくれて助かるよ。今日の片かた付づけはいいからさ、明日も頼たのむな」

「はい。じゃあ、お疲つかれ様です！」

「おう！　あ、授じゆ業ぎようはサボるなよ！」

「わかってますって！　それじゃ！」

　達也に挨あい拶さつして、神名は店を後にした。

　店から少し歩いて左に曲がり、意気揚よう々ようという感じで公園へと入っていく。周りを小さな森に囲まれた巨きよ大だいな公園なのだが、バイトからの帰りだと家までの近道になる。

　神名はとても上じよう機き嫌げんで今にも鼻歌まじりに踊おどりだしそうなぐらいだった。その理由はもちろん右手に握にぎられた給料だ。

　月に一度の給料日。彼にとって至し福ふくのときであった。

「よく働いたよなぁ、俺おれ！」

　バイト代は先月働いた分だ。その額がくを確たしかめながら今月も期待できそうだと彼は笑う。

　少年の名前は天あま倉くら神名──高校二年生。

　お金がからむと少々うるさいことを除のぞけば、どこにでもいる普ふ通つうの少年だ──と、自分では思う。

「よし！　明日も頑がん張ばるぞ！」

　神名は思わずその場でクルリと回り、動物の置物を乗り越こえた。よほど嬉うれしかったのか置き忘れてあった三輪車も飛び越え、さらにその勢いきおいで目の前にあった小石を蹴けろうとして、

「？」

　ふと、何かを感じて空を見上げた。

　別にいつも見上げる夜空となんら変わりはないが、小さく輝く何かが神名には見えた。小さいが、その輝きはどんどん近づいてくるような……。

「なんだ？　あれ……」

　光がさらに近づく。

　神名は悟さとった。落ちてくる光は明らかに自分への直ちよく撃げきコースだったのだ。

　とっさに神名は最さい小しよう限げんの動きで身体からだを半歩後こう退たいさせながら落下物のコースから逃のがれた。恐おそろしいまでの動体視し力りよくと運動神しん経けい。

「ふっ、この程てい度どなら──」

　簡かん単たんだ。自じ慢まんではないが、学校内でも自分の運動神経は誰だれよりも勝まさると自負していた。このぐらいの落下物などに自分が当たるわけがない。

　そう思ったが──落下物は突とつ然ぜん、進路を変えた。しかも頭上、三〇センチぐらいで。

「な、何ぃぃ──っ!?」

　回かい避ひする間もなく、落下物は神名の頭に直撃した。

　ガツッ！

　一いつ瞬しゆん、星が見えて意い識しきがうっすらと遠のいていく。ついでに今日一日の出来事だとか、花屋でのバイトのことなどが頭の中を通り過すぎる。

（うわ、これが世に聞く走そう馬ま灯とうのようなってやつか……）

　次はもう三さん途ずの川か？　そう思った矢先、意識はすぐに公園へ戻もどってきた。

　土と砂すなが頬ほおに当たる。妙みように地面が近い。それは自分が倒たおれているせいだと気付くまで、そんなに時間はかからなかった。

　自分に当たったはずの落下物はどこかに消えている。

（くそっ、どうなったんだ……？）
















　身体が思うように動かず、言葉も出ない。聞こえてくる鼓こ動どうは激はげしく、体温が冷たくなっていくのが微かすかにわかった。

　突とつ然ぜんの状じよう況きように、神名はこのままここで死んでしまうのかと本気で考えた。

（せっかく給料日だったのに……）

　自分が死にかけているのに給料のことを思い浮うかべる神名。右手に握られていた封筒は風にあおられ、ふわっと神名の手を離はなれた。舞まい上がる給料をなんとか目で追うが、動かない身体では追いかけることもできない。

（ち、ちくしょー。最悪だな……）

　諦あきらめてたまるかと身体に力を入れる。だが、やはり反はん応のうしない。

　と、給料の消えた空を見上げるしかできない神名に影かげがさしかかった。影の方向に意識を向けると、いつの間にかそこには足があった。

　すらりと伸のびた少女の足。視線を上げると彼女はおどおどした様子でこちらを見下ろしていた。

「うわぁっ、この人、死んでます～っ！」

　ホルターネックのインナーに、両肩を出した白いケープのような服とスカート。金色のラインで縁ふち取どりされた不思議な服に身を包んだ少女は、腕うでに白い卵たまごのような物体を抱かかえていた。

『これはまた見事にクリティカル・ヒットしてるな……』

　その卵のような物体から声が聞こえてくる。

　だが彼らの顔は残念ながら暗くてよく見えない。この公園は外灯が少ないのだ。

「と、とりあえず応おう急きゆう処しよ置ちをしましょう！　こんなときはまず、足を高くするんでしたっけ？」

『それは足が疲つかれているときの対処法だったような……それより早くなんとかしないと、こいつマジで死んじまうぞ？』

「あれ？　まだ死んでないんですか？」

『お前、死体に応急処置するつもりだったのか？』

　未いまだに足を高く上げようとしている少女に、神名は微かな意識の中で「逆ぎやくだよ、逆！」と叫さけびつつ一人と一個こ（？）を見上げた。

　不思議な服をまとう少女と白い卵。どう見ても彼らは普ふ通つうではなさそうだ……。

『とにかく傷きずをふさいでやれ。回かい復ふくさせることぐらいはできるだろう？』

「はい、わかりました」

　そう言うと少女はしゃがんで神名の頭に手をかざした。すると暖あたたかく優やさしい光が神名を包む。それ以外たとえようのない感覚に、もともと神名に痛いたみなどなかったが、それが和やわらぐ気がした。

　十秒ほどたって、少女は立ち上がった。

「はい、完かん璧ぺきです！」

『うむ。じゃ、あとは面めん倒どうになる前にこいつの記き憶おくを消しておこう』

「了りよう解かいです」

　記憶を消す？　なんじゃそりゃ？　と神名が思ったとき、再ふたたび少女は神名に手をかざした。再び淡あわく光る彼女の手。今度こそ完全に意識が遠のき、神名は静かに目を閉とじた……。




　　　　〇




　翌日。空は晴天。時じ刻こくは朝の八時半。

　街の中心にある大おお通どおりを、神名は自転車で疾しつ走そうしていた。

　今日の気温は低く、最高でも五度前後しかないらしい。だが、そんな冬空の下を彼は汗あせをかくほど急いでいた。

「ちくしょーっ！　まさか寝ね坊ぼうするなんて！」

　息を切らせながら、彼は誰にともなくそう叫ぶ。

（とにかく急がないと……）

　自転車の速度はすでに全開だ。それでもまだ遅おそく感じる。

　もうすぐ学校のホームルームが始まろうという時間だったが、彼の寝坊を食い止めてくれる家族は今いなかった。

　神名は現げん在ざい一人暮ぐらしで、両親とは別々に暮らしている。父親が転てん勤きんすることになり、母親もそれについて行ってしまったためだ。予定では神名も一いつ緒しよに行くはずだったのだが、神名は住み慣なれたこの街に残ることを選んだ。

　別に後こう悔かいはしていないが、こんなときだけは少し考えてしまう。

　昨日は気がついたら公園の真ん中で眠ねむっていた。しかも、そうなった経けい緯いが全く記憶にない。不思議に思った神名だったが、とりあえず疲れていたので家に帰ってすぐに寝てしまった。そうしたら朝は寝坊だ……。

「だが、皆かい勤きん賞だけはっ！」

　とにかく学校へ急ごうと、そんな思いを振ふり払はらって自転車をこぐ。

　残り時間はあと十分。それを過すぎると遅ち刻こくだ。

　無遅刻、無欠席で学校からもらえる皆勤賞──図書券けん。学期末ごとにもらえるのだが、去年は一年を通して皆勤賞を取った神名にとって、今年の目標はもちろん二年連続皆勤賞だ。二年連続だともらえる額がくも増ふえる。

　信号をできる限かぎり無む視しし、四つ角を曲がって坂に差し掛かかった。この坂を登りきれば学校の正門が見えてくる。

　最後の力を振りしぼり、街がい路ろ樹じゆが立ち並ならぶ坂を一気に駆かけ上がる。

「あと少しか……んっ？」

　そのとき、歩道の片かた隅すみにうずくまっている少女が目に入った。長い横よこ髪がみと、桜さくら色のリボンで二つにまとめられた後ろ髪。

　彼女が着ている服は、神名と同じ綾あや月つき第一高等学校のものだった。胸むねに付いた大きなリボンとブローチが特とく徴ちようで、この辺りでは珍めずらしいデザインだ。

　同級生だろうか……？　微かすかに神名は彼女のことを気にかけた。

　どうしてこんな場所でうずくまっているのだろう？

　ふと彼女の横顔に涙なみだが見えた──泣いているのか？

　いや、それよりも……この少女をどこかで……。

　とそのとき、少女はこちらに向かって顔を上げた。

　自転車の神名と目線が合う。

「あ、あの──」

　少女の言葉に神名は一いつ瞬しゆん、反はん応のうして──そのまま無言の全速力で坂を駆け上がろうとした。

　全・速・力で！

　すると泣いていた少女の反応は意外──というか異い常じようなほど早かった。

　バッと立ち上がり、過ぎ去ろうとした神名の制せい服ふくの裾すそをがっしり掴つかんで彼を自転車ごと引き止める。すると坂を上っていた神名の自転車は簡かん単たんに勢いきおいとスピードを殺されて止まってしまった。

　二秒ほど気まずい沈ちん黙もくを保たもち、神名はゆっくり後ろを振り返った。

「なぜ止める？」

「なぜって、無視ですか!?　女の子が道みち端ばたで泣いてて素す通どおり!?」

「当然だろ」

　即そく答とうしつつ、神名は自転車をこぎ出そうとするが、見知らぬ少女に服を掴まれて進めなかった。制服を着た彼女は食い下がって聞き返す。

「ど、どうしてですか!?」

「だってお前、うちの学校の奴やつだろ？　だったらここで泣いているより学校に行ったほうが早いし、それに俺は今、急いでいる。なにより怪あやしいし、嫌いやな予感がする……ということで無視。さらば！」

「ああぁぁ──っ！　ちょっと待って！」

　再ふたたび待ったをかけんと謎なぞの少女は神名の制服をがっちり掴んだ。

　負けじと神名は無む理り矢や理りペダルをこぎ始める。

「ぐっ！　放せぇぇ──っ！」

「待ってくださいぃ──っ！」

「うおぉぉ──っ、放せ！　俺の皆勤賞が！　図書券が！　生活がああぁぁ──っ！」

「図書券じゃ本しか買えませんよ!?　どうして生活が関係あるんですか!?」

「アホか、お前は！　よく本を買う奴に現げん金きんと交こう換かんしてもらうからに決まってるだろーが！」

「わ、私が交換してあげますから！」

「お前と話をしてたら、そもそももらえないだろ!?」

　時間はあと五分。神名はなんとか少女の手を振り払い、自転車を加速させることに成功した。思わぬ邪じや魔まが入った──が、今ならまだ間に合うはずだ！

　すると、

「私の話を聞いてくれたら、お金払いますよ！」

　その言葉で神名は急ブレーキ。

　ゆっくりと振り返って少女と視線を合わせた。

「……小切手は受け付けんぞ？」

「もちろんキャッシュです！」

　すると初めて神名はまともに彼女の話に耳を傾かたむけた。

「いくらもらえるんだ？」

「ええっと……三〇ドルです」

　そう言ったかと思うと彼女はニコッと笑い、手元から三枚まいの一〇ドル札を取り出した。

　神名はさっさと自転車にまたがり、

「じゃ、そういうことで」

「ああぁぁ──っ！　待ってぇぇぇ──っ！」

「やめろ！　放せ！」

「あなた鬼おにですか!?　こんなかわいい女の子が助けを求めているのに放っておくなんて！」

「助けを求めてたのか？　俺には皆勤賞を邪魔する謎の女にしか見えんが……」

「この際さい、それでもいいです。だから助けてくださ～い！」

　謎の少女はうっすらと涙を浮うかべてそう言った。

　確たしかに彼女は整った顔立ちをしていて、街ですれ違ちがったら振り向かずにはいられない、そんな美少女だった。こんな少女が自分の学校にいたとは少し驚おどろきだ。

　それを横目に神名は腕うで時計を見る。時じ刻こくは三十七分。あと三分しかない！

　神名の頭の中で天てん秤びんがゆらゆら揺ゆれ動いていた。少女の涙か皆勤賞か……。

　ガターンッと音をたて、心の天秤は傾いた。

　皆勤賞。

「さらばだ！」

「あぁ！　薄はく情じよう者ものです──っ！」

「誰が薄情者だ！　こんな金がものを言う現代の日本でドル札だと!?　先に銀行、行ってこい！」

「その間、待っていてくれますか？」

「無む論ろん、待たん！」

「そ、そんなに皆勤賞が大事なんですか？」

「ふっ、一いつ般ぱん庶しよ民みんに皆勤賞の良さはわかるまい……休まないだけでくれるんだぞ？　もらえるものはもらっておくべきだ」

「は、はぁ……」

　どう見たって神名も一般庶民である。

「と、いうわけだ。俺おれは急いでいるから、悪いが別の人を──」

　探さがしてくれ──そう言いかけた言葉が青空に響ひびく鐘かねの音に遮さえぎられた。

　キーンコーン、カーンコーン。

「な、なに!?」

　それは始まりの鐘であり、終わりの鐘。

　澄すみきった空気の中を、駆かけ抜ぬけるように聞こえる音色に少女は耳を傾けた。

「あ、なんかいい音ですねー」

「だぁぁぁ──っ！　暢のん気きなこと言ってる場合か！」

「きゃあ！　耳元で叫さけばないでくださいっ！」

　彼女は耳を塞ふさいでその場にうずくまる。

　しかし、そんなことは今の神名にはどうでもよかった。

　どうやっても遅ち刻こくという現実の波が彼の頭を津つ波なみのように襲おそう。自転車でも一分はかかる距きよ離りを、鐘の音が鳴り止やむ前に教室に入るなど絶ぜつ対たいに無理だった。

「あぁ、ま、まさか……そんな」

　神名は自転車から降おりて学校の方角を見つめる。そちらから鳴り響いていた鐘の音は無む情じようにも鳴り止み、神名は力なくその場に膝ひざをついた。

「バカな……俺の皆勤賞が……」

　さようなら皆勤賞。さようなら現金。さようなら学食のスペシャルＢランチ。

　今、終わったのだ。長い一年間と十か月の苦労が……。一ひと筋すじの滴しずくが神名の頬ほおを伝って流れ落ちた。

「あー、いい音でしたねぇ。ここら辺では毎日、あの音が鳴るんですか？」

　謎の少女は奇き妙みようなことを言った。

　今のが学校の始まりを知らせる鐘の音であることを、まるで知らないみたいだ。

「……あぁ」

「そうなんですか。なんだか、こう、身を引き締しめてがんばろうって思える感じですね！」

「……あぁ」

「じゃあ、とりあえず手伝ってくださいね？」

「……あぁ」

「…………」

　地面に両手をついている神名を見下ろし、謎なぞの少女は微笑ほほえんだ。

「契けい約やく成立です」

「詐さ欺ぎ師しか、お前は！」

　出せる限げん界かい量の声で叫ぶ神名だったが、謎の少女は「わーい」と両手を上げて喜んでいた。

　まったく人の話を聞いてない素そ振ぶりを見せる彼女に、神名は仕方なく立ち上がった。

「……まぁ、いい。こうなったら意地でもお前からその金をもらうからな」

　かなりダメ人間の台詞せりふ──もはや行く意味を失った学校の授じゆ業ぎようは忘わすれ、神名は目先の利り益えきに走ることにした。

「手伝ってくれるなら喜んで」

「うむ。で、一体、何を手伝えばいいんだ？」

　すると彼女は少しうつむいて静かに言った。

「──実は私、今日初めてここへやってきたんですけど、来る途と中ちゆうで大事な物とはぐれてしまったんです……」

「大事な物と……はぐれた？」

　物とはぐれる──普ふ通つうならばそんな言い方はしない。

「とりあえずそこは気にしないでください」

「うむ、わかった」

　かなり不自然だったが、神名はあえて彼女の言葉をさらりと聞き流した。

　今の自分にはおそらく関係ない……はず。

「で、その大事な物ってのを探さがせばいいのか？」

「はい」

「ふーん。で、大事な物って何なんだ？」

「ええっと、このぐらいの大きさで、卵たまごみたいな形をしていて、黄色い輪が付いていて、白くてふわふわです」

　彼女がこのぐらいと言った大きさは三〇センチほどもあった。

　卵みたいな形。で、白い。

「ダチョウの卵だな！」

　自信満々で神名は断だん定ていした。

「ぜんぜん違ちがいます！　私の大切なものなんですから！　ちゃんとおしゃべりも出来るんですよ!?」

「──話すのか？　卵が？」

「はい」

「……孵ふ化か寸すん前ぜんの卵？」

「さっさと卵から離はなれてください」

　急に彼女の視し線せんが冷たくなったので、神名はとりあえずまともに考え始めた。

「んー、じゃあ、一体何なんだ？　最新型のおしゃべりアイテムか？」

「そうですね、そんな感じです。ちょっと違いますけど」

「……なんか引っかかる言い方だな。そもそも黄色い輪というのが、いまいちわからん」

　神名は彼女の挙げた特とく徴ちように首くびをひねった。

　白い卵。ふわふわ……ということは柔やわらかいものなのか？

「一目見れば、『あー、なるほどー』って思いますよ」

　そう言いながら誇ほこらしげに彼女は笑った。

　神名もそんなものかと深く考えるのを止める。特徴はいろいろあるのですぐにわかるだろう。

「まぁ、いいや。で、それを無くした場所の見当とかはつかないのか？」

「初めに言いましたけど、私、この街は初めてなんです……」

「要するにさっぱりわからんということだな」

「そうです。困こまりました……」

「確たしかに困ったなぁ……で、とりあえず前金はいくらくれるんだ？」

　は？　と一いつ瞬しゆん、聞き返しそうになる少女だったが、神名の目は本気モードだったので仕方なく、

「……成功報ほう酬しゆうってことじゃダメなんですか？」

「愚おろか者。人生はそんなに甘くないぞ」

「うぅー、じゃあ一〇ドルで……」

「うむ、よかろう。これでいつでもおさらばできるな」

「それは詐欺です──っ！」

「痴しれ者ものが！　これが人生だ！」

「ええぇっ？　さっき私を詐欺師呼よばわりしたばっかりなのに……」

　ガクッと肩かたを落とす少女だったが、そんな彼女をよそに神名はさっそく動き出した。

　道で落とし物をしたら、まずは警けい察さつだ。

「交番には行ってみたか？　もしかしたら誰だれかが届とどけてくれてるかもしれないぞ？」

「あ、はい、行きました。でも、そんな物は預あずかってないって……」

「そうか……大体の場所もわからないとなると、かなり難むずかしいな……。とりあえずお前が今日、歩いてきた道を戻もどってみるしか──」

　ビューン。

　と、そのとき目の前を何かが通り過すぎた。

　三〇センチぐらいで、丸くて、黄色い輪が見えたような見えなかったような……。

「あ、あれです──っ！」

「なんだとっ!?」

　その声に神名は慌あわてて彼女が指差した方向を見た。大きな卵の下に輪のついた謎なぞの飛行物体が高速で過ぎ去っていく。

　その奇き怪かいなモノを見た神名は、

「んー、あれは無理」

「諦あきらめるの早っ！」

「だって飛んでるんだぞ!?　どうやって飛んでるんだ、あれ！　魔ま法ほうか!?　それとも反重力システムか!?」

「ええっと……たぶん、危あぶない電波です」

「マジで!?」

「というか、そんなことはどうでもいいですから、とにかく捕つかまえてくださ～い！」

「……んー、前金ももらったしな……よし！　いいだろう！」

　怪あやしい飛行原理は無む視し。

　言うが早いか神名は颯さつ爽そうと自転車にまたがり、卵の消えた方向に自転車を向けた。

「早く乗れ！　追いかけるぞ！」

「は、はい！」

　神名は彼女が後ろに乗り、自分の肩を掴つかんだのを確かく認にんして、猛もうスピードで自転車を発進させた。

　謎の卵はかなりの速さで飛んでいたが、報酬を目の前にした神名の敵てきではない。極きよく限げんの脚きやく力りよくでペダルをこぎ、ぐんぐん近づいた。

「おい！　それで、どうやってあれを捕まえるんだ!?」

　追いかけながら、神名は謎の物体を捕とらえる術すべがないことに気付いた。あちらは止まってくれそうもない。すると後ろにいる少女は、

「網あみで！」

「んなものあるか！」

　目標は飛んでいる。彼女の言う通り、ここに網でもあれば捕まえるのも容易たやすいが、手元にあるのは鞄かばんに教科書、筆箱ぐらいだ。

　やはりここは素す手でしかない。だが、自分は自転車を運転中だ。これだけのスピードを出している中、手放し運転は危き険けんだろう。

　となると……

「──最高速で奴やつに近づき、寸すん前ぜんのところで飛びかかる！　これしか手はないな！」

「えっ？　飛ぶんですか？」

「そう、飛ぶんだ」

「……あー、えっと、誰がですか？」

「お前が」

「ええぇぇ──っ!?」

「目標はすぐそこだ！　飛べ！」

「イ、イヤです──っ！」

「いいから、飛べ！　自分の身に起こる災さい厄やくは飛んだ後で考えろ！」

「無理です──っ！」

　神名の作戦を彼女は完全拒きよ否ひ。

　確かに少し危あぶないかなぁとは思ったが、何より生活費を稼かせぐためである。なんとしてもあの卵（らしきモノ）を捕まえなくてはならない。

「くっ、仕方がないな。じゃあ、俺が飛ぶ！」

「えっ!?　本気ですか!?」

「まかせておけ！　この俺の実力を見せてやろう！」

　神名は限界だったはずの自転車のスピードをさらに上げた。通学の相あい棒ぼうがギシギシと各所から悲鳴を上げるが、謎の卵を射しや程てい内に捉とらえることができた。そこで神名はハンドルから手を放し、ペダルを蹴けって空に舞まう。

「とうっ！」

　鮮あざやか過すぎる跳ちよう躍やく。体たい操そう選手も真っ青なフォームで華か麗れいに神名は飛んだ。

　飛行する白い卵の上空から落ちるように接せつ近きんし、その両りよう腕うでを広げる。

「ふっ、俺から逃にげられると思うなよ……」

　金に目が眩くらんだ瞳ひとみで神名は謎の卵へ急降こう下かした。完かん璧ぺきに捕とらえられるコースでその腕を伸のばし、彼はついにそれを掴つかんだ。

「よしっ！」

　神名は空中で一回転すると鮮やかに着地してみせ、余よ裕ゆうの表ひよう情じようで脇わきに白い卵らしきものを抱だきながら立ち上がった。

「どうだ？　この俺にかかれば、ざっとこんなもんだ……」

　青い空と静かな朝日を背せに神名の笑え顔がおが輝かがやく。

　だが、

「あの～！　これはどうしたら止まるんですか～っ!?」

「あ……」

　少女は自転車の荷台に乗ったまま、完全に操そう縦じゆう不ふ能のうで目の前を通り過ぎて行った。

　それからすぐにガチャーンという痛いた々いたしい音が響ひびいて自転車が止まる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　慌あわてて神名は少女の所に駆かけ寄よった。

「うぅ……な、なんとか……」

　派は手でなコケ方だったのでどこかを打ったのか、彼女は痛そうな表情を浮かべる。だが幸い彼女に怪け我がはなかったようだ。

「ふぅ、良かった。お前に何かあったら大変だからな……」

「え？　は、はい。ありがとう、ございます……」

　思っていた以上に彼が心配そうな表情を浮かべていたので、少女は少し照れながら笑顔を見せた。

　神名もそれにつられてニッコリ笑い、

「本当に良かった……お前にもしも何かあったら、明日からの通学がどれだけ不便になるか想そう像ぞうもできないぜ……」

　と、優やさしく自転車を撫なでた。

「って自転車ですか!?」

「何を言う！　こいつは今まで俺と共に二年近くもの間、皆かい勤きん賞のために苦楽を共にした相棒だぞ!?」

「私、頭を打ったんですよ──っ!?　痛かったんです！　ちょっとぐらい心配してくれてもいいじゃないですか!?」

「だから、お前が飛べって言っただろ」

「うぅぅ……」

　神名には何を言っても通じないと悟さとったのか、少女はカクッと肩かたを落とす。

「それよりも、ほら。捕つかまえてやったぜ、卵」

　そう言って神名は謎の卵を少女に差し出した。白くて黄色い輪の付いた卵……の形をした何か……。なんとも不思議なのは黄色い輪は付いているというより卵の側で浮いている状じよう態たいに近いということだった。地面に置けば輪が台だい座ざになりそうな感じだ。

　それを見た少女はパッと笑顔を取り戻もどし、嬉うれしそうに受け取った。

「わぁ、ありがとうございます！」

「ふっ、人助けと思えばこのぐらいなんでもない。ってことで残りの報ほう酬しゆうを」

「……なんだか言っていることが矛む盾じゆんしている気がするんですけど……」

「気のせいだ」

　とりあえず約束は約束なので、少女は神名に残りの二〇ドルを手て渡わたした。

　ドル札の枚まい数すうを確かく認にんしつつ、神名は白い卵たまごに視し線せんを落とした。

「なぁ、確たしかに白い卵みたいで黄色い輪はついてるが、どこがふわふわなんだ？」

「え？　ふわふわ飛んでるから……」

「それを先に言え！」

　こんな小型なものが空を飛んでいたことはすでに無視。しかもふわふわどころか猛もうスピードだったのだが……。

　少女は白い卵に向けて話しかけた。

「ベルちゃん、大丈夫ですか？」

『うー、鳥に……なれ、そう……』

　それはとても小さい声で、辛かろうじて少女に聞こえる程てい度どのものだった。だが、持ち主の少女はどこか困こまったような表情を浮かべる。

「なんだ？　どこか壊こわれたのか？」

「まぁ、いろいろな意味で……でも、放っておけば治なおると思いますから」

　今度は額ひたいに汗あせを浮かべる少女。だが、これ以上は神名にできることはない。

「そうか──まぁ、いい。じゃあ、達たつ者しやでな」

「あ、待ってください！　逆ぎやくに一つ教えてほしいことがあるんですけど……」

「ん？　なんだ？」

「あなたは綾月第一高校の人ですよね？」

　その少女は神名の服ふく装そうを見ながらそう言った。神名が着ているのは藍あい色のブレザーとチェックのズボンで、汗をかくほど動いた後だが、ビシッと着こなしていた。

「ああ、そうだけど……」

「あのですね、実は私、この街にある人を捜さがしに来たんです」

　彼女は捕まえた卵らしきものを腕うでに抱かかえ──

「あなたと同じ高校に通っているはずなんですけど、《天倉神名》っていう人を知りませんか？」

　と、聞き覚えのある名前を口にした。

　その少女の言葉に、

「知らんな」

　と、神名は即そく答とうした。

「そうですかぁ。残念です」

「なんだか知らんが、頑がん張ばって捜せよ。じゃあな」

「あ、待ってください！　まだあなたの名前を聞いていませんでした。私の名前は《ナギ》って言います。あなたは？」

「いや、気にするな。どこにでもある名前だから」

　そう言って彼は自転車でその場を離はなれようとする。

「いえ、そういうわけには……って、ここに書いてあるじゃないですか」

　と、少女は自転車のフレームに貼はられたシールに気がついた。

　高校名と名前の記き載さいされたシール。自転車通学の者はこのシールを貼った自転車で通学すること、というのが校こう則そくだ。

「ええっと……《天倉神名》さん……あれ？」

「じゃ、そういうことで！」

「あ、あれ？　ちょ、ちょっと待ってください！」

　だがすでに神名の自転車はトップスピードになっていて、みるみるうちに遠ざかっていく。

「待ってくださ～い！　天倉さ～ん、天倉さ～ん！」

　遥はるか後ろで自分を呼よぶ声がしたが、神名は完全無視で走り去った。

　ここで止まると何かがまずい……そんな気がして。




　　　　〇




「あぁ、なんてこった……あとちょっとだったのに……」

　手の届とどかなくなった皆かい勤きん賞を悔おしみながら、学校へたどり着いた神名はのろのろと教室へ向かっていた。

　すでに一時間目が始まっている時間なので教室には入りづらい。

　廊ろう下かにはもちろん誰もおらず、不思議な静せい寂じやくに包まれている。授じゆ業ぎよう中の廊下がこんなに静かなものだったとは知らなかった。遅ち刻こく知らずの神名にとっては当然だが……。

　しかし自分の教室に近づくにつれ、一つだけ微かすかにざわめきの聞こえる教室があった。授業中にしてはやけに騒さわがしい。

「って、俺おれのクラスか？」

　廊下の突つき当たりにある教室は二年一組。神名の教室だ。

「！　もしかして……」

　神名は希望を見つけたように目を輝かがやかせ、教室に急いだ。

　この時間帯で教室が微かに騒がしい……ということは、まさか──。

　神名はガラガラと勢いきおいよく教室の扉とびらを開けた。

　教きよう卓たくに教きよう師しの姿すがたがない。生徒は席に着いてはいるものの、周りにいる友人たちと会話に花を咲さかせている最中だった。まっさらの黒板には「自習」の文字。

「やっぱり自習か！」

「やぁ、神名。珍めずらしく遅おそかったね」

　クラスメートの一人がやってきた神名にそう声をかけてくる。

　優やさしそうな笑え顔がおでこちらに手を振ふっているのは小お川がわ祐ゆう司じ。彼は神名の親友であり、幼おさな馴な染じみというやつだった。

「よっ、祐司！　先生は？」

「見ての通り。今日は自習だってさ。ついでに言うと芹せり沢ざわさんも職しよく員いん室に行ってるからホームルームもなかったよ」

「なっ!?　ほんとか！」

　祐司の言う芹沢さんとは、このクラスの学級代表のことだ。

「うん。おかげで出席確かく認にんもしてない。つまり、君の皆勤賞はまだ無事だ」

「よし！」

　そう言って神名は小さくガッツポーズをとった。

　一時間目の授業は古典で、担当の教師は神名のクラスの担たん任にんでもある。一時間目が自習だった時点で、ホームルームがないことはなんとなく予想がついた。

　神名は微かに涙なみだぐみ、

「まだ俺の夢ゆめは続いているんだな……」

「……否定はしないけど、なんとも小さい夢だね」

「ほっとけ。で、先生はなんでいないんだ？」

「さぁ？　風か邪ぜらしいけど……よくわからないな。それより珍しいね、まさか君が遅刻なんて……」

　皆勤賞を取るだけあって、神名は今まで遅刻回数、欠席回数、共にゼロだ。だが、今日に限かぎって寝ね坊ぼうした上、行き道で変な少女を助けていたのでこんな時間になってしまった。

　神名は朝の出来事を思い返しながら、呟つぶやくように言った。

「……まぁな。朝、学校前の上り坂で妙みようなやつに声をかけられてな……」

「妙なやつ？」

「うちの制せい服ふく着てたんだけど、見たことないやつだった……」

「まぁ、学年が違ちがえばほとんど誰だれだか分からないからね……転校生かもしれないけど」

「こんな時期にか？　確たしかに三学期は始まったばっかりだけど……」

　すると祐司は少し興きよう味みを持ったようで、クスっと笑って続けた。

「男子？　女子？」

「女子だった」

「へぇ。可愛かわいい人だった？」

「そうだな……」

　すると祐司の目は明らかに輝いて神名を見つめた。

「なるほど。で、君はそんな女の子と朝から何してたんだい？」

　祐司の目はどこか期待するような眼まな差ざしだったが、残念ながら彼の期待しているようなことは何もない。神名はさらりとありのままを話した。

「別に何もないぞ。落とし物を一いつ緒しよに探さがしてくれと頼たのまれたから有料で承しよう諾だくした」

「……鬼おにだね、君は」

「金を払はらうと言ったのはあっちだぞ？　もらえるものはもらっておくべきだ」

　神名のいつもの口くち癖ぐせに、祐司は苦く笑しようしつつ応こたえる。

「相変わらずだね……それで、その女の子はどうしたの？」

「その辺に置いてきた」

　祐司は神名の予想を超こえる返事に眉まゆをひそめた。

「え？　どうして？」

「落とし物を見つけてやった後に『天倉神名っていう人を知らないか？』って言われてな。なんか、ものすごくイヤな予感がした……」

「へぇ、面おも白しろいじゃないか。道みち端ばたで困こまっていたところを君が助けて、その君が彼女の捜していた人物だったなんて、まるで運命の出会い？」

「アホか。そんな都合のいいことがあってたまるか」

「どっちにせよ、置いてきたのはヒドイと思うよ？」

「そうですよ。置いて行くなんてヒドイです……」

　すると突とつ如じよ、神名の後ろから声がした。

　さっきまで耳にしていた声に神名はハッとなって振ふり返る。

　後ろで二つに分けた髪かみ。整った少女の顔。先ほどまで話していた少女がいつの間にかそこに立っていた。

「なっ!?　いつの間に!?」
















「今、来たところです」

　確かナギと名乗っていた少女は、ニッコリと微笑ほほえんで神名を見つめた。

　その神名はまず、彼女の足元を見て──それから辺りを見回した。

「お前、何ど処こから入ってきたんだ？」

　そう言ってナギの足元を指差す。彼女はなんと靴くつを履はいたままだった。

「え？　窓まどですけど……」

「ここ三階だぞ」

　冷たい風が二人を撫なでる。

　神名は彼女が壁かべを這はい登る姿すがたを連想しようとしたが、ちょっと怖こわくなって止やめた。

　そこへ祐司が話に割わり込こんでくる。

「神名、その可愛い子は誰なんだい？」

　突然現あらわれた少女に祐司は興味津しん々しんの眼差し。気がつけば祐司の言葉を聞いたクラス中の生徒がこちらを向いていた。

　神名はその状じよう況きように一いつ瞬しゆん顔を引きつらせたが、すぐに平静を装よそおった。自分も彼女が誰なのか詳くわしくは知らないのだ。とりあえず──

「窓から来た自じ称しよう、宇う宙ちゆう人じんだ」

　と紹しよう介かいした。

「私、そんな自称してませんよ！」

「あー、そうだっけ？　なんかお前の説明をしようにも、よくわからなくて……」

「わからなかったら誰もが宇宙人なんですか？」

「ＵＭＡ（未確認生物）のほうが的確だったな……」

「うぅ、違うのに……」

「おーい、神名～！　質しつ問もんに答えろ～」

　祐司の後ろでクラスメートが「そうだ、そうだ」と後あと押おしする。神名はこういうことにはすぐに一いつ致ち団だん結けつする自分のクラスメートたちにいろいろな意味で感心しつつ、無む視ししてナギの側に寄よると小声で話しかけた。

「で、こんなところに何しに来たんだ？」

「天倉さんが逃にげちゃうから追いかけてきたんですよっ」

　彼女はぷくっと頬ほおを膨ふくらませると神名を睨にらんだ。

　だが神名はさも当然のように、

「あれは逃げたんじゃない。戦せん術じゆつ的撤てつ退たいだ。俺の意思が今すぐお前の前から立ち去れと告げていたのだ……」

「迷めい惑わくな意思ですね」

「意外に当たるぞ、俺の直感」

　それはさておき神名は話を元に戻もどす。

「──で、もう一度聞くけど何しに来たんだ？」

「ええっと、とにかく天倉さんにお話があってきたんです……」

　真しん剣けんな眼まな差ざしを浮うかべるナギ。神名は仕方なく頷うなずいた。

　祐司も隣となりに並ならび、

「よし、聞こう」

「お前じゃねぇよ」

「いいじゃないか。僕ぼくにも聞かせてくれよ」

「うるさい、うるさい！」

　神名はあっちに行けと祐司を追い払はらうと、少女の手を取った。

「こっちだ。こんなところじゃ落ち着かないから屋上に行くぞ」

「あ、は、はい！」

　今来たばかりだというのに、神名はガラガラと扉とびらを開け教室を出た。そのまま階かい段だんへ向かい、上に行くかと思わせて下へ向かう。

「あれ？　屋上じゃないんですか？」

「屋上だと祐司たちは絶ぜつ対たい、覗のぞきに来るからな。フェイントだ」

　下げ駄た箱ばこで靴に履き替かえ、神名たちは裏うら門もんからこっそり学校を出た。

　朝、登った坂道を下り、通学路を家の方まで戻る。

　その途と中ちゆうにある公園──バイト帰りにいつも通るこの公園で神名は足を止めた。

「よし、ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶだろ」

　公園の広場。端はしには滑すべり台やブランコなどの遊具があり、その脇わきには三輪車が置き忘わすれられていた。砂すな場ばには小さなスコップもある。

　この公園は小さな森に囲まれていて、聞こえるのは木々のざわめきだけ。通つう勤きん、通学の時間が過すぎた今ごろならこんなものだろう。

「遠くに来すぎじゃないんですか？」

「あいつらを甘あまく見るなよ。それに盗ぬすみ聞きされるのは嫌いやだしな……で、お前の話っていうのは？」

「ええっと、なんとなくわかりませんか？」

　そう彼女が言ったので、神名は少し首くびをひねる。

「……ドル札なら返さんぞ」

「あれはもういいですよ。お礼はお礼ですから」

　そう言って彼女は苦く笑しようする。

　ではなんだろう？　彼女とは朝初めて会ったばかりで、それぐらいしか思い当たることはないのだが……。

　いや、それよりも、

「……だいたいお前は一体、何なんだ？　変な卵たまごは持ってるし窓まどから入ってくるし、それに俺の名前……どこかで会ったことがあったっけ？」

　神名は自分の名を知る少女を見つめる。彼女を見ていると、何か大切なことを忘れている気がしてならなかった。だが、同時に思い出したくない気もする。

「そうですね……ではまず、最初の質しつ問もんにお答えしましょう！」

　すると彼女は誇ほこらしげに胸むねを張はり、堂々と神名に告げた。

「私の名前はナギ。天界より遣つかわされた、第十三死天使機関所しよ属ぞくの《死神》なのです！」

　ど～ん！　そんな効こう果か音が鳴りそうな背はい景けいを背せに、少女は不ふ敵てきに笑った。

「……は？」

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもない話とツッコミどころの多さに神名は困こん惑わくした。

「死神？」

「はい、そうです」

「……どのへんが？」

「どのへんがと言われても……とりあえず事実なのです」

「あー、そう……」

「あれ？　驚おどろかないんですか？」

「いや、どこで驚くか迷まよっているところだ」

　神名がそう言うとナギは目を輝かがやかせて、

「それはもちろん、私が《死神》ってところです！」

「宇う宙ちゆう人じんじゃなかったのか……」

「だから違ちがいます──っ！」

　ナギが大声でそう叫さけんでいると、

『ナギ、ふざけるのはそれぐらいにしておけ』

　神名とナギ以外は誰もいない公園で、誰かの声がした。

「な、なに？」

　慌あわてて神名が辺りを見回すが、やはりそこに人ひと影かげはない。しかしナギはその声と会話を始めた。

「あ、ベルちゃん、ようやく正気になったんですね？」

『……まったく、ひどい目に遭あった……まさか異い空くう間かんに放り込まれて地上に下ろされるとは……それよりナギ、どうして最初からこいつに事じ情じようを説明しなかったんだ？　こいつが《天倉神名》なのはわかっていただろう？』

「昨日は周りが暗くて、天倉さんの顔がよく見えてなかったんですよ……彼が天倉さんだとわかっていたら、私だって初めからそうします……」

　いつの間にか、ナギは小脇に白い卵のようなものを抱えていた。朝、神名が捕つかまえてやったあの卵だ。

「ま、まさか、こいつ？　ホントに喋しやべってるのか？」

　そういえば彼女は「お話ができる」と言っていた。そのときの神名は言葉が話せるモノだと想そう像ぞうしていたが、まさか対話できるモノだとは夢ゆめにも思っていなかった。

「そうですよ。私のパートナーの《ベルちゃん》です」

『よう、少年。昨日は災さい難なんだったな』

「昨日？」

　卵が喋っている時点で驚きだが、その「昨日」という言葉に神名の中で何かが引っかかった。昨日──自分の中にある記き憶おくの中で、彼女やこの卵に会った覚えはない。ということは昨日の夜、すっぽり抜ぬけている記憶は……。

「とりあえず天倉さんに昨日の記憶を返しておきましょう。今のあなたには必要でしょうから」

　ナギはそう言って神名の額ひたいに手を触れた。それに驚くより早く、不思議な感覚が神名を襲おそった。柔やわらかな指の感かん触しよくと光が、記憶となってゆっくり神名の中に入ってくる。不ふ快かいではなかった──どちらかというと心ここ地ち良いと思ったぐらいだ。

「実はですね、天倉さん……あなたは昨日、死にかけていたのです」

　普ふ通つうならば衝しよう撃げき的な言葉を、神名はすんなり受け入れられた。

「あ、ああ……思い出してきた……」

　バイトを終え、その帰り道にこの公園を通った。

　そのとき頭上から何かが落ちてきて……自分にぶつかった。痛みを通り越した衝撃に自分は死を覚かく悟ごしたのを覚えている。

「私たちはその天倉さんを手当てしました。ですが……どうやら天倉さんは元々あの場所で死ぬ予定だったらしく、あなたはイレギュラー化してしまったみたいなんです」

　すべてを思い出した神名は彼女の言葉に首をかしげた。

「イレギュラー化？　なんだ、それ？」

『魂たましいの輪りん廻ねから外れた者──死ぬはずだった人間が、何らかの理由で死なずに生き続けたりすることだ。お前は昨日死ぬはずだった……しかし我われ々われが助けてしまったために生きている。つまり、それでお前は《死ぬはずだった人間》──《ソウル・イレギュラー》になってしまったというわけだ』

　卵、もといベルちゃんが神名の質問にそう答えた。

「俺おれが死ぬはずだったっていうのか？」

「はい。その通りです」

「そんな話が信じられるか！」

　だが、彼らを見ていると完全に否ひ定ていはしきれなかった。自分の記憶を消したり元に戻もどしたりしてみせ、ベルが飛び回っていた様子はしっかり見ていた。そして昨夜、頭に受けた強い衝撃。確たしかにあれではどんな人間だって死んでしまうだろう。

「……俺があの落下物に当たって死ぬはずだった？」

　しかし、ナギはそうではないと首を横に振ふった。

「いえ、正せい確かくにいうとそれは関係ないです」

「え？」

「あれが落ちてくる直前、天倉さんは何をしていたか覚えていますか？」

「何って……」

　ご機き嫌げんで踊っていた。

　動物の置物を乗り越え、置き忘わすれてあった三輪車を飛び越え、

「近くにあった石を蹴けろうとして──」

「そう、そこです！　天倉さんは本来そこで石を蹴り、その反動で後ろに倒たおれた後、置き忘れてあった三輪車のサドルに頭をぶつけて死ぬ予定だったのです！」

「死ねるか──っ！」

　神名は額に触れていたナギの手を払はらいのけて思いっきり叫さけんだ。

　空から何かが落ちてきて、それに当たって人が死んでもおかしくないだろう。だが、三輪車のサドルで死んだりしたら──。

「それじゃ、ただの笑い話にしかならんだろうが！」

「あはは、そうですねー」

「笑うなっつーに！」

「で、でも真実ですよー？」

「現げん実じつじゃなくて幸いだ！」

「ま、まぁ、結局、《エカルラート》を見上げたおかげで死ななかった天倉さんですが、それを感知した《エカルラート》が自動的に天倉さんを魂の輪廻に戻そうとしてぶつかったと……そう考えられています」

　神名は聞きなれぬ単語に再ふたたび首をかしげた。

「なんだ《エカルラート》って？」

「天倉さんにぶつかった落下物です。ベルちゃんと対ついを成すものでして、その《エカルラート》の回かい収しゆうも私の任にん務むなんですよー」

「……なんで、その《エカルラート》ってやつがこんなところに落ちてきたんだ？」

「ええっと……私が落としたからです」

「お前か！　お前のせいか!?」

　神名がナギの首を掴つかみにかかる。

「わぁぁっ!?　で、でも、でもですよ？　私が落とさなかったら天倉さんは死んでいたんですよ？」

「死ぬか！」

「ううぅ、だから死んでいたはずなんですよぉ……」

　とりあえず神名は頭の中を大整理。

　なるほど、どうやら自分は死ぬ予定だったらしい。しかも三輪車のサドルに頭をぶつけて……が、そうならなかったのは彼女が《エカルラート》というものを落としたからだ。空に光るその落下物に気付かず、自分が空を見上げなければ、今ごろかなり恥はずかしい死に方でこの世を去っていたらしい……。

　だが結局、自分は死にかけた。

《エカルラート》の落下に伴ともない魂の輪廻から外れた自分を、自動的に《エカルラート》が修しゆう正せいしようとしたためだ。で、落下物は見事、自分の頭に直撃……。

　正直、自分でも死んだと思った。それを救ってくれたのが目の前にいるナギとベルだ。

「……なんとも変な話だな」

「そうですか？」

「だって、そうだろ？　つまり俺は死神に命を助けてもらったわけだ」

　どう考えても変な話だと神名は思った。

　彼女のさらなる言葉を聞くまでは。

「でも、天倉さんの魂は今から回収させてもらいますよ？」

「は？」

「なんたって天倉さんは《ソウル・イレギュラー》ですから」

　神名は少し考えて、

「……魂を回収ってことは……つまり？」

「はい、天倉さんにはここで死んでもらいます」

　ナギはこちらに向かってにっこり微笑ほほえんだ。今までで一番良い笑え顔がおで。

　対して神名は開いた口が塞ふさがらない。

「何ぃ──っ!?　お前が俺を手当てしたんじゃないか！」

「あれは事じ情じようを知らなかったからですよ！　天倉さんが《ソウル・イレギュラー》になってしまった以上、放ってはおけません！」

「……回収ってやっぱり鎌かまか何かでするのか？　死神だし……」

　そうだとしたら痛いたいのかなぁと考えながら、恐おそる恐る聞いてみる。

「はい。これがそうです」

　と、ナギはベルちゃんを指差した。

「その卵たまごが？」

『卵ではない。それに名前も《ベル・フィナル》っていうのがちゃんとあるんだ』

　神名の言葉にナギの手の上でベルが反はん論ろんした。

「あぁ、それでベルちゃんか……で、どこが鎌なんだ？」

「もちろん、これは仮かりの姿すがたです！」

　ナギがそう告げた途と端たん、《ベル・フィナル》が淡あわい光に包まれた。そのあと一いつ瞬しゆん、眩まばゆく光り、神名は思わず目を覆おおった。卵形の《ベル・フィナル》の下半分がスライドし、中から棒ぼうが現あらわれる。ナギはその棒部分をしっかり掴み、神名に向けた。

「天倉さんの魂、ここで回収させていただきます──」

《ベル・フィナル》の本体部分がさらに光を増ました。その光が新たな形となって《ベル・フィナル》の形けい状じようを変化させる。だが、それは鎌というより──土を掘ほり返すのに適てきした形だった。

「──この鎌で！」

《ベル・フィナル》を包んでいた光が消える。

　こちらに向けられた棒状の物体に、神名は素す直なおな感想を述のべた。

「いや、それどう見てもスコップなんだけど……」

「そうスコッ……て、ええっ──っ!?」

　思わずナギ本人も驚おどろく。

　だがそれはどう見ても鎌ではなくて、まぎれもないスコップだった……。

　すると溜ため息いきまじりにベルが声を震ふるわせる。

『……こいつさ、今までこの私を一度も鎌にしたことないんだよ……ぐすっ』

「あぁ！　ベルちゃん、本当のことを言っちゃダメですよ！」

『言いたくもなるだろ？　鎌は死神にとって力の媒ばい介かいであり、死神の力を増ぞう幅ふくさせる役やく割わりも果たす……それがスコップだぞ、スコップ！　鎌どころか武ぶ器きですらないじゃないか！　スコップで魂刈かり取る死神がどこにいる!?』

「ううぅ……」

「ガーデニングには便利だぞ、きっと」

『そんな運用方法されたくないから！』

　神名の提てい案あんを完全否ひ定ていしてから、ベルはなんとか気を取り直した。

『とりあえず、さっさとやろう』

「そ、そうですね……では天倉さん、さっくり死んでください♪」

　語ご尾びにしっかり音おん符ぷマークをつけて少女がこちらを向く。

　神名はさっくり死ぬつもりなど毛頭ないので、拳こぶしを握にぎって身み構がまえた。

「あのな、だいたい死ぬはずだったと言われて『はい、そーですか』といくわけないだろ。その上昨日、俺はその落下物のせいで給料をだな……給料……？」

　と、神名はようやく思い出した！

　自分の中で最も優ゆう先せんすべきはずだったことを思い出したのだ！

「そういえば給料は!?　俺の給料！　風で飛んでいったの忘わすれてた──っ！」

「まぁ、夜の記き憶おくは消していましたし……」

「なんてことするんだ、お前は！」

「う……と、とにかく天倉さんには死んでもらいます！」

　そう言った彼女は神名が思っていた以上のスピードでこちらに向かってきた。手にスコップを持っていながら、瞬またたく間に間合いを詰つめてくる。

「くっ」

　神名はあえて後ろには逃にげず、横へと軸じくをずらしながら移い動どうした。

「たぁっ！」

　一瞬前までいた場所にナギのスコップが振ふり下ろされる。驚いたことに、その一いち撃げきはいともあっさり地面を陥かん没ぼつさせた。

「ま、待て！　なんだその威い力りよくは!?」

「なんといってもスコップですから……」

「どこがスコップだ！」

　横振りされたスコップをぎりぎりのところで神名がかわす。続けて振り下ろし、袈け裟さ斬ぎりと連続で繰くり出される。その攻こう撃げきはどれもこれも一撃であの世行きだ……。

　彼女の攻撃は速く、同時に的てき確かくだった。無む駄だな動きは全くなく、こちらの行動の一歩先を読んで攻撃してくる。正直、かわすので精せい一いつ杯ぱいだ。だが、

「ぜ、ぜんぜん当たらないです……っ！」

『驚いた。まさか死神の動きについてくるとは……』

　神名の動きもナギたちの予想を上回るものだった。

　紙かみ一ひと重えとはいえ、攻撃は当たらなければ意味がない。神名は巧たくみにナギの攻撃を回かい避ひしていた。

「邪じや魔まするな！　俺は給料を探さがしに行かねばならぬのだ！」

「残念ですが、天倉さんはここで死んじゃうので意味ないですよ!?」

「だから死なないって言ってるだろ！」

「死んでくれないと私、困こまるんですよ──っ！」

「大いに困れ！」

「ううぅ……」

　さすがに息切れしたのか、ナギの動きが止まる。合わせて神名も間合いを取りつつ動きを止めた。こっちも息切れだ。

「任にん務む失敗ってこともあるだろ？　たまには」

「そ、そんな!?　それだけは……」

　任務失敗という台詞せりふにナギの表ひよう情じようが突とつ然ぜん青くなった。ぐっと拳を握り、微かすかだが身体からだが震ふるえていた。

「それだけは避さけなくてはなりません……っ！」

「？　なんで？」

「この任務に失敗したら私……」

　ナギは朝見せた泣きそうな表情を浮うかべてうつむいた。まるで戦意を喪そう失しつしたかのようにスコップを下ろし、うなだれてしまう。《ベル・フィナル》も何も言わず、黙だまって彼女の手に握られている。

「……失敗したら？」

　重い空気に神名は問うた。

　自分の知らない、彼女に課せられた何かが気になった。ナギにとって自分を殺すことにどんな意味があるというのか……。

　神名の問いに、ナギはゆっくり口を開いた。

「失敗したら……私、チョコレート・パフェにされるんです……」

　沈ちん黙もく。時が止まった。

　錯さつ覚かくだが、確たしかに辺りの時が止まって見えた。

　神名はたっぷり十秒ほど考えてから、

「美う味まそうだな」

「なにが『美味そうだな』ですか！　チョコレート・パフェですよ!?　チョコ・パフェ！　確かに美お味いしいですけど、食べられる側になるなんて絶ぜつ対たいイヤですよ──っ！」

「俺だって死ぬのはイヤだ！」

「そんなのワガママです──っ！」

「どこがだ!?」

「天倉さんはここで死ぬ運命なのです！」

　体力が回かい復ふくしたのか、ナギは再ふたたびこちらに向かってきた。どうやら諦あきらめるつもりはないらしい。

「ここはやはり……」

　神名はナギを正面に捉とらえ、拳を構えた。

『覚かく悟ごを決めたか、少年！』

　ナギとベルが迫せまる。

　すると神名は方向転てん換かん。全速力で走り出した。

「逃にげる！」

「ああっ！　ちょっと!?」

　神名はナギの制せい止しを当然、無む視しして側にあった森に飛び込こんだ。木々の間を通りぬけ、できるだけ木や茂しげみが密みつ集しゆうした場所を進む。公園を抜けたら住じゆう宅たく街だ。網あみ目めのように張はり巡めぐらされた道を迷まようことなく走りぬけ、学校への通学路へと戻もどった。

　そこでようやく神名は足を止める。

「まぁ、こんなものだろう……」

　ナギはこの街を知らない。自分を追いかけるつもりで道に迷うだろう。

　神名は呼こ吸きゆうを整えながら近くにある橋の上まで歩き、手すりに腰こしかけた。ふぅっと一息ついてから辺りに注意を向ける。

　しばらくして、全速力でこちらに走ってくる少女が見えた。

「お、意外に早かったな……」

「はぁ、はぁ……あ、天倉さんなら、絶対に学校へ戻るだろうと思いましたから……」

　皆かい勤きん賞のために。

　彼女の予よ測そくどおり、神名はそのつもりだった。出会って間もないのに、神名の性せい格かくを理り解かいしていたところは驚おどろきだ。

「うむ、よくわかったな。で、まだ追いかけてくる気か？」

「と、当然です！」

　ナギは肩かたを上下させて呼吸しながら神名を見つめた。走りやすくするためか、ベルは卵の状じよう態たいに戻っている。

「そうか……」

　神名は手すりから降おり、ゆっくりナギに近づく。

「ならば！」

　パシッ。

　神名は目にもとまらぬ速さで彼女の腕うでからベルを取り上げた。

「なっ!?」

　走って疲つかれているナギから、ベルを取り上げるのは思っていたより簡かん単たんだった。そしてすぐさま神名は無言でベルを橋の上から川へと投げ込んだ。

『うわ──っ!?』

「ああ──っ!?」

　思わずナギは身を乗り出して川を見下ろした。ベルがパシャッと水面に落ち、みるみるうちに流されていく。『た、助けてー』と叫さけぶベルの声も遠ざかる。

「な、なんてことするんですか──っ!?」

「俺おれはお前に構っている暇ひまはないのだ。皆勤賞のために学校に戻らなきゃならんし、給料も探さがさなくちゃならん！　じゃ、そういうことで！」

　神名はそう彼女に告げて走り出した。

「鬼おに──っ！　悪あく魔ま──っ！　人でなし──っ！」

　ナギが後ろから叫んでいたが、すでに神名は他人のふり。

　彼は己おのれのために走りだした。
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　夜。

「つ、疲れた……」

　神名は自じ宅たくのリビングにある椅い子すに座すわると、疲れで思わずぐったりとなる。

　ナギを振ふり切ったあとは学校へ戻り、午前の授じゆ業ぎようを受けた。当然ながら、なくなった給料のことで頭がいっぱいで授業の内ない容ようはサッパリだ。

　そして昼休みになった途と端たん、学校をこっそり抜ぬけ出して給料の捜そう索さくへ。公園の近くにある交番を訪たずね、公園を通る人に片かたっ端ぱしから「俺の給料が入った茶封ぶう筒とうを見ませんでしたか？」と尋たずねて回った。

　それでも神名の給料が入った茶封筒は見つからず、午後の授業を受けた後はバイト。さらにその後、再ふたたび公園へと向かったのだが、やはりない……疲ひ労ろうはすでに極きよく限げん状態だ。

「あぁ、俺の給料、どこに行ったのかなぁ……」

　さんざん探したが見つからない。まだどこかに落ちているのか、それとも誰だれかに拾われたのか……どちらにせよ、もう諦あきらめるしかない。

「もう、寝ねるか……」

　はぁっと溜ため息いきをつき、明日も当然学校なので寝ることにする。リビングを出て、二階にある寝しん室しつへ向かおうとすると、

　ピンポーン。

　来客を知らせるチャイムの音が鳴った。

「誰だ？　こんな夜に……」

　出前も頼たのんだ覚えはない。

「……まさか……」

　神名がイヤな予感に襲おそわれた途と端たん、玄げん関かんのドアを叩たたく音がした。

「天倉さーん！」

　聞き覚えのある少女の声に、神名は玄関まで猛もうダッシュ。

　カギはかけていない。祐司が夜でも時々やってきて、そんなときは勝手にあがってもらっているからだ。

「あ、なんだ、開いてるじゃないですか」

　カギがかかっていないことに気づいたナギが、そっとドアを開ける。

「うおおおぉ──っ！」

　ドアが十センチほど開く──その瞬しゆん間かん、神名はがっちりドアノブを掴つかんで引き戻し、カギをかけることに成功した。

「こ、この家は誰もいませんよ」

「いるじゃないですか、そこに！　リビングの明かりも点ついてますからバレバレです！」

「う……い、家まで来るなよ！」

「そ、それがですね、天倉さん、ちょっとだけ話を聞いてください……」

　神名はとりあえず無む視しを続けるつもりだったのだが、彼女の声が急にか細くなったので聞いてみることにした。

「……なんだ？」

「私、三〇ドルしか持ってなかったんですよ！　それを天倉さんに全部あげちゃったから、どこにも泊とまれないんです──っ！」

「おぉ、それは大変だ」

「うわっ!?　信じてませんね!?」

「当たり前だろ。そう言って家に入ったら、俺のことを殺すつもりに決まってる！」

「ほ、本当なんですよ！　そもそも魂たましいの管理局は夕方五時で閉しまっちゃうんです！　だから夜は天倉さんを殺せないんですよ──っ！」

「公こう務む員いんか、お前らは!?」

「ううぅ、だから助けてくださ～い」

「俺は鬼おに、悪あく魔ま、人でなしの三拍びよう子しだから」

「ご、ごめんなさい！　謝あやまります～っ！」

「……信用できんな」

「ひ、ひどいです！　信じてください、天倉さ──ん！」

　ドカドカと天倉家のドアを叩くナギ。

　それからしばらくの間、近所迷めい惑わくもかえりみず、ナギが玄関を叩く音と彼らの叫さけび声が街の中に轟とどろいた……。







　報ほう告こく書しよ・２　これは美お味いしいから良いのです







　二つの市、山と海に四方を囲まれる街──綾あや月つき市。

　中心区の近代的な街まち並なみに、自然もそのままに取り込こんだ美しい都市だ。そのほぼ中央に位置しているのは蒼あお川かわ町。町を東西に走る蒼川という川が町名の由来だそうだ。

　この町の住じゆう宅たく街がいに神じん名なの家はある。

　小鳥が青い空を飛んでいる。彼が起きて最初に見たのはそんな光景だった。カーテンの隙すき間まから眩まぶしい朝日がさしてくる。真冬でもやはり太陽は眩しくて、神名は微かすかに目を細めた。

「……朝か」

　神名はゆっくりと身体からだを起こし、窓まどの外を見る。

　空は今日もいい天気だ。気分的なものだが、やはり天気が良いと気分も良い。朝日はすぐに神名の意い識しきを活かつ性せい化かさせてくれた。両りよう腕うでを上に伸のばし、ゆっくり背せ伸びする。

「く～っ、よく寝ねたなぁ。枕まくらを変えたからか？　実に快かい適てきな朝だ……」

　そう言いながら新しい枕の感かん触しよくを確たしかめる。

　仕事の都合で今は遠くに住む両親から届とどいた羽う毛もうの枕。二、三日前に届いたばかりで、とてもフワフワしている。実に──。

　むにゅ。

「むにゅ？」

　予想していたものと違ちがう感触が手に触ふれて、神名は思わず振ふり返った。

　さらりとした長い髪かみが神名の横にある。美しく整った彼女の寝顔。自分の手はその彼女の胸むねの上にあった。

「う、うわ──っ!?」

　神名はいきなり大声で叫ぶとベッドから飛び退のいた。当然ながら、そのままベッドの上から転ころがり落ちる。

「んん……？」

　その声にゆっくりと彼女も目を覚ました。

　どこから持ってきたのか、ナギはピンク色のパジャマ姿すがたで、目をこすりながら虚うつろな瞳ひとみでベッドの下にいる神名を見下ろした。

「あー、おはようございます、天あま倉くらさん」
















「お、おはようじゃないだろ!?　なんでお前がここにいるんだ!?」

　そう聞かれた彼女は「はて？」と首をかしげた。目が半開きのところを見ると、どうやら完全に起きてはいないようだ。

「おーい、頭は起きてるか？」

　どうやら朝に弱いらしい彼女は、ようやく頭の電でん源げんを入れて口を開いた。

「……私、リビングで寝かされていたんですよ？」

「だからどうした？」

　昨日の夜。突とつ然ぜん、家に泊とめてくれとやってきた少女を神名は断だん固ことして拒きよ否ひした。しかし彼女があまりに家の前で騒さわぐので、近所の住民に怒ど鳴なられる前に彼女を家へ入れてやることにしたのだった。

　ベッドは今、この家に一つしかない。両親の物は古くなっていたので、転てん勤きんに合わせて捨すててしまった。

　結果、必然的にナギはリビングのソファーで寝ることになったのだが……。

「どうしたって……夜中を過すぎたらすごく寒くて……とりあえずもう一いち枚まい毛もう布ふを借りに来たんです。そうしたら天倉さんがベッドで一人、ぬくぬく寝ていたから……」

「だからって俺の布ふ団とんに入ってくるなよ！」

「ええっと……えへへ」

　神名に言われて今ごろ恥はずかしくなったのか、ナギが微かすかに照れる。そうなると神名も急に恥かしくなるもので、ふいっと視し線せんを逸そらした。

「と、とりあえず早くベッドから出ろって」

「あ、はーい」

　ナギも神名と同じようにベッドの上でぐぐっと背を伸ばした。

　まったく……と神名は呟つぶやきながら、ナギから視線を逸らして時計を見た。時じ刻こくは七時少し前──いつも通りだ。

　ちなみにこの部屋には目覚まし時計がない。七時ごろに起きるのが習しゆう慣かんづいて、勝手に目が覚めるからだ。昨日はさすがにそれを過信していたと後こう悔かいしたが……。

「とりあえず、さっさと用意しないとな……」

　神名の通う綾月第一高校までは自転車で二十分ほど。それを考えても学校のホームルームが始まるまで一時間半以上ある。準じゆん備びに一時間もかからないが、朝はゆっくりしたいので余よ裕ゆうを持たせている。

　すると、

「──では、泊めてくれたお礼に朝食を作りましょうか？」

　まだベッドの上にいるナギが、突然そう言った。

「あ、朝メシ？」

　思ってもいなかった彼女からの提てい案あんに、神名は驚おどろいて聞き返した。

「はい」

　頷うなずきながら微笑ほほえむナギ。

　まぁ、彼女がそう言うのなら断ことわる理由もない。

　神名は朝食と聞いて不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた。

「ふっ、先に言っておくが俺は味に少々うるさいぞ？」

　するとナギは後に退ひくことなく、

「まかせてください。絶ぜつ対たいに美お味いしいって言わせてみせましょう！」




　　　　〇




　数十分後。

　神名が学校へ行く用意やら着き替がえやらを済すませてリビングに行くと、テーブルの上にはすでに料理が並ならんでいた。

「もうすぐできますから、座すわっていてください」

　キッチンからこちらを振ふり返った彼女は、制せい服ふくにエプロンをつけてフライパンを手にしているところだった。いつの間にか髪かみも桜さくら色のリボンでまとめている。

「お、おう」

　キッチンに人が立っているという光景に妙みような感覚を覚えつつ、神名は言われるままテーブルについた。神名は一人暮ぐらしで料理もしないため、キッチンを使うことはほとんどない。

　目の前にはきれいに盛もり付けされたサラダと、少し熱めに淹いれられたコーヒーが置かれている。神名が飲む頃ころには程ほどよい温度だろう。

　置かれている食器は二人分。

　こうやって誰かと朝食を食べるのは何年ぶりだろうか……。

『おはよう、少年』

　と、斜ななめ前から突とつ然ぜん声がした。見ると白い卵たまごのようなものが、四脚きやくあるイスの一つに座らされていた。

　そういえば昨日、泊とめてやったのは一人ではなかった。

「おはよう。だけど俺おれの名前は天倉神名だ」

『ん？　ああ、そうだな、知っている。では神名と呼よぼう』

　白い卵──死神の鎌かまであるベルは、神名の言葉にそう返した。

「じゃあ、俺もベルって呼ぶぞ？」

『かまわんよ。で、どうだ？』

「……何が？」

『この雰ふん囲い気きというか、情じよう景けいが、だ。まるで新しん婚こん夫ふう婦ふの朝のようじゃないか』

　すると神名はベルを抱かかえ、リビングの窓まどを素す早ばやく開けた。

「飛べ」

『わぁっ！　待て待て！　冗じよう談だんだ！　いやぁ、清すが々すがしい朝だな！』

　そう言うとゆっくり神名が窓を閉めたので、ベルはふぅと安あん堵どの息をつく。いや、息はしていないのだが。

「できましたよ～？」

　ナギが後ろから神名を呼んだ。振り返ってみると、テーブルの上にはベルと話している間にトーストとオムレツが追加されていた。

　見るからに美う味まそうな朝食を前に、神名はベルを元のイスの上に戻もどした。そのまま自分の席に座ると、反対側にナギも座る。

「じゃあ、いただきます」

「はい、どうぞ」

　神名は右手に箸はしを持ち、準備完かん了りよう。

　まずは並べられた料理を見み渡わたしてみた。盛り付け方も含ふくめて、見た目は完かん璧ぺきと言っていいだろう。実に美お味いしそうだ。

（問題は味だな……）

　ふと上目使いでナギを見る。彼女は神名が料理を食べるのをニコニコしながら待っているようだった。一いつ瞬しゆん、毒が入っていたらどうしようと考えたが、彼女を見る限かぎりそんなふうには見えなかった。

（よし！　食べるぞ！）

　神名は意を決してオムレツへ手を伸のばした。すっと箸を入れて一口サイズにすると、無言で口に運ぶ。もぐもぐ。

「……ぐっ──」

　一口食べて神名の箸が止まった。

　目を見開いてカタカタ震ふるえながら、改めて目の前のオムレツを睨にらむ。

「あの……どうですか？」

　味と神名が心配になってナギがこちらを覗のぞき込んでくる。

　すると神名は突然顔を上げ、

「美う味まい！　美味すぎる！　こんな美味いものがこの世にあったとは!?」

　と叫さけびながら思わず席を立ち上がった。座っていたイスが後ろに飛んでいくほど、その味は衝しよう撃げき的だった。

　嘘うそや冗談ではなく本当に美味い。たとえようのないその味に神名は思わず棒ぼう立だちになった。

「ほら、美お味いしいでしょう？」

　当然です、と付け加えながらナギが微笑ほほえむ。

　今まで味わったことのない予想外の美味さに、神名は静かに呟つぶやいた。

「いや……予想では絶ぜつ対たいに食べられないものが出てくると思っていたんだが……」

　どこか王道を期待する神名の目に、ナギが顔をしかめる。

「ひどいですねー。何が出てくると思ってたんですか？」

「そうだな……食パンに生き血と魂たましいを塗ぬりこめた《死神パン》だとか、怪あやしい肉にく片へんと黒い野菜、赤いドレッシングの《死神サラダ》とか……」

「私を何だと思ってるんですか！」

「死神だろ？」

「かなり誤ご解かいしていますよ!?」

「んー、そうみたいだな」

　神名はイスに座りなおし、再ふたたび箸を動かし始めた。いつもなら朝食はパン一枚まいにコーヒーでおしまいなので、今日の朝食は豪ごう華かといっていい。しかも美味い。神名はもくもくと箸を動かし続けた。

　彼が食べ始めたのを見て、ナギも箸を手に取る。

『私にも一口』

　と、イスに置かれた白い卵がそう言った。

「……お前、食べられるのか？」

　もっともな質しつ問もんを神名は投げかけた。

『──いや、お前たちみたいに食べることはできないが、間かん接せつ的に味わうことはできるのだ。食べている誰だれかに持ってもらえれば』

「ほーう」

「じゃあ、私が持ちますね」

『ああ、頼たのむ』

　そう言ってベルを抱かかえるナギ。彼女がオムレツを食べるたび、ベルは『おぉ!?　すごいな！』と言いながら、その味あじを確かめる。

　ナギはオムレツを食べた後、トーストには手を伸ばさずに一度席を立った。キッチンへ行くとすぐに戻もどってきて、

「あとは食後のチョコレート・パフェですね！」

　そう言ってテーブルの上にどんっとチョコレート・パフェを置いた。

「……今から食うのか？」

「もちろんですよ！　あぁ、朝からチョコ・パフェが食べられるなんて至し福ふくの時ですね！」

「太るぞ」

「私、死神ですから。太らないのです」

「都合のいい身体だな、おい……」

　神名の言葉は無む視しして、ナギはスプーンを片かた手てにチョコレート・パフェを食べ始めた。

　初めから用意してあったのか、綺き麗れいにトッピングされたそれを食べる彼女の様は、心底うれしそうだ。

　神名は程ほどよい温度になったコーヒーを飲みながら、一息。だがすぐに再び食べ始め、無言でナギの料理を食べ続けた。

　そして十分と経たたずに彼はテーブルの上の料理をすべて平らげてしまった。

「いやー、美味かった」

　神名は満まん腹ぷくになった腹はらに手を当てながらナギに感想を述のべる。

　皿の上は綺麗に片かた付づいていて、料理を作ったナギとしても嬉うれしい。

「全部、なくなっちゃいましたねー」

「うむ。残すなんて勿もつ体たい無いしな。何より美味いから残す理由もない」

　神名がそう言うとクスッとナギは笑った。

「ありがとうございます」

「代わりに今日も一日、お前にあのソファーを貸かしてやろう」

　その台詞せりふにナギが表ひよう情じようを変えた。

　眉まゆをひそめ、明らかに抗こう議ぎする視線を向けてくる。

「……普ふ通つう、女の子をソファーに寝ねかせたりしませんよ？」

　まぁ、もっともな意見だったが、対する神名はさも当然のように言い返した。

「何を言う。無料で俺の家のソファーを使えるんだぞ？　俺としてはかなり譲じよう歩ほしたつもりだ」

「……ううぅ、天倉さんの鬼おに……」

　ナギが上目使いで神名を非ひ難なんするが、神名は気にとめた様子もなく、ふっと笑い飛ばしてしまった。

「……そういえば、例のなんたら管理局とやらはもう開いているのか？」

　どうやらこの世界には魂たましいの管理局なるものが存そん在ざいしていて、そこが仕事をしていない間は神名を殺すことができないらしい。

「いえ、それが九時からなんですよね……ですがその時じ刻こくになったら、すぐにでも天倉さんの魂を回かい収しゆうします」

　そう告げた彼女は神名と同じ高校の制せい服ふくを着ている。

「……お前、俺の学校に来るのか？　やっぱり……」

「当然ですよ。そのためにわざわざ転入届とどけまで出しているんですから」

「なるほど……ふっ、だが残念だったな。九時といえばすでに授じゆ業ぎよう中！　いくらお前でも簡かん単たんには手が出せまい！」

　勝ち誇ほこった表情で神名は笑う。さすがの彼女も、他のクラスからやってきて、授業中の神名を襲おそうことなどできないだろう。

　だが、笑えみには笑みを。神名の言葉に対して、ナギはふっと不ふ敵てきに笑った。

「ふっふっふ……そこはしっかり計画済ずみですよ……」
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「皆みなさん、初めまして」

　教きよう師しのいない朝のホームルーム。

　教きよう卓たくの横で、ナギがこちらに向けてお辞じ儀ぎしている。

（まさか同じクラスだったとは……）

　神名は頭を抱かかえて彼女の「しっかり計画済み」という言葉を思い出した。しかも彼女の席は神名の真後ろ。一番後ろだった神名の後ろに、さらに席が追加された形だ。これが当然といえば当然なのだが、ここまでくると見事としか言いようがない。

「ねぇ、神名。あの子は昨日の……」

　隣となりに座すわっている親友の祐ゆう司じが小声で話し掛かけてくる。

　他のクラスメートも何人かが神名を振ふり返った。

「ああ、その通りだ……」

　ナギのことは昨日の朝、皆も顔を見ている。

「てっきり他のクラスの子だと思ってたけど……転校生だったんだね」

「……みたいだな」

　神名が前を見ると、黒板には白のチョークで彼女の名前が書かれていた。

　風ふう流りゆう凪なぎ

　死神である彼女には名字が存在しない。風流というのはナギの上司が付けてくれたものだそうだ。その際、名前の方も手ごろな漢字にしておいたらしい。

「本当は風流さんの自じ己こ紹しよう介かいと、私たち全員の自己紹介をしたいところですが、あまり時間がないので質しつ問もん形式にしましょう」

　そう提てい案あんしたのはクラスの学級代表──芹せり沢ざわサラ。髪かみは肩かた口ぐちで切り揃そろえられ、美人ながらもどこか無表情な少女だ。

　だが「満点以外の回答用紙を見たことがない」と言われるほどの才女でもある彼女は、生徒会の仕事を含ふくめた学校行事をそつなくこなし、クラスメートの相談にも親身になって乗ってくれる。ゆえに教師だけでなく、皆から絶ぜつ大だいな信しん頼らいを得ている人物だ。

　そんな彼女がこの場にいない教師の代わりに司会進行をやってくれている。担たん任にんの教師はインフルエンザだったらしく、しばらく学校を休むそうだ。

「風流さんもそれでよろしいですか？」

「あ、はい。質問があればどうぞ」

　サラの言葉にナギも同意する。

　すると一いつ斉せいに発言権けんを求めて挙きよ手しゆの嵐あらしが巻まき起こった。

「はい、はーい！」

「質問！　質問！」

　よほど聞きたいことがあるのか、全員どこか必死だ。

「芹沢さーん！　僕ぼくに質問させてください！」

　その中で唯ゆい一いつ、祐司が立ち上がって手を挙あげていた。

「……では小お川がわ君、どうぞ」

「ありがとう」

　一番に発言権を手に入れた祐司は、一いつ瞬しゆんだけ神名を見てから、

「で、単刀直入に言うと、神名とはどういう関係ですか？」

「おい、こら──っ!?」

　同時に、祐司の質問を聞いたクラスメートたちが一斉に手を下げた。どうやら聞きたかったことは同じらしい。

　昨日の朝に突とつ然ぜんやってきたかと思うと、すぐに神名と共に消えた少女。誰もが少なからずナギと神名の関係を気にしていたのだ。

　暴あばれる神名は祐司が押おさえつけ、ナギは少し考えて口を開いた。

「ええっと……殺す側と、殺される側という関係です」

　ざわっ。

　思いもよらぬ言葉にクラス全員が一瞬、ざわめいた。

　その言葉にさすがの神名も動きを止める。

（ま、まさか……こいつ……）

　自分から死神と名乗るつもりなのか？

　別の生徒が恐おそる恐るという感じでさらに質問した。

「……どっちが殺す側？」

「私の方ですよー」

　ナギの答えに思わず祐司たちは立ち上がった。

「意外だね……僕はてっきり神名かと思ったのに」

「そうだな。風流さんからって感じじゃなかったけど……」

「まぁ、それもありじゃない？」

　物ぶつ騒そうな話だったはずだが、クラスメートたちは「うんうん、とりあえず納なつ得とく」という表ひよう情じようを見せた。

「……お前ら意味わかってるのか？」

「要するに、初めて会った二人は風流さんの一目惚ぼれから始まったってことだよね？」

「なんだそれは!?」

「二人の馴なれ初そめ」

「話を勝手に幸せな方向へ歪わい曲きよくさせるなよ！」

「何を怒おこってるんだい、神名？　良かったじゃないか、皆に理り解かいしてもらえて」

「よくねーよ！　そもそも理解してもらえてないし！」

　大声で叫さけぶ神名をよそに、教きよう卓たくの静かな司会者は話を進めることにした。

「では、その質しつ問もんの回答が出たところで、次の質問はないですか？」

「あぁ、芹沢さんまで無む視しか……」

「時間がありませんので」

　朝から力を使い果たしそうな神名は「もういいや」と席に座すわりこむ。

　そんな彼は放っておいてナギへの質問は続く。

「好きなものはなんですかー？」

「チョコレート・パフェです！　美お味いしいお店を知っていたら、ぜひ教えてください！」

　それは朝食のときになんとなくわかった。

「趣しゆ味みとかありますかー？」

「そうですね……料理かな？」

　それも容よう易いに想そう像ぞうできた。確たしかに彼女の料理は美う味まい。

「どこに住んでるの？」

「天倉さんの家ですー」

『……ええええぇぇ──っ!?』

　突然、湧わいて出たナギの問題発言に再ふたたび生徒たちは立ち上がった。

　神名が一人暮ぐらしというのはクラスの誰もが知っている。その家に住んでいるということは、必然的に二人きりということだ。

　ハッとなって神名は即そく座ざに立ち上がった。

「ま、待て！　昨日の夜、泊とめてやっただけだろ!?」

　ここでの誤ご解かいはしっかり解といておかなければと思った神名だったが、自分の発言に問題があったことにまでは気付かなかった。

「昨日の夜……か」

「ほーう」

「なっ!?　待て！　深い意味はないぞ！」

　するとナギが、

「天倉さんってひどいんです。昨日もベッドで──」

「何ぃぃ──っ!?」

「お、おい、話は最後まで──」

「天倉、後で詳くわしく聞かせてもらうからな……」

「人の話を聞け──っ！」

　神名とナギを中心に教室中がわいわい、がやがやの大おお騒さわぎ。

「皆みなさん、お静かに──」

　学級代表のサラが隣となりのクラスを気にしつつ、注意を促うながす。だが話に花を咲さかせたクラスメートたちにはサラの言葉がまったく耳に入っていないようだ。すると、

　ドォンッ！

　突然、教卓から空気を震ふるわすような音が響ひびき渡わたり、クラスメートたちはピタッと話すのを止やめた。

「……お静かに」

　無表情のまま、サラの拳こぶしが教卓に叩たたきつけられている。異い常じような音がしたにもかかわらず、彼女の手が赤くなるどころか、教卓の方が逆ぎやくにベコッと凹へこんでいた……。

　それを見た最前列の生徒は自分の乱みだれた机つくえをきっちり並ならべ、椅い子すと身体を正面に向ける。両手はもちろん膝ひざの上だ。それは連れん鎖さ反はん応のうのように教室全体へと伝わり、最後列にいた神名が同じようにきっちり座ってから彼女に告げた。

「申しわけありませんでした」

「はい。ご協力に感かん謝しやします」

　教室は一いつ瞬しゆんで静かになり、彼女はさらりと教室を見渡しながらそう言った。

「あ、あの……」

「お待たせしました、風流さん。あなたの席は天倉君の後ろです」

「は、はい」

　言われるがまま、ナギは机と机の間を通って神名の後ろに座る。教室はシーンと静まり返っていたが、ナギは小声で神名に話しかけた。

「あのー、天倉さん。これは……？」

　教卓は前から見ると、すでにちょっと歪ゆがんでいる。

「いいか、初めに言っておくが……芹沢さんだけは怒おこらせるなよ……」

　ナギの位置から神名の顔は見えないが、彼も他の生徒と同じようにきっちり座っている。

「……芹沢さん、怒ると怖こわいんですか？」

「ああ。芹沢さんに逆さからったら……ホームルームを欠席扱あつかいにされるんだ……っ」

　神名はぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめ、額ひたいに汗あせを浮うかべてそう言った。

　ナギは神名の言葉を心の中で反はん芻すうして、

「……それってありなんですか？」

「学級代表の特とつ権けんだ。欠席扱いにされたら皆かい勤きん賞が水の泡あわになる……しかも、後で担たん任にんから呼よび出されるんだよ……今朝はどうした？って……」

　その台詞せりふにナギは微かすかな違い和わ感を覚える。

「……もしかして、このクラスの先生って毎日、朝はいないんですか？」

「ああ、風か邪ぜか遅ち刻こくでな」

「ダメ人間ですね」

　神名はそれを否ひ定ていせずに続ける。

「それに芹沢さんは俺おれのバイト先の常じよう連れん客なんだ……機き嫌げんを損そこねて店に来てくれなくなったら困こまる」

「え？　天倉さんが困るんですか？」

「店の売り上げが落ちると俺の給料に関かかわるだろ？」

　それはえらく考えすぎなような……。

「お客様は神様です」

「天倉さんが言うと、どこか嘘うそっぽいですね」

「お前の存そん在ざいの方が嘘っぽいだろーが！」

「なっ!?　私のことまだ信じてないんですか!?」

　小声で話していた二人は思わず席を立ち上がった。

　近くにいた祐司は神名を見ながら笑う。

「ダメだよ、神名。恋こい人びとには優やさしくしてあげなきゃ」

「そんなんじゃねーよ！　こいつと俺は何の関係もない、ただの知り合い程てい度どだ！」

「……普ふ通つう、そんな人を家に泊とめたりしないと思うなぁ、僕は」

「うっ」

　神名の態たい度どに「天倉──っ！　お前って奴やつは──っ」だとか「ちょっと詳くわしく話を聞かせろ──っ」という声が再ふたたび教室中を飛び交かい始める。

「ああぁぁ──っ！　もう、うるさい！　お前ら黙だまれ──っ！」

　神名の大音量の声に、再びサラの拳こぶしが唸うなるまで、そんなに時間はかからなかった……。
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　太陽がちょうど学校の真上を照らしている。

　この日の授じゆ業ぎようが半分終わり、神名は屋上で昼食を取ることにした。

　今は冬だが、どこか日差しの中に暖あたたかさを感じる。小鳥のさえずりと雲一つない空が神名の頭上に広がっていた。

「空が青いな……」

　ぼーっと神名は空を見上げる。

　朝の一いつ件けんで気力を使い果たした彼の視し線せんは遥はるか遠くに行ってしまっていた。

　それとは対照的に、隣となりで祐司が楽しそうに笑う。

「お疲つかれだね、神名」

「当たり前だろ！　あぁ、もうどうすればいいんだ……」

　朝のホームルームも終わり、授業が始まっても、クラスメートからの視線がどこからか注がれる。その視線に目を向けると、クスッと笑うかニヤリと微笑ほほえみかけられるのだ。

　ただ、そのおかげで後ろに座すわっているナギも動けないようだった。それだけは不幸中の幸いだ。

　しかし苦に変わりはない。

「危あやうく芹沢さんから欠席扱いされそうになるし……これからこんな日が続くのか……」

「実に愉ゆ快かいだよ。こんなことは滅めつ多たにないしね」

「……人の不幸を笑うなよ」

「あはは──うっ!?」

　と、笑っていたはずの祐司がいきなりバタッと倒たおれた。

「う？　お、おい、祐司？」

「いやー、良いお天気ですねー」

　見るとナギが祐司の後ろで手刀を構かまえて微笑んでいた。にっこり微笑んで何事もなかったかのように空を見上げている。

「……こいつ今、実に愉快とか言ってたばっかりなんだが……」

「今のところの記き憶おくは消す予定なので問題ないです」

「そっか」

　さらりと問題発言したナギを神名が受け流す。

「……で、何か用か？」

「何かって、天倉さんの魂たましいに用があるに決まってるじゃないですか」

「昼メシぐらい、ゆっくり食わせろ！」

「あの世でゆ～っくり食べてくださいね」

「俺はこの空を見ながら食べたい気分なのだ！」

「うー、そんなの知りませんよ。勝負──」

　ぐー。と、話の途と中ちゆうで誰だれかのお腹なかが空くう腹ふくを知らせた。

「…………」

「…………」

　神名は自分の腹はらに手を当てるが、自分ではない。祐司は隣で気を失ったままだ。

　辺りには珍めずらしく神名たち以外に誰もいない。ということは……。

「ぐー」

　神名はニヤリと笑い、そう言いながらナギを見た。

「うぅ、わ、私だってお腹はすくんです！」

「じゃあ、せめて昼メシを食べてからにしようぜ」

「う……確たしかにお腹はすいていますけど……」

　そういえば彼女は一文無しのはずだ。

「じゃあ、これをやろう。最近、売店に並ならび始めたばかりでな……品しな薄うすな上、俺もまだ二回しかお目にかかれていない貴き重ちようなパン──《チョコ・パフェ・サンド》だ」

「そんなパンがあるんですかっ!?」

　初めて聞いたその名前に、ナギは思わず目を輝かがやかせた。

　神名がガサガサと袋ふくろから取り出すと、彼女は神名の側そばに寄よる。

「これだ」

　ポンッとチョコ・パフェ・サンドをナギに手て渡わたす。

　ホットドッグに使われるパンに様々なフルーツとコーンフレークなどをはさみ、チョコレートと生クリームをかけたパン──正直なところ、ただパンにチョコレート・パフェで使われるであろう食材をはさんだだけの代しろ物ものなのだが、ナギにはとっても輝いて見えた。

「わぁ、ほんとに食べていいんですか!?」

「おう、味わって食べてくれ」

「ありがとう！」

　そう言ってナギは神名の隣に座ると、さっそくチョコ・パフェ・サンドを食べ始めた。嬉うれしそうに袋を開けて、まずは一口。

　はぐ。

「お、美お味いしいです！」

「そうだろ？　初めはベチャベチャしてるのかと思ったら全然そんな感じはしないし」

「フルーツの自然な甘あま味みとチョコレートの甘味が程ほどよいですね～」

「他ほかにもバリエーションがあってな。イチゴが入っているやつとか、バナナが普通のより多く入っているやつとかもあるらしいぞ」

「そうなんですか!?　それも食べてみたいですね！」

「あんまり食べると喉のどが渇かわくんだけどな……何か飲むか？」

「いえ、紅こう茶ちやを持ってきたので大だい丈じよう夫ぶです！」

　ナギはまだ見ぬチョコ・パフェ・サンドに期待を膨ふくらませながら、美味しそうにパンを食べている。それを横目に神名も自分の分を取り出した。

　いつの間にか、青い空に雲が一つだけフワフワ浮いている。

　風は穏おだやか。パンも美う味まい。

　はぐはぐ──。

「──って、こんなことをしている場合じゃないんですよ！」

　口をもごもごさせながら叫さけぶナギに、神名は冷ややかな視し線せんを送った。

「しっかりチョコ・パフェ・サンドは食ってるじゃないか」

「こ、これは美味しいから良いのです！」

　ナギはチョコ・パフェ・サンドを食べ終えて臨りん戦せん態たい勢せいに入った。

　これ以上は何を言っても無む駄だなようなので、仕方なく神名も立ち上がる。しかしナギと向き合っても構かまえはしない。

「ここでやるのか？　学校の屋上だぞ？」

「入口にはカギをかけていますから大丈夫です」

　そう言うとナギはその場で手のひらをかざした。

　彼女の手が微かすかに光ったかと思うと、そこに大きな白い卵たまごのようなものが現あらわれる。まるで手品のようだが原理はわからない。

「出たな、スコップ」

『スコップじゃない！　鎌かま！　鎌だから！』

　ナギの手の上でベルが叫ぶ。だが、神名にとってはベルがスコップになったところしか見たことがないので仕方がない。

　それはベルも分かっていて、視線（といっても目はない）をナギに向けた。

『……今日はしっかり頼たのむぞ、ナギ』

「はい、頑がん張ばります！」

　とりあえず彼女の意気込ごみだけは認みとめられた。

　ナギはベルへ意い識しきを送る。

「今回はちゃんと鎌にしてみせますからね……」

　彼女の手から光が溢あふれる。

　今日こそはと思ったのか、はたまたパンでお腹が少し膨ふくれたからか、ナギは気合たっぷりでそう言った。

　ベルを包む光が弾はじけ、その姿すがたが露あらわになる。だが、光が姿を変えた形けい状じようはどうも鎌ではなかった。やはりスコップ──いや、形そのものは似にているが、それはどちらかというと庭でなくて食しよく卓たくで見るものだった。

　その姿の正体は──

「……スプーンだな」

　見事な巨きよ大だいスプーン。

『……スコップのほうが良かったなぁ……』

　自分の姿にベルはちょっと泣きそうだ。

「あれー？　変だなぁ、完かん璧ぺきだったと思ったのに……」

　ナギは自分で変形させたベルを見ながら呟つぶやいた。

『私の形状はお前のイメージとそれを具ぐ現げん化させる力で決まる。イメージがあやふやだったり、力の配分を間ま違ちがえたりすると、その分だけ私の形状は異ことなってくるのだ……』

　形はどう見てもスプーン。先せん端たんの部分はスコップとほとんど差がない。ただ、柄えの部分のデザインが凝こっているところをみると、どうやら食べる用のスプーンではなく、かき混まぜる用のティースプーンのようだ。

『また武ぶ器きですらない……ぐすっ』

「……待っててやるから、もう一回やってみるか？」

　なんだかベルが哀あわれに思えて神名がそう提てい案あんした。だが、

「まぁ、時間ももったいないですから、このままでいいです」

『えっ!?　このまま!?』

「行きますよ、天倉さん！」

　ベルの言葉も無視してナギがスプーンを手に突つっ込んでくる。

　それに対して神名はようやく構えた。ナギの動きを見ながらまずは様子を探さぐる。

「はっ！」

　ナギの鋭するどい突き。神名は当たる寸すん前ぜんで軸じくをずらして回かい避ひする。昨日もそうだったが、意外に彼女の攻こう撃げきは正せい確かくだ。正直、かわすのが精せい一いつ杯ぱい。

（だが、冷静に動きを読んでいれば不ふ可か能のうじゃない）

　正確ゆえに予よ測そくも容易たやすい。

　神名は落ち着いてナギの攻撃を次々にかわしていく。

「どうやらスプーンでの戦い方に慣なれていないようだな！」

「あ、当たり前です──っ！」

『そんな戦い方に慣れているヤツって、どんなヤツだよ……』

「いや、いるかもしれないじゃん」

　少し間合いをとった神名が余よ裕ゆうの表ひよう情じようでそう言った。

　するとナギが「むぅ」と神名を睨にらむ。

「そんな暢のん気きなことを言っていられるのも今のうちですからね！」

　もう一度スプーンを構えなおし、ナギが再ふたたびこちらに向かってきた。

　油ゆ断だんしたつもりはない。だが、次の攻撃は先ほどまでよりさらに速くなっていた。一いつ瞬しゆんで間合いの内側に入ってきたナギは神名に向けてベルを振ふるう。横よこ薙なぎ、振り下ろしの連続攻撃を神名はバックステップで回避する。

「くっ！」

「そこです！」

　後ろに下がった神名の隙すきをつき、ナギのスプーンがまっすぐこちらに突き出された。動いたばかりの神名は逃にげられず、拳こぶしでベルを払はらい落とす。

「っ!?」

　なぜか途と端たんに悪お寒かんが走った。身体からだへのダメージはない。だが、ベルに触ふれた瞬間に心が激はげしく揺ゆれた。

「なっ？」

　その動どう揺ようを抑おさえ、神名はひとまずナギと間合いを取った。胸むねを押おさえて不思議な感覚に困こん惑わくしながら、原げん因いんであるはずのベルとナギを睨む。

「何なんだ、それ……」

「ふふ、どうですか？　これがこのスプーンに備そなわった能力です」

「……能力？」

「そう、このスプーンには特とく殊しゆな能力があります。砂さ糖とうやクリームをかき混ぜるように、このスプーンは天倉さんの《心をかき混ぜる》ことができるのです！」

『おぉー、すごい！』

　と、ベルが言った……ベルが。

「……その能力を知っていてスプーンにしたのか？」

「いえ、今、知りました」

『偶ぐう然ぜんだ』

「やっぱり……」

「変化させた後に、能力がわかるんですよね……こう、心に響ひびく感じで……」

　とはいえ、この《心をかき混ぜる》能力はかなり危き険けんだ。集中力や冷静な判はん断だん力が強きよう制せい的に拡かく散さんさせられる。落ち着いて彼女の攻撃を見み極きわめられないとなると、回避すらままならなくなる。

（触さわるのもダメとなると、ガードもできないな……）

「さぁ、天倉さん！　大人しくここで死んじゃってください！」

「ふざけるな！」

　俄が然ぜん、優ゆう位いに立ったナギは巨きよ大だいスプーンを手に向かってきた。

　振り下ろしと突き。それが神名にかわされると、さらに彼を追撃する。

（こっちは避よけるだけっていうのが辛つらいな！）

　神名はナギの攻撃にもベルにも当たらないように間合いを取り続ける。

「そこまでです！」

　ガツッと神名の背せに屋上の柵さくが当たった。

「ちっ!?」

　いつの間にか神名は屋上の端はしに追い詰つめられていた。

　ナギが追撃のためにベルを横に構かまえる。ここで横振りされると逃にげ場がない。

「はあっ！」

「だったら！」

　神名は思いきり上に飛んだ。その瞬間、足の下、数センチをベルが空振りする。神名はそのまま後ろに飛び、柵の上に着地した。今いま更さらだが恐おそろしいまでの運動神しん経けいだ。彼はバランスを取りつつ、柵の上を走って逃げる。

「逃がしません！」

　柵の上にいる神名に向けてナギがベルで突く。

「あぶね！」

　突きをかわし、横にベルが振られればジャンプで避ける。

　巧たくみな回避行動だったが、柵の上という不安定な場所ではそれも長くは続かなかった。横振りの攻撃を三回かわしたとき、神名は着地後のバランスを崩くずした。

「なっ!?」

「っ!?」

　神名の身体が柵の外へと倒たおれる。

　ここは四階建ての屋上だ。地面に落下すれば間ま違ちがいなく助からない。

「天倉さん!?」

　そのときにはすでに、神名の身体からだは柵の向こう側へ行ってしまっていた。いくら運動神経の良い神名でも、重力の呪じゆ縛ばくからは逃のがれられない。

（や、やばいっ!?）

　身体が頭から真っ逆さかさまに落ちていく。

　そのとき、ナギの手が自分に伸のびた。

「天倉さん！」

「え？」

　神名は思わず目が点になる。その目の前に現あらわれたのは美しい白い翼つばさ。二枚まいの羽が彼女を包み込むかのように広がっていた。迷まよっている暇ひまはなく、神名は彼女の手を掴つかんだ。翼を持つナギはそのまま神名を屋上まで連れ戻もどした。

「……た、助かった……」

　神名はその場に座すわり込み、冷や汗あせを拭ぬぐう。

「あ、危あぶないじゃないですか！　落ちて死んだらどうするんです!?」

「わ、悪い……って、なんだそりゃ!?　お前が俺おれを殺そうとしてるんじゃないか！」

　さっきまでとは明らかに矛む盾じゆんした行動を取ったナギに、神名が眉まゆをひそめながら問う。あのままナギが手を差し出さなかったら自分は死んでいたはずだ。

　ナギは焦あせった顔で神名の質しつ問もんに答えた。

「普ふ通つうに死んでしまったら意味がないんですよ！　《ソウル・イレギュラー》は死神の鎌かまに魂たましいを回かい収しゆうされることで、初めて輪りん廻ねに戻れるんですから！」

「……そ、そうなのか」

「そうなんですよ！　あぁ、もう、びっくりさせないでくださいよー。ここで神名さんに普通に死なれでもしたら、私はチョコ・パフェ確かく定ていなんですよ？」

「あ、ああ……」

　とりあえず頷うなずく神名。するとナギも安あん堵どの息をつきながら屋上にペタッと座り込んだ。

「……それより、何なんだそれ……」

　神名は彼女の背に突とつ然ぜん生えた白い翼に目を向けた。

「え？　羽ですよー」

　ナギはさも当然のようににっこり笑い、こちらに向かって羽をパタパタと動かして見せた。小さく羽ばたく翼。その翼が生む小さな風がナギの長い髪かみをさらりと揺ゆらす。その姿すがたはなんとも幻げん想そう的で、神名は思わず言葉を失った……。

　が、

「うっ！」

「？　お、おい、どうした!?」
















「うぅ……羽を寝ね違ちがえていたのを忘わすれていました……」

「寝違えるんだ、それ……」

　なんだか一いつ瞬しゆんで幻想的な感じが吹ふき飛んだ。

　そういえば昨日、彼女が突然、学校の三階に現れたのはこういう理由だったのかと今ごろ納なつ得とくする。

　人間には一生わからないだろう、羽を寝違えた痛いたみに唸うなる死神。だがベルが言葉を話していることを除のぞけば、普ふ段だんのナギは見た目、普通の少女だ。

「……なぁ、ちょっと聞いていいか？」

「はい、なんですか？」

「お前って……何なんだ？」

　神名が真しん剣けんな顔でそう言ったので、ナギは彼の今いま更さらな質問に首をかしげる。

「何って、死神ですよ。さっき自分でもそう言ったじゃないですか」

「いや、だって羽とかあるし……」

「それは天使ですから……」

「天使？　死神だろ？」

「どちらでもあるんですよ。《死神》というのは天使のことですから」

「は？　そうなのか？」

『まぁ、正確にいうと天使の中にある役やく割わりの一つだな。天使の中にもいろいろあるんだ。恋れん愛あいや平和を担たん当とうする者もいれば、魂の輪廻や生死を管かん轄かつとする者もいる……』

「こいつみたいに？」

　ひょいと神名がナギを指差す。

『そうだ。そしてその担当を任まかされた天使たちは、総そう称しようして《死神》と呼よばれる』

　ナギの言葉をベルが補ほ足そくする。

　つまり彼女は天使であり、死神というわけだ。

　神名はこの二つが相あい容いれない存そん在ざいだと思っていたので、少なからず衝しよう撃げきを受けた。そもそも彼の中のイメージでは天使と死神は似にても似つかない。

「んー、なるほど……」

「死神になるのって難むずかしいんですよ？　役割上、失敗は許ゆるされませんし……」

　それはそうだろうなぁと神名は納得している。なんといっても失敗したら彼女はチョコ・パフェにされるのだ。

　どうしてチョコ・パフェなのかは、よくわからないが……。

　なんとも不思議な話だと神名は思う。だが自分を殺しにやってきた彼女と昼食を一いつ緒しよに食べ、今こうして話している自分自身もかなり不ふ可か思し議ぎだ。

「なんか大変だな、お前も……」

「そうなんです。なので早めに死んでくださいね？」

「それは断ことわる」

「むー、じゃあ、とりあえず次は天倉さんの番ですよ？」

「何が？」

「私のことだけ聞いておいて、天倉さんのことは教えてくれないんですか？」

「……ああ、面めん倒どうだからな。どうしても聞きたいなら話してもいいが、情じよう報ほう料は高いぞ」

「お金取るんですか!?　だったら良いです！」

　そう言って無一文のナギは立ちあがると、すっと黒い財さい布ふを取り出して見せた。もちろん彼女のものではない。神名の財布だ。

「なっ!?　いつの間に!?」

「さっき、戦っているときに神名さんのポケットから落ちたんですよー」

「こ、こら！　返せ！」

「嫌いやです」

　財布を取り返そうとする神名に、ナギはそれを持ったまま空へ逃にげた。とりあえずナギが財布を開くと、何枚まいかの紙し幣へいと小こ銭ぜに──それと数枚の写真が入っていた。神名と祐司が幼おさない頃ころの写真もある。

「小川くんとは長い付き合いなんですね……」

「ぐ……まぁな」

　神名は空のナギを見上げながら相づちを打つだけだ。

　予想はしていたのでナギも気にはしない。それよりも写真を見るのがなんだか楽しい。幼い顔をした神名は、今と違ちがってとても素す直なおそうな少年に見えて、それが面おも白しろい。何枚か見ているうちにまた祐司と写うつっている写真があった。だが今度は二人だけではなく、彼らの真ん中には一人の少女が立っていた。

「これは誰だれですか？」

「ん？」

　神名と祐司は十二歳さい頃か。真ん中の少女は彼らより年上のようで、見たところ十六、七といった感じだ。少女は二人の手を取って楽しそうに微笑ほほえんでいた。

　ナギの指差した少女に、神名は一いつ瞬しゆんだけ眉まゆをひそめる。だが、すぐにいつもの表情に戻もどって一言だけ言った。

「祐司の姉さんだ」

「そうなんですか。小川くんにはお姉さんがいるんですねー」

「ああ。俺たちより五つ年上なんだけどな」

「……意外に話しますね？」

「俺のことじゃないからな……」

　ナギはなるほど、と納なつ得とくして写真に目を戻もどす。不思議とこの写真を見ていると笑え顔がおになれる。写っている三人がとても幸せそうだからだろうか……。

　すると、ちょうど昼休みの終わりを告げる鐘かねの音が聞こえてきた。

「あぁっ!?　昼休みが終わっちゃったじゃないですか!?」

「お前が俺の財布を取ったりするからだろ？」

「そ、そもそも天倉さんがあんなところから落ちたりしなければですね──」

「落としたのもお前だし」

「う……」

　神名の言葉に反はん論ろんできず、ナギはとりあえずベルを振ふり上げようとする。

　だがそのとき、鐘の音に目を覚ましたのか、気き絶ぜつしていた祐司がゆっくりと起き上がった。

「……あれ？　僕ぼくはここで何をしていたんだっけ？」

　それを見たナギは慌あわてて翼つばさとベルを隠かくし、屋上へ下り立った。

「あ、起きたのか祐司」

「やぁ、神名……僕はここで昼ご飯を食べようとしていたはずなんだけれど……」

　そう言った祐司は辺りをきょろきょろと見回す。そしてすぐにナギの存在に気がついた。

「なるほど。僕が気を失っている間に、二人で親交を深め合っていたんだね？」

　祐司は自分が気を失っていたこと自体は疑ぎ問もんに思わず、にこやかに笑いながら目の前にいた二人に視し線せんを向けた。

「いや、親交どころか、俺たちの間には決定的な溝みぞがあるんだが……」

　殺す者と殺される者──ナギは死神である。

　だが、祐司がそんなことを知るはずもなく、

「本当はそんなのないくせに。風流さんが持っているのは姉さんの写真でしょ？」

　ナギが財布から取り出した写真を見て、祐司は微笑んだ。

「あの頃の神名はとっても素直な少年でね……姉さんの誕たん生じよう日びにプレゼントを買おうとしたけど、お金が足りなくて泣いちゃうぐらいで──」

「うわっ！　お、おい、その話はやめろ！」

　神名はその言葉に顔を真っ赤にして、祐司の口を塞ふさごうとする。

「へぇ、そうなんですかー」

　意外な一面を知った、とナギが細く笑う。

「もっとお金があればいいもの買ってあげられたのに……とかってさー」

　祐司は神名の手を振り払はらい、ナギに教える。

「あ、もしかして天倉さんがお金に執しゆう着ちやくするのって、それが理由なんですか？」

　なんとも可愛かわいらしい理由だ。

「そ、そんなわけないだろ！」

「ホワイトデーのときも同じこと言ってたよね、確たしか。バレンタインデーのお返しができないとかって」

「…………」

「まぁ、あの頃の僕らのお小こ遣づかいって百円とか二百円だったもんねー」

　それを見たナギはクスッと笑い、

「天倉さん、そのお姉さんのことが好きなんですか？」

「う、うるさい！」

　ダダをこねる子こ供どものように、神名は「もう知らん」と視線を逸そらした。その仕草がなんだか可お笑かしくて、ナギは声に出して笑ってしまった。

　祐司もどこかニヤニヤしていたが、ところで、と話を変える。

「……神名、昼ご飯は？」

「あ？　もう食べたぞ」

「そうか……残念だなぁ、今日は風流さんの手作り弁べん当とうだったんでしょう？」

「なんでそうなる!?」

「朝だってそうだったくせに……」

「なっ!?　なんで知ってるんだ!?」

「あ、やっぱりそうなんだ。ふーん」

「ぐっ……」

　つい自分から口を滑すべらせてしまったことに気付き、神名は一歩さがった。祐司と話しているといつもこうなる。

「よし、じゃあ、今夜は神名の家に行こう！　夕食を食べに！」

「お、おい！　お前が決めるなよ！」

「いいから、いいから。さぁ、早く行かないと授じゆ業ぎように遅おくれるよー」

　神名の制せい止しも聞かず、祐司はまだ食べていなかったパンの袋ふくろを開けつつ歩き出した。彼の言う通り、もうすぐ授業が始まる。

　するとナギも仕方なそうに溜ため息いきをついた。

「はぁ……そうですね、教室に戻もどりましょう」

「え？　授業に出るのか？」

　このまま夕方まで戦い続けると思っていた神名は、驚おどろきの表ひよう情じようでナギにそう聞いた。

「天倉さん、授業はサボっちゃいけないんですよ？」

「いや、確かにそうなんだが……」

　死神にそんなことを言われても、いまいち説得力に欠けるような……。

「では、続きは放課後ですからね」

「まだやるのか……」

「当然ですよ。あ、次は理科室に移い動どうですから、早くしたほうがいいですよー」

　そう言ってナギは教室へと戻っていく。

　結局、昼休みは体力を消しよう耗もうしただけ。なんとも落ち着かない学校生活の始まりに、神名は一いち抹まつの不安を覚えながら静かに溜息をついた……。




　　　　〇




「いただきます」

「はい……どうぞ」

　夜の天倉家。

　食しよく卓たくにはナギの作った美お味いしそうな料理が並ならんでいる。

「しかし、本当にお前の料理は美う味まいな」

　神名はもくもくと箸はしを持つ手を動かしている。

「……料理を褒ほめてくれるのは嬉うれしいんですけど……」

　その日の放課後は神名の逃にげの一手で終わった。

　彼は授業が終わった瞬しゆん間かん、「俺はバイトがあるから」の一言で掃そう除じ当番を他人に押おし付け、学校を後にしてしまったのだ。

　もちろんナギは神名を追おうとしたが、サラに引き止められたので無理だった……。

　そして掃除をやり終え、いざ神名を殺しに！　と走り出したのだが……よく考えるとナギは神名のバイト先を知らされていなかったのだった……。

「うぅ……天倉さんに会うこともできないなんて……」

「ふっ、情じよう報ほう収しゆう集しゆうを怠おこたるからだ。戦場では一番最初に死ぬぞ、お前」

「じゃあ、バイト先を教えてくださいよっ」

「一万で手を打とう」

　そう言うと神名は「ふっ」と笑い飛ばす。

「うぅ……私が一文無しだって知ってるくせに……」

　彼の言葉にナギはどこかいじけたように細々と食事を再さい開かいした。

「まぁ、それはそれで良いとして──」

　神名は箸を持つ手を止め、きょろきょろと辺りを見回した。

　彼とナギ、そしてもう一人この食卓についていた者がいる。

　その姿すがたを捜さがして──神名はテーブルの下を見た。

「……なんでこいつは倒たおれてるんだ？」

　テーブルの下。

　そこに祐司が白しろ眼めをむいて気き絶ぜつしていた……。

「さぁ？　どうしてでしょうね？」

　神名と同じようにテーブルの下を覗のぞくナギも、きょとんとしながら祐司を見る。

　理由の解わからない二人が首をかしげていると、反対側に座すわらされているベルが料理を見ながら小さく呟つぶやいた。

『そりゃあ、こんなマズイもの食わされれば気絶するだろう』

「何いぃ、マズイ!?　こんな美味いもの他にはないぞ!?」

　神名の指差す料理は見た目、とても美お味いしそうな和食料理。

「そうです！　私、ちゃんと味見しながら作ったんですよ!?　マズイわけないじゃないですか！」

『だから、お前ら二人とも味オンチなんだよ！　こんな異い次じ元げん物体、食べられるか！』

　そう、ナギの料理は見た目、とても美味しそうな料理なのだが、その実体は食すだけで人体破は壊かいを生じさせる悪あく魔まの料理だった……。

「い、異次元物体って……この味み噌そ汁しるなんて特に美味しいですよ？　このなんとも言えない舌した触ざわりと、脳のうにまで浸しん透とうするような香かおりが──」

『謎なぞのヌルヌル感と、精せい神しんが汚お染せんされるような異い臭しゆうの間ま違ちがいだろ！　何を入れたんだ？』

「ドリアンです」

『馬鹿か、お前は！　味噌汁に南国フルーツを入れるヤツが何ど処こにいる!?』

　しかもドリアン。果物の王様。

「ここにいるじゃないか。美味いって、絶対！」

「そうです！　美味しいです！」

　断だん固ことして言い張はる二人に、ベルも負けじと訴うつたえる。

『いーや、マズイって！　現げんに見ろ！　こいつ、白眼をむいて倒れてるじゃないか！』

　異次元物体を食べた祐司は、残念ながら一口目ですでにこの世界から一時的に離り脱だつしてしまっていた……。

　そんな彼を見て、

「祐司にはちょっと早かったようだな……」

「大人の味というやつです。誰にでもいつか、きっとわかるときが来ます」

『来ねーよ！』

「じゃ、何か？　お前は朝のオムレツもマズイと？」

『人間の食べ物ではないな。というか、生物の食べ物ですらない』

「そんな!?　ベルちゃんだって美味しいって言ってたじゃないですか！」

『私は「おお!?　すごいな！」としか言ってないだろ!?』

　ベルの言葉に納なつ得とくいかない神名はひょいとベルを持ち上げた。

「──ベル、お前は何もわかってないな。ほら、ちょっとダイレクトに味わってみろ」

　そう言ってキッチンへ向かう。

　ナベの蓋ふたは開いていた。

『なっ!?　私を味噌汁に浸つける気か!?　おいっ、こら──やめろ──っ！』

「そもそも誰かに持ってもらうとかいう謎の間かん接せつ的な味わい方では、この至し高こうの味は理り解かいできんのだよ」

「そうですよね。ベルちゃんも直じかに味わってみるべきです」

『いや、だからこんな異次元物ぶつ質しつは──ぎゃああああ──っ！』

　ぽちゃん。

　どこか妙みようにギラギラした眼がん光こうを見せる二人を見上げながら、ベルは熱く煮えたぎるドリアン味噌汁の中に沈しずんでいった……。

　そのまま少し待ってみるが、ベルの反はん応のうはない。

「……何も言わないな」

「そうですね」

「……まぁ、いい。放っておこう。お前の料理が冷めるのは嫌いやだし、さっさと食おうぜ」

「あ、はい」

　二人は祐司とベルをそのままにしてテーブルに座り直した。

　神名は再ふたたび箸はしを手に取るとパクパク食べ始める。朝もそうだったが、彼は料理を作ったナギが気持ち良いぐらいに美味しそうに食べる。

「天倉さん、食後にチョコレート・パフェはいかがですか？」

「ん？　そうだな……たまには食後のデザートも悪くないよなー」

「はい！　では、二人分用意しますね！」

　ナギは嬉うれしそうに立ち上がるとキッチンへ向かう。彼女はこの家の食器の場所はすでに把は握あくしているようで、チョコ・パフェを入れるためのグラスを取り出して作り始めた。

　食後のデザートなんて豪ごう華かだよなぁ、と考えつつ、神名は料理を口に運ぶ。

　そんなこんなで、彼らの二日目の夜は静かに過すぎていった……。







　報ほう告こく書しよ・３　はっきり言って重じゆう罪ざいです







　白い箱と黒い箱。

　差し出された二つの箱は鎖くさりで厳げん重じゆうに封ふう印いんされていた。

「それを運ぶんですか？」

　ナギが初めて死神となった日、彼女は思ってもみなかった任にん務むにそう聞き返した。

　周りは床ゆかと壁かべ、天てん井じようとの境さかいが曖あい昧まいな白い部屋。

「そうだ。……確たしかに《死神》である君の仕事ではないように思えるが、この箱の中身はとても重要なものなのだ。確かく実じつに頼たのむ……」

　そう告げられ、ナギは戸と惑まどいながらも二つの箱に手を伸のばした。

　箱の上には取っ手があり、それを掴つかんで受け取る。思ったより軽い。

「輸ゆ送そう先は第七重要保ほ管かん区だ……今回の任務は機き密みつゆえ、詳しよう細さいは話せない。箱の中身についても同様にな。……頼んだぞ」

　ほとんど一方的だったが、任務とはこういうものだろう。彼女は自分に与あたえられた仕事を成し遂とげるべく部屋を出た。

　ナギは歩きながら二つの箱を見る。鎖で封印されているところを見ると、これらは封印指定を受けた危き険けんなものということだ。

「……どうして……私がこんな重要な任務を……？」

　今日はナギにとって《死神》の初日だ。それにもかかわらず、封印指定を受けるような物を、死神になったばかりの自分に運ばせるのはどこか変だとしか思えない。

　しかも、

「私、まだ鎌かまも持ってないのになぁ……」

　そう、彼女はまだ死神の象しよう徴ちようたる《鎌》を授じゆ与よされていなかった。

　予定では今日《鎌》をもらい、正式に死神となるはずだったのだが……。

　とにかく今回の任務について書類が送られてきたことは確たしかで、たった今、直接任務の説明も受けた。承しよう諾だくの姿し勢せいを見せた自分としてもやらないわけにはいかない。

　まぁ、どうにかなるだろうとナギは軽い気持ちで足を進めた。

　部屋の出口を踏ふみ越こえると、その先は光。眩まぶしくはない。白い光は徐じよ々じよに青みがかっていき、彼女の視し界かいが開けると、そこにすべてを包みこむような青い空間が見えた。床の感かん触しよくはすでになく、落ちそうになる前にナギは翼つばさを広げた。

　二つの箱を手にした彼女の身体からだはふわりと宙ちゆうに舞まい、目指す場所へと翼を羽ばたかせる。

「今日もいい天気ですねー」

　誰だれにともなく、にっこり笑ってナギはそう呟つぶやいた。

　そこは天使と死神が住まう空間。上は青、周りも青。果てしない空のような空間が広がっているこの場所は、いつも快かい晴せいだ。

　ナギの眼下にも青い空間が広がっている。だがこちらは空のように見えるだけの結界だ。その結界を越えると本物の空──地上へと繋つながっている。

　指定された保管区は遠かったが、ナギの表ひよう情じように疲つかれはない。むしろ楽しんでいるようにも見えた。

「……あともう少しですね」

　ラストスパートをかけるようにナギは飛んだ。

　天使の翼は羽ばたかずとも、それだけで浮ふ力りよくを生む。ゆえに落ちることは絶ぜつ対たいにない。同時に彼らの羽は推すい進しん力りよくも生みだし、自じ在ざいに空を翔かけることができる。

　翼を羽ばたかせるとさらに加速できるため、ナギは大きく翼で空を薙ないだ。目的地はもうすぐだ。

　やはり普ふ通つうの輸送任務だったとナギは安心した。運ぶ目的地や、運ぶ物についての疑ぎ問もんはあったが、どうにか自分の最初の任務は無事に終わりそう──そう思ったとき、

　シュン──

「？」

　と、何かが自分の横をすれ違ちがった。空は微かすかにオレンジ色へと姿すがたを変えつつあったが、辺りはまだ明るい。すれ違ったのに見えなかったのは、それがとても小さかったからだ。

「何？」

　シュン！

　と、またナギの横を小さな何かが通り過すぎる。その正体を確かめようとするが、目で捉とらえることができない。戸惑うナギだが、とにかく今は任務達成を一番に考えるべきだと、彼女はそれを無視して翼を羽ばたかせた。

　しかしパリンッと甲かん高だかい、金きん属ぞくが割われるような音がして「ガタッ！　ピューン」と何かが開き、何かが落ちていく音がした……。

「──なっ!?」

　その音に気付いたナギは慌あわてて自分の腕うでを見た。持っていた二つの箱から鎖が切り離はなされ、蓋が開いていた。封印が解とかれている。中身は……空っぽ。

「お、落ちた!?」

　任務失敗!?　顔面蒼そう白はくになりながら、ナギはすぐさま辺りを見回した。すると自分のすぐ真下で、白い何かが落ちていくのが見えた。

（今ならまだ間に合う！）

　そう思ったナギは落下物に向けて急降こう下か。落下物との距きよ離りはぐんぐん縮ちぢんでいくが、あまりのスピードに、空気に触ふれる目が痛いたくなる。だがナギはそれに堪たえて手を伸ばし、なんとか落下物を掴つかんだ。

「捕つかまえた！」

　身を翻ひるがえして急停止。落下物を片かた手てに、ナギはもう一つ落下していったはずのものを探さがした。手にしていたものは同時に落ちたので、近くにあるはずなのだが……。辺りをキョロキョロ見回しても何もない。

　このまま落ちた中身が見つからないと、任務は完全に失敗だ。せっかく晴れて死神になれたのに──いや、それよりも任務失敗はマズイ。死神の任務に失敗は許ゆるされないと教わっている。

「あぁ！　どうしよう!?」

『どうしようもないな』

　独ひとり言ごとを叫さけんでいたナギに突とつ如じよとして言葉が返ってきた。

「っ!?　だ、誰？」

　先ほども周りを見たが、自分以外は誰もいない。

『ここだ。お前が手に持っているだろう？』

　そう言われて初めてナギは自分が運んでいたものを見た。

　白い卵たまご──丸く、底に黄色い輪の付いた卵のような物体を自分は持っていた。

「あ、あなたが喋しやべっているんですか？」

『そうだ。私の名は《ベル・フィナル》……。お前、死神か？』

　驚おどろくナギを尻しり目めに、謎なぞの白い卵のような物体はナギに話し掛かけてきた。その卵を不思議に思いつつも、ナギはその問いに素す直なおに答えた。

「は、はい、そうです……けど……」

『そのわりには鎌かまを持っていないようだが？』

　その質しつ問もんにナギは困こまった表ひよう情じようを浮うかべる。《鎌》は死神にとって力の触しよく媒ばいであり、増ぞう幅ふく器だ。免めん許きよ証しようのような役やく割わりも持ち、基き本ほん的に《鎌》を持っていない死神というのは存そん在ざいしないのだが……。

　彼女はおどおどしながら口を開いた。

「今日、鎌を受け取って、正式に死神になるはずだったんですけど……なぜか、ここにいます……」
















　状じよう況きようが掴めず、肩かたを落としながらそう呟つぶやいたナギに、《ベル・フィナル》と名乗った卵のような物体は「あはは」と笑った。

『変なヤツだな。死神のくせに鎌も持っていないなんて』

「うっ……それはお互たがい様です。喋る卵なんて聞いたこともないですよ？」

　むぅ、と頬ほおを膨ふくらませてナギが抗こう議ぎすると、手の上の白い卵は彼女の言葉を否ひ定ていした。

『卵じゃないんだが……いいだろう。面おも白しろそうだし、私を使ってみる気はないか？』

「はい？」

『鎌を持っていないんだろう？　最初に言っておくが、私は通つう常じよう階級の死神が所持できる鎌ではない。死神として半人前のお前を、すぐにでもトップクラスの死神にしてやるぞ』

　通常階級の死神が所持できない鎌──死神の中にもいくつかランクのようなものが存在している。例えば死神をまとめる死天使長もその一つだ。そんな彼らは特別な鎌を手にしているという……。

　だがその前に、

「あなた、鎌だったんですか!?」

　驚きよう愕がくした表情でナギは白い卵を見つめた。

　鎌は鎌であって……白くて丸い、卵のような物体じゃない──少なくともナギはそう思っていた。というより──死神の鎌は喋らないのだ。

　だが、ベルはさも当然のように頷うなずく。

『その通りだ。ところで、お前の名前は？』

「ええっと、私の名前はナギです──と、その前に契けい約やくとかはどうなっているんです？　私、鎌と契約したことなんてないから、よく分からないんですけど……」

『触ふれたら終わり』

　とっても簡かん単たんだ。

「じゃあ最初から私に拒きよ否ひ権けんないじゃないですか!?」

『まぁ、そうだな。だが普ふ通つう、鎌を持っていない死神なんていないから、間ま違ちがっても触さわって契約しちゃいましたーなんていうことはないぞ』

「う……どうせ私は鎌を持っていませんよ」

『まぁ、そう言うな。よろしく頼たのむぞ、ナギ』

　改まってベルがそう言うので、仕方なくナギも納なつ得とくした。それによく考えれば悪い話ではない。自分が鎌を持っていなかったのは事実だし。

「……はい。よろしくお願いします」

『ああ。とりあえず私の封ふう印いんが解とかれたのが気になるな。まさかお前がやったわけではあるまい？』

「当たり前ですよ。私はただ運んでいただけです」

　箱は強力な力で封印されていた。それを解けるのは同じかそれ以上の力を持った者のみ。力の増幅装そう置ちでもある鎌を持たないナギには封印など解けるはずもなかった。

　彼女はベルに今日の出来事をありのままに話した。

『なるほど……では、今はもう一人の私を探さがしに行くのが先決だな』

「もう一人の私って……落ちていったもう一つの箱の中身ですか？」

『そうだ。その落ちていった箱の中身は《エカルラート》という。私は二本で一対ついの鎌でな……私は《魂たましい》、《エカルラート》は《器うつわ》を司つかさどる』

「じゃあ、二本ともないと力が発はつ揮きできないんですか？」

『本来の力はな。だが、私だけでもお前が今日授さずかるはずだった普通の鎌より断だん然ぜん強い力が発揮できるぞ。とはいえ、お前の任にん務むが私たちの輸ゆ送そうだったことを考えると「《エカルラート》を落っことしましたぁ～」なんて言ったら……』

　その先を想そう像ぞうしてナギは表情を歪ゆがめた。

「うっ……やっぱり降こう格かくとか……」

『さぁ、どうだろうな……。とにかく地上に降おりろ。《エカルラート》が人間の頭に直ちよく撃げきでもしていたら洒落しやれにならんぞ』

　ナギは考える──それは間違いなく死ぬ。

「そ、そうですね！　そんなことになったら大変です……」

『うむ。急げ』

　言われるまでもなく、すぐにナギは向かった。

　結界を越こえると、地上はすでに日が落ち、空には星が輝かがやいている。ナギは星を見上げる暇ひまもなく、逆ぎやくに下へと急いだ。

　だが、結局、その先に待っていたのは《エカルラート》に直撃されて死にかけている神名の姿すがただったのだ……。




　　　　〇




「それであなたは、その彼を治ち療りようして、《エカルラート》の行方ゆくえもわからず、ここへ戻もどってきた、と……」

　天界に戻ったナギは、報ほう告こく書の内容についてさっそく上司から呼よび出された。

　その名は死天使長──すべての死神を統とう括かつする、死神の中の最高責せき任にん者であり、現げん行こう最強の死神として恐おそれられている存そん在ざいだ。

　胸むねまである横よこ髪がみに対してショートボブにカットされた後ろ髪。死天使長の象しよう徴ちようともいえる真しん紅くのラインに縁ふち取どりされた漆しつ黒こくの服──

「そういうことね？　ナギ……」

　名前を呼ばれ、その人物と視し線せんが合う。瞳ひとみは空を連想させるような透すき通ったブルー。まるで彫ちよう刻こくのような美しさを持ち、死天使長の制せい服ふくに身を包んでいたのは女じよ性せいだった。

「は、はい……」

　ナギはゆっくりと死天使長の方を向く。

　彼女の名はイリス──見た目は二は十た歳ち前後の彼女は、歴史をひもといても異い例れいとしか言いようのないスピードで死天使長に昇しよう格かくした死神だ。常つねに冷静な判はん断だん力と圧あつ倒とう的な戦せん闘とう技ぎ術じゆつで多くのソウル・イレギュラーを正せい常じような輪りん廻ねに戻し、その功こう績せきが認みとめられて今の地位に就ついたエリート中のエリートだった。

　その彼女が、ナギに向かって微笑ほほえむ。

「ということは……任務失敗ね？」

「も、申しわけありません……」

　まさか微笑みかけられるとは思っていなかったので、ナギは戸と惑まどいながらイリスの言葉に頷うなずいた。

「報告によると、封印していた輸送中の箱が突とつ然ぜん開いたそうね……」

　恐る恐るといった感じのナギを見て、イリスはもう一度、報告書に目を落とす。

「《エカルラート》は落下に伴ともない行方不明。もう一方の《ベル・フィナル》は──」

『ここだぞ、イリス』

　どこからともなくベルがひょっこり姿を現あらわした。

　それを見たイリスは笑えみだけは崩くずさず、

「──とりあえず報告書の件けんだけど……」

『おい、無視か！』

「あなたは黙だまってなさい。まったく、こちらの承しよう認にんもなしで勝手に彼女と契けい約やくしてしまうなんて……」

「あ、あのー」

　なにやら言い合い始めた鎌かまと死天使長に挟はさまれているナギは、小さく手を挙あげて発言権を求めた。すると二人（片かた方ほうは正せい確かくにいうと一個こだが）は話をやめてナギを促うながした。

「何かしら？」

「私……ベルちゃんと気がついたら契約していたみたいで……」

《ベル・フィナル》──は長いので、ナギはちゃん付けで呼ぶことにした。

「ええ、そのようね……ナギ、あなたはこの鎌のことを聞いているのかしら？」

「通常階級の死神が所持できない鎌だと……ベルちゃんからは聞いていますけど……」

　ナギがそう告げると、イリスは少し迷まよってから口を開いた。

「ええ……この《ベル・フィナル》と《エカルラート》は二本で一対の鎌──聞いたことがあるかしら？　かつて……神に最も近い、最強と言われた死天使長・ディスの所持していた鎌よ……」

「ヴァ、《ヴァールリーベ》ですか!?」

　イリスの言葉よりも早く、ナギはその名を口にした。

「よく知っていたわね」

「…………」

　知っているも何も、その名は死神ならば一度は耳にしているはずだった。

　天界最強と言われた死天使長・ディスと、彼の所持していた鎌である《ヴァールリーベ》──彼らは生死の枠わくを超ちよう越えつし、神に最も近い力を持つと言われていた。

　だが、かつての死天使長であったディスはすでに存在しない。天使にも人間と同じように魂たましいの輪りん廻ねが存在していて、彼はその任期を終えて新たな輪廻へと進んだからだ。

　この話は千年近い前の話で、今では語り継つがれているにすぎない。

《ヴァールリーベ》についても、知られているのは名と「普ふ通つうではない鎌」であったことぐらいで、ディスが新たな輪廻に進んだ後、絶ぜつ大だいな力を持ちながらも主を失った鎌は、その力が乱らん用ようされることを恐れて封ふう印いんされたと聞いている。

「それが……この卵たまご？」

『だから卵じゃない！　鎌！　鎌だから！』

　間ま違ちがえるなと必死で訴うつたえる《ベル・フィナル》だが、ナギにはなかなか実感が湧わかなかった。つまり自分はもはや伝説となっている鎌と契約したことになるのだ。

　だが、ちょっと冷静になってナギは考えてみる。この鎌は封印されていた。その鎌と契約した自分は──

「あれ？　ということは……」

　嫌いやな予感が脳のう裏りをかすめ、ナギはイリスのほうを向いた。

　彼女は先ほどと変わらない笑みで、しかし瞳から鋭するどい光を放ちながら、

「ええ。はっきり言って重じゆう罪ざいです。封印指定されているものを私し物ぶつ化した上、その一部を消失させてしまった……明らかに許きよ容ようしがたい重罪です」

「そ、そんな──っ!?」

　ガクッとナギはその場に両りよう膝ひざをついた。

　任にん務む失敗の上、まさか重罪を犯おかしていたとは思ってもみなかった。これでは完全に自分の死神としての道は絶たたれてしまう……。

　だがナギが完全に絶望する前に、

「でもね、ナギ。どうやら封印を解といたのはあなたではないようだし、《ベル・フィナル》との契約はほとんど偶ぐう然ぜんだから……この件であなたを罪つみに問うことはないわ」

　その言葉にナギの表ひよう情じようは生き返ったように綻ほころんだ。

「ほ、本当ですか!?」

「ええ……そもそも今回の件にはどうも裏うらがありそうなの。《ヴァールリーベ》の輸送はあなたにではなく、別の死神に依い頼らいしたはずなのに……」

「書類の配送ミスですか？」

「……人じん為い的な、ね」

　なんとなくだが、ようやくナギは納なつ得とくできた。鎌すら持っていないナギに、こんな重要な任務が回ってくるはずがないのである。

「──それと、不幸中の幸いというか……《ヴァールリーベ》は二本で一対つい──《ベル・フィナル》だけでは真の力は発はつ揮きできない。それに今のあなたでは《ベル・フィナル》を使いこなすのも難むずかしいはずだから……」

「よ、良かった……」

　任務を失敗したものの、その原げん因いんが自分だけにあるのではないことが認みとめられ、ナギは胸むねを撫なで下ろした……が、安あん堵どしたのもつかの間、

「でもね、ナギ。それとは別の問題が生じているの」

「え？」

「報ほう告こく書しよによると、落下した《エカルラート》が少年に激げき突とつ、その際さいに死にかけていた少年を手当てした……とあるけれど……」

「はい、天界の事じ故こで彼に死なれると困こまりますから……」

「そのことだけど……どうやら彼はその場で死ぬ運命だったようね」

「え？」

　イリスは顔をしかめながら報告書を読み上げた。

「この少年はあの場所で石を蹴けり上げ、その反動で後ろに転てん倒とうしたあと、置いてあった三輪車のサドルに頭をぶつけて死ぬ予定だった──かなり悲ひ惨さんね。その予定が突とつ如じよ上から落ちてきた《エカルラート》を見つけてしまったために、そうはならなかった……」

　報告書はそこで終わっていたので、テーブルの上にそっと置いた。

　続きは推すい測そくだが、

「その後、輪りん廻ねから外はずれた少年を感知した《エカルラート》は自動的に彼を輪廻に戻もどそうとして激突……」

　ここまでなら大した問題にはならなかったはずだった。少年の死に方は変わってしまったが、その時期にはほとんどずれがなかったからだ。しかし、

「そ、それじゃ──」

「ええ。それをあなたと《ベル・フィナル》が手当てした結果、彼は死ぬはずだった輪廻から外れて、ソウル・イレギュラーとなっているわ……」

　と、いうことは結局──

「重罪ね」

「そ、そんなぁぁ──っ!?」

「ええ、確たしかに状じよう況きようから判はん断だんするとあなたの判断はおおよそ間違っていないと思うわ。同じ立場に置かれれば、多くの者があなたと同じ行動を取るでしょう……けれど、あなたのミスがあったのも確かよ……」

「…………」

　封印が何かによって解かれたとき、自分は油断していた。落ちていく《エカルラート》を阻そ止しできなかったのも自分で、その結果、少年を死にそうな目に遭あわせたのも事実だ。

　ついでにこのとき上司の指し示じを仰あおぐことなく、少年の傷きずを癒いやしたのも自分だ。

　話はややこしくなったが──結局、ナギは任にん務む失敗と重罪を犯した上に、ソウル・イレギュラーをこの世に生んでしまったということである。

　ナギは静かに顔を上げ、イリスの方を見た。

「……私はどうなるんですか？」

　普通ならば死神の役やく職しよくは剥はく奪だつされるだろう。いや、それだけでは済すまないかもしれない。

　神しん妙みような面おも持もちで次の言葉を待つ彼女に、イリスは応こたえた。

「あなたに……新しい任務を与あたえるわ」

「新しい……任務？」

「ええ。今回の件けんに関しては、あなたのミスだけとは言い切れない……よって、特別にチャンスをあげましょう」

　イリスは青き瞳ひとみを細めて続けた。

「ソウル・イレギュラーとなった少年──天あま倉くら神じん名なを正せい常じような輪廻へと戻しなさい。そして同時に落下してしまった《エカルラート》を回かい収しゆうすること。期き限げんは一週間よ」

　それを聞いてナギは混こん乱らんした。処しよ罰ばつを受けるどころか新しい任務を任まかせられるとは思ってもみなかった──いや、これはイリスから与えられた挽ばん回かいのチャンスなのだ。

　だが、それは逆ぎやくに失敗すると……？

「あ、あのー、それにも失敗したらどうなるんですか？」

　ナギは身を小さくしながら聞いてみた。するとイリスは別の報告書を開きながら、

「あなたは友人に『チョコレート・パフェになりたい』と言っていたそうね？」

　イリスは突如、奇き妙みようなことを言った。

「は？　ええっと、確かにノリでそんなことを言っていたかも……」

　ナギはそう言いながら、数日前のことを思い返した。死神になれると決まったとき、友人たちは自分のことを祝福してくれた。

「おめでとう、ナギ！　お祝いに何かプレゼントするわ。何がいいかしら？」

「本当ですか!?　じゃあ私、チョコレート一か月分がいいです！」

　チョコ・パフェを作るのに使うから。

　すると別の友人が、

「そ、そう……では、私は何を贈おくりましょうか？」

「では、コーンフレーク一か月分で！」

　チョコ・パフェを作るのに使うから。

　さらに別の友人も、

「……だったら、私は──」

「アイスクリーム一か月分で！」

　ナギはチョコレート・パフェが大好きだ。理由なんてない。好きなのだから仕方がない。見ているだけで胸が高鳴り、一口食べたら幸せすぎて、思わず地面を転がりたくなる。

　結局、友人たちは三人で一か月分のチョコレート・パフェをくれることになり、

「……あなたはチョコレート・パフェに生まれたほうが幸せだったんじゃないかしら？」

「そうですね！　私、チョコレート・パフェになりたいです！」

　と、思わず口にしていた。

　まぁ、でも、もちろんチョコ・パフェになれるはずなんて──

「というわけで、あなたをチョコレート・パフェにすることにしました」

　その言葉にナギは呆ぼう然ぜんとなった。

　チョコレート・パフェに……する？

「……はい？」

「あなたをチョコレート・パフェにします」

「え、えええぇぇぇ──っ!?」

　ナギは大声を上げながら顔面蒼そう白はくになった。

　それに対して、あまりに不ふ可か解かいなことを言ったイリスは表ひよう情じようを変えずにさらりと続ける。

「不満ですか？」

「い、いえ、その……私は次の任務に失敗したらチョコ・パフェにされるんですか？」

「ええ。良かったわね、夢が叶かなって」

　真顔でにっこり笑うイリスに、ナギは思わず戦せん慄りつを覚えた。

　さすが死天使長。その行動も思考もこちらの予想を遥はるかに超こえて……というより、もはや理解不ふ能のうだ。彼女は淡たん々たんと任務の細かい内ない容ようについて説明し始めた。

「ソウル・イレギュラーとなった天倉神名という少年は現げん在ざい十七歳さい。父親の転てん勤きんで両親は不在。彼は実家に一人で住んでいるようね。綾あや月つき第一高校という場所に通っていて、一日の大半はこの学校にいるでしょうから……」

「……もしかして私も行くんですか？」

「ええ。もう入学手続きは済すませてあります」

「は、早い対たい応おうですね……」

「それだけ今回の件が重要だということです……あちらで必要になるかもしれない資し金きんは用意しておきました。足らない分は自分で補おぎないなさい」

　と、イリスから小さな財さい布ふを手て渡わたされた。

「あ、ありがとうございます」

　任務の期間は最大で一週間。食費に宿しゆく泊はく費などを考えるとかなり費用がかさむだろう。一体、どれぐらい支し給きゆうされたのか気になるところだ。とりあえず財布の中を覗のぞいてみると三枚まいの紙し幣へいが入っていた。

　イリスはさらに言葉を続ける。

「初めに言ったけれど期限は一週間。こうしている間にも──」

『なんだ、ケチだな。たったの三万円か。もっと優ゆう雅がな暮くらしができるぐらい──』

「あなたはさっさと行きなさい」

　バキッ。口を挟はさんできたベルはイリスに殴なぐり飛ばされ、彼女が瞬しゆん時じに作った異い空くう間かんに放り込こまれた。

『わあああぁぁぁ──っ!?』

「地上へは直通で行けるわ……たぶん」

　そう言って今度はナギへと視し線せんを向けた。その視線を受けてナギの背せ筋すじに悪お寒かんが走る。

「わ、私は自分で行けます！　ちゃんと飛んで──」

「行ってらっしゃい」

　トンッ。

「きゃあああぁぁぁ──っ！」

　抗あらがう暇ひまもなく、ナギはイリスに異空間へ押おし込まれて旅立った。みるみるイリスから遠ざかっていくが、ナギは彼女に向けて大声で叫さけんだ。

「イリス様──っ！　これ、この財布の中身！　ドル札なんですけど──っ!?」

　しかも一〇ドル札。ベルの言った額がくのおよそ十分の一しかない。しかも向かう先は日本なのでこれでは持っていないのと同じだ。

　それを見たイリスは一瞬だけきょとんとしてから、

「……あら？……ええっと、努力なさい」

「そんな無茶苦茶なっ!?」

「強気でいけば、なんとかなります」

「ちょっとイリス様!?　イリス様──っ!?」

　ナギのどこか悲ひ痛つうな叫びは届とどかず、彼女は異空間を真まっ逆さかさまに落ちていく。

　こうしてナギは何の用意も、決心もできないまま、ほぼ強きよう制せい的に地上へと送り込まれたのであった……。
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　ナギが地上に降おりてから五日目。

　ぷかぷかと大きく白い雲が青い空を漂ただよっているのを見上げながら、神名とナギは昼食を取っていた。

　場所は校こう舎しや裏うらにある木こ陰かげだ。ベンチに座すわり、ナギは嬉うれしそうにチョコレート・パフェを口に運んでいた。わざわざ小さなアイスボックスに詰つめて持ってきたものだ。

「あぁ、チョコ・パフェを食べていると任にん務むなんて忘わすれちゃいそうですね～」

『いや、実じつ際さい忘れてるだろ、お前』

　同じく木陰で休んでいるベルが隣となりでそう言った。

　その任務の対象である神名はというと、ベルをナギと挟むようにして座っている。

「天倉さんは何を食べているんですか？」

「見ての通り、パンだ……お前が『一いつ緒しよに、外で食べましょう！』とか言わなければ、今いま頃ごろは週一回のステーキ定食が食べられたのに……」

　午前の授じゆ業ぎようが終わり、神名が学食へと走ろうとしたらナギからそう言って止められた。もちろん神名は「断ことわる」の一言で無視しようとしたのだが、それを聞いたクラスメートたちに無理やり外へ行かされてしまったのだった……。

『というか、仲良くメシ食ってる場合か？』

　ベルはナギと神名のやりとりを聞きながら不平を言う。

「ベルちゃん、心配無用ですよ。私たちはただ、食事中は休戦協定を結んでいるだけです」

『それだけで大いに心配だ……一昨日なんて、何もしないで終わったようなものだぞ？』

　一昨日は土曜日で、神名のお金でチョコ・パフェの材料を買い、ナギが作ったものを、互たがいに自分のものだと口こう論ろんしていたら、夜になっていた……。

　ちなみに昨日は日曜日で、神名は終日バイトだったため、ナギは寄より付けず。

「う……す、過ぎたことは気にしちゃいけないのです！」

　彼女はチョコ・パフェをすべて食べ終え、ゆっくりと立ち上がった。

「よーし、お腹なかもいっぱいになったし、天気も良いのでぱっぱーっとやりましょう！」

「食後の運動みたいに気軽に言うなよ」

　神名が最後のパンを食べながら上目使いでナギを見上げる。彼はナギより先に食べ始めたはずだった。

「……食事の時間を延のばそうって思ってもダメですからね。早く食べてくださいよー」
















「俺おれはゆっくり食べたい気分なのだ」

「いいから早く！」

　そう言うとナギは無理矢理パンを神名の口に押し込むことにした。

「お、おい！　やめろ！」

「こっちは時間がないんですよー？」

『食事中の休戦協定なんて作るからだろ……』

　傍はたから見ると仲良く食事しているように見えなくもない様子で騒さわいでいると、どこからともなく彼はひょっこり現あらわれた。

「やぁ、お二人さん、今日も仲がいいね」

　優やさしそうな笑え顔がおと、どこか優ゆう等とう生せいのような雰ふん囲い気きを持ってやってきたのは親友の祐ゆう司じだ。彼の笑顔に神名は眉まゆをひそめながら言い返す。

「祐司。言っておくが、これは死し闘とうの延えん長ちよう線せん上に存そん在ざいする戦いだぞ」

　祐司は意味不明なことを言う親友に、笑って質しつ問もんした。

「パンを食べるのが？」

「より長く時間をかけることに活路があるのだ」

「ああ！　やっぱり食事の時間を延ばそうとしてたんですね!?」

「当たり前だろ！」

　その言葉に再ふたたびナギの手が神名のパンと口に迫せまる。それに必死で抵てい抗こうする神名の姿すがたはやはり仲が良さそうに見えた。

　そんな二人を見た後、祐司はベンチに置かれていたベルの方に視し線せんを向ける。

「ところでさっき、これが喋しやべっているように聞こえたんだけど……」

　祐司がそう言ってベルを持ち上げた瞬しゆん間かん、

「ていっ」

「うっ!?」

　一瞬で祐司の背はい後ごに回ったナギが彼の首くび筋すじを手刀で打った。鮮あざやかに決まったその攻こう撃げきを受けて、祐司は静かにバタッと地面に倒たおれる。

「彼の記き憶おくは消しておきますね」

　にっこり微笑ほほえむ死神。

「……なんかさ、こいつ頻ひん繁ぱんに記憶消されてないか？」

　彼は自分たちの前に現れるたびに記憶を消されている気がする。実に運がない。

「後こう遺い症しようとかないだろうな？」

「神しん秘ぴの力に副作用はありません」

「ほんとかよ……」

「それに、いざとなったら戻もどせる記憶は戻してあげますよ。ベルちゃんスコップで」

　それを聞き、神名はナギが祐司の頭をスコップで殴なぐりつける様を思い浮うかべた。

「……ショック療りよう法ほう？」

　死ぬ確かく率りつ、大。

「違ちがいますよ。あのスコップには《記憶を掘ほり起こす》能のう力りよくがあるんです」

「おお、なるほど」

「それより早く始めましょう！」

「むぅ、仕方ないな……」

　神名は祐司が完全に気き絶ぜつしているのを確たしかめてからナギと向かい合った。彼女の方はすでに戦闘態たい勢せいで、いつでも戦えるといった雰囲気だ。ナギはさっそくベルを構かまえる。

「行きますよ天倉さん」

　彼女の言葉と共にベルが光る。いつものベルが姿すがたを変える前の光景だ。だが、その光が消えたとたん、ベルは新たな姿を見せた。それはまるで巨きよ大だいな槍やり──いや、薙なぎ刀なたという方が正しい表ひよう現げんだろう。

「なにっ!?」

　てっきり今日もスプーンだと思っていた神名は驚きよう嘆たんの表ひよう情じようを見せた。

　するとナギがふっと不ふ敵てきに笑うが──彼女は額ひたいに汗あせを浮うかべていた。

　不思議に思ってベルをもう一度よく見てみると、その薙刀には刃はがなかった。ただ、その刃があるべき場所にちょっとしたギザギザが付いている。

「……ナイフ？」

　それは武ぶ器きとしてのものではなく、食器のナイフを大きくしたものだった……。

「あ、天倉さんにはこれで十分なのです！」

『正直、鎌かまには変えられないって言えよ……』

　どこか諦あきらめたようにベルが小さく呟つぶやく。

　対して神名はちょっと安あん堵どした様子で胸むねを撫なで下ろした。

「驚おどろかせやがって……」

「むっ……安心するのはまだ早いですよ!?」

　神名の隙すきをついてナギが突つっ込んでくる。彼女はベルを持ち上げ、神名に向かって振ふり下ろした。狙ねらいが甘あまい──そう思って神名は回かい避ひした。回避はしたのだが……後ろにあったベンチにナギの攻撃が当たり、それはスパッと真っ二つになった。

「……おいっ!?　なんだ、それは!?」

「食器ナイフ……なんですけど……どうやら追加能力が《すべてを切り分ける》能力みたいでして……」

　正直なところ、使った本人も驚いた。ベンチは紙を切るより容易たやすく二つにされたのだ。

「……鎌より強いんじゃないのか？」

「単たん純じゆんな攻撃力だけなら……たぶん」

　ナギが変化させるベルは形こそ鎌ではないもの、神名にとって「触ふれたら終わり」に変わりないものばかりだ。

「ふっふっふ……天倉さん、どうやら今日こそ終わりのようですね！」

「くっ！」

　さすがにこんな危あぶない武器と正面から戦うわけにもいかず、神名はひとまず逃にげるつもりだったが、ナギはすでに神名を間合いに捉とらえていた。

「逃がしません！」

　ナギはナイフに変わったベルを横に薙なぐ。だが、神名は間かん一いつ髪ぱつのところでそれを避よけた。彼の動体視力と運動神しん経けいは相変わらずだ。

「当たるか、そんなもの！」

「くっ、だったら──」

　ナギはベルを一度スプーンに変え、すぐさま突き出した。一度、変化させたものはイメージが固定化しているので変化させやすい。

「っ!?」

　ベルのリーチは短くなったはずだが、彼女が一歩踏ふみ込こむのと同時に放たれた攻こう撃げきは神名を確かく実じつに捉えていた。それを見た神名は後ろに飛ぶ。そのことで突き自体のダメージは軽けい減げんされる。だが前に受けたものと同じ、心への衝しよう撃げきが神名を襲おそった。

　心が異い様ようなまでにざわつく感覚──焦あせりに似にているが、それとは少し違ちがう。強しいて言うのなら、《絶望》という感情を直ちよく接せつ叩たたき込まれるようだった。

　心が折れる。ダメージはないし、体力もまだ残っていたが、神名は地面に片かた膝ひざをついた。

「っ……半はん端ぱじゃないな、これは……」

　そう呟つぶやきながら彼女を見る。ナギは感情と表情を抑おさえ、『死神』としてそこにいた。

「終わりですね……今の天倉さんに次の攻撃をかわす余よ裕ゆうはない……」

　そしてスプーンをナイフに戻もどす。こちらの動きを止め、確実に神名を殺すつもりだ。

　神名はそんなナギを無言で見つめ返す。確かに彼女の言う通りだった。この状じよう態たいでベルを避けるのは難むずかしい。なんとかできても防ぼう御ぎよが精せい一いつ杯ぱいだ。しかし防御はすなわち《死》。今のベルは触れるだけで命取りという存そん在ざいだ。

「さようならです、天倉さん！」

　ナギが迫せまる。身体からだはやはり動かない。

（終わりか……）

　振り下ろされるベルを見ながら、思わず神名はそう思ってしまった。

　だが、やはりこのまま死んでいくのは納なつ得とくできない。まだやりたいことがある。まだ──やらなくてはならないことが神名にはあった。

（死ねないな……）

　神名の眼めに再ふたたび魂たましいが宿る。もともと身体にダメージはないのだ。神名の「まだ死ねない」という意思が、ベルに植えつけられた《絶望》を払ふつ拭しよくする。

「悪いが俺は、ここで死ぬつもりはない！」

　だがナギの攻こう撃げきは止まらない。

　攻撃が当たる──だが、避さけようのない事実であったはずのそれは、突とつ如じよとして一変した。

　ガツッ！

　金きん属ぞく同士がぶつかる独どく特とくの音と衝撃。

「なっ!?」

　驚いてナギが目を見開いた。神名に振り下ろしたはずのベルが、彼の数十センチ前で止まっていた。

　ナギと同じように神名も驚いた表情で目の前を見る。ベルと神名の間に黒い何かが現あらわれ、その場に浮ふ遊ゆうしていた。黒くて丸い、下に黄色い輪の付いた浮遊物体がベルを受け止めている。

「な、なんだこりゃ……？」

　どこか見覚えのあるような物体に眉まゆをひそめる神名。

　ナギはさらに驚きよう愕がくしながらその物体の名を呼よんだ。

「エ、《エカルラート》!?」

《エカルラート》──それは《ベル・フィナル》と対ついの、半身ともいえる存在。

『なんだと……神名、お前が《エカルラート》を所持していたのか!?』

「知らん。なんだ？　この黒い卵たまごは……」

　神名にもよく状じよう況きようが掴つかめず、それを右手に掴んで凝ぎよう視しする。そこにあるのはベルと瓜うり二つの形をした、黒い卵らしきもの。

　神名の自問自答のような言葉にナギが答えた。

「なんだ、って、神名さんを殺しかけた物体ですよ。《エカルラート》──ちゃんと説明しましたよね？」

　すると神名はハッとなって思い出す。

「こいつ、俺の頭に直撃してきたやつか!?　なんでこんなところにあるんだ!?」

『それはこっちが聞きたいぐらいだ……』

　この漆しつ黒こくの物体は神名をソウル・イレギュラーへと変え、同時に神名を本来あるべき輪りん廻ねに戻そうとした存在だ。神名を殺そうとして彼の頭に直撃し、その後はどこに行ったのか行方ゆくえ不明だったのだが……。

『いや、それより神名！　お前、こいつを呼び出したな？　ポケットだとか鞄かばんに入れて持っていたわけではなく、空間から取り出したな？』

「ん？　いや……俺にもよく分からないんだが……」

　確たしかにベルの言う通り、神名は《エカルラート》を隠かくし持っていたわけではない。ただ無む我が夢む中ちゆうだったその瞬しゆん間かん、自分の意い志しとは関係なく、それは現れたのだ。

　理由はただ一つ。

「──《エカルラート》は天倉さんを主に選んだんですか？」

『そういうことになるな……』

「おーい、何がどうなってるんだ？」

　神名を無む視しして話を続けるナギとベル。

　どうやら彼らにとってもかなり予想外の事態らしい。

『待て。こっちも整理するから……というか、私の所有者はナギだ。それなのに私の半身であるエカルラートの所有者が神名になったら……私たちは元に戻れないじゃないか！』

「ん？　そうなのか？」

　よく分からないがベルの話を詳くわしく聞こうとしたら、その間にナギが割わって入った。

「そんなことより、天倉さんずるいですよっ！　人間なのに死神の鎌かまが使えるなんて!?」

「いいじゃないか別に。これで対等だろ？」

「ううぅ……ベルちゃん、天倉さんがあんなこと言ってますよ？」

『……人間が死神の鎌と契けい約やくできるなんて知らなかったな……』

「そんな暢のん気きなこと言ってる場合じゃないです──っ！」

『いや、だがなナギ……《エカルラート》の所在が分かっただけでも良かったと思うぞ』

「え？　あ……そうか……」

『このまま神名を殺すことだけに時間をかけていたら、結局お前はチョコ・パフェにされるわけだからな……』

「…………」

　そう、ナギには二つの任にん務むがある。一つは神名を正せい常じような魂たましいの輪りん廻ねに戻もどすこと。そしてもう一つは《エカルラート》の捜そう索さくだった。

『──だったらこれで一石二鳥だろう？　神名を殺せば《エカルラート》も主を失って戻ってくる』

「そうですね……」

　すると、

「殺せればの話だろ？　無理だな、絶ぜつ対たい」

　神名が《エカルラート》を片かた手てに勝ち誇ほこった表ひよう情じようでこちらを向いていた。《すべてを切り分ける》能のう力りよくを持つはずのベルのナイフを、この《エカルラート》は止めたのだ。

「うっ……ううぅ～～～そんなことないです！」

「どうだかな……ところでお前に初めて会ったとき、ベルをなくしたって言ってたよな？　こうやって呼よび出せばよかったんじゃないのか？」

　イメージしながら呼べば出てきてくれる。

　だが、この機き能のうには大きな問題があるのだった。

「自分で専せん用ようの空間に保ほ管かんしていれば、の話です。あのときはイリス様に変な空間に飛ばされて、ベルちゃんとは別々にこっちへ来たから……」

『あぁ、あれは地じ獄ごくだった……変な空間に変な波動で飛ばされて、頭がおかしくなりそうだったぞ……』

「んー、イリス様？」

　この話題は二人を憂ゆう鬱うつにさせるのか、ガクッと肩かたを落としたように見えたので神名はそれ以上聞くのをやめた。

　神名は自分の手の上に《エカルラート》を載のせ、小こ突づいてみる。

「なぁ、こいつぜんぜん喋しやべらないんだけど……なんでだ？」

　ベルとは一対の鎌である《エカルラート》。だが、この鎌は一言も言葉を発しない。

『言っておくが、もともと人語を話す鎌というのは滅めつ多たにないんだぞ？　我われ々われは二本で一対──私は《魂》を司つかさどり、《エカルラート》は《器うつわ》を司る。そのため、人語を話すのは《魂》を司る私の方だけだ』

「そうか！　じゃ、静かでいいな！」

『うるさい！』

　大声で騒さわぐ一人と一個に対してナギの方は真しん剣けんな面おも持もちで神名を見つめる。

「とにかく天倉さん、無む駄だな抵てい抗こうはやめて、今日こそおとなしく死んでください！」

「アホか！　俺にはまだやりたいことも、やらなくちゃならないこともあるんだよ！」

「私にだってありますよ！」

　両者は互たがいに叫さけびながら接せつ近きんした。

　ナギはナイフになったベルを振ふり回しながら神名の隙すきを窺うかがう。神名はナギの攻こう撃げきを避よけたり、《エカルラート》を使って防ふせぐ。形は卵だが、盾たてとしては優ゆう秀しゆうだ。

「だいたい、その天倉さんのやらなくちゃならないことって何なんですか!?」

「それはだな……あー、つまり──」

　神名がどういう言い方をしようかと口ごもっていると──シュン、と彼の前を何かが通り過すぎた。

「？」

「!?」

　神名は眉まゆをひそめ、ナギはハッとなった。思わず動きを止めたナギのところに、それは再ふたたび通り過ぎた。

「こ、これは!?」

　覚えのある感覚と情景──初めての任務で襲おそってきたものと同じだ。小さい何かがナギの側そばを高速で飛び去る。それを目で追おうとするがやはり捉とらえられない。ナギが焦あせりながら辺りを見回すと、どこからともなく声は聞こえてきた。

「ふっふっふ……ようやく再び会えたな」

　重たく響ひびくその声はすぐ側から聞こえた。近くにいる──だが、その姿すがたは見えない。

「どこ!?　一体、誰だれなんですか!?」

「ふっ……まだ気付かないのか。やはり新人の死神だな……」

「くっ……」

　ナギは空も見上げてみたが、やはりそこには誰もいない。

「何なんだ？　この声は……」

　神名も気になって声の主を捜さがし始めた。

「ふっ、愚おろか者ものめ。私はここだ！」

　一ひと際きわ、大きな声がして、ようやくナギはその姿を捉えた。

　視し線せんは大きく下。足元にそれはいた。

「…………」

　見えないはずだった。それは小さくて黒い。触しよつ角かくもあって足は六本。家の中で時々見られる黒い虫──ゴキブリ？

「ふはは、ようやく気がついたな！　我われの名は──」

「きゃあああぁぁぁ──っ！」

　ナギは思いっきり叫びながら、ベルを一いつ瞬しゆんでスコップに変えて地面を連打した。謎なぞのゴキブリを意外に強力なスコップの圧あつ力りよくが襲おそう。

「ぐはっ!?　ま、待て！　我の話を──」

「!?　きゃああぁぁぁ──っ！」

「ま──」

「きゃあああぁぁぁ──っ！」

　バンバンバン──。

　制せい止しの声も空むなしく、ナギは無む我が夢む中ちゆうで殴おう打だし続けた。

　しばらくして、地面にクレーターが出来上がったころ、ようやくナギは落ち着いた。

　神名はピクリとも動かなくなった黒い虫をまじまじと見つめながら感想を呟つぶやく。

「死んだんじゃねーの？」

『ゴキブリって人語を話すのか。知らなかったぞ』

「俺おれもだ」

「ゴキブリではな───いっ！」

　神名とベルのやり取りが気に入らなかったのか、ゴキブリらしき虫は怒いかりの声を上げながら起き上がった。

「あ、生きてた」

『さすがゴキブリ。並なみ外はずれた生命力だな』

「貴き様さまら、少しは人の話を聞け！」

「お前、虫じゃん」

「うるさい！　いいか貴様ら！　我わが名はフルール！　遥はるか昔、すべての死神を束たばねし伝説の死天使長・ディスの生まれ変わりなのだ！」

『な、何──っ!?』

　驚きよう愕がくするベル。疲つかれた表ひよう情じようを見せていたナギも、その言葉にハッとなって顔を上げた。

　一方、神名は、

「なんだ、それ？」

「今、説明したばかりだろう!?」

「それでもわからないから聞いてるんだろうが！」

「だ、だからディスの生まれ変わりなのだよ」

　ちょっぴり逆ぎやくギレな神名に気け圧おされて、フルールはしぶしぶ説明し始めた。

「……一千年ほど前まで、すべての死神はディスと呼よばれる死天使長によってまとめられていた。ディス自身の力、そして彼の所持していた鎌かまの力は最も神に近いとされ、絶ぜつ大だいな権けん限げんを保ほ持じするに至いたっていたのだ……」

　その言葉を黙だまって聞いているナギとベルを見て、神名もとりあえず黙って聞く。

「だが、彼の任にん期きも終わり、新たな輪りん廻ねへと進むこととなった。彼の愛用していた鎌は封ふう印いんされ、彼の魂たましいは新たな輪廻を巡めぐり……こうして我われとなったのだ！」

「……なるほど」

　おおよそだが、とりあえず神名は理り解かいした。

「──死神が生まれ変わってゴキブリになったのか」

「そんなわけあるか！　我はれっきとした死神だ！」

「……確たしかに薄うす汚ぎたない羽はあるようだな……。触角付きで」

「ええぃ、黙だまれ！　我は現げん・死天使長のイリスにこのような姿に変えられたのだ！」

「イリス？」

　ついさっきも聞いたような名前に神名が思わず聞き返す。その名を聞いたナギがどこか恐おそる恐る神名に説明する。

「ええっと、私の上司みたいな人です」

「そう……一年前、ようやく死神となれた我は、とある任にん務むで失敗した……すると、イリスに呼び出され、奴やつは我に何と言ったと思う？」

　震ふるえる声を出すフルールを見て、よほどのことを告げられたのだろうと察しはついた。

「んー、死神の権限を剥はく奪だつする、とか？」

「違ちがう！　あれは、そう……一年前のことだ……」

　フルールはそう言いながら遠い目で空を見上げた。




　彼が任務に失敗したとき、ナギと同じように彼女から呼び出された。

「……任務失敗ね、フルール……覚かく悟ごはいいかしら？」

　フルールには一週間以内に殺さなくてはいけない人物がいた。だが、彼にとって思わぬハプニングが起こり、その期限に間に合わなかったのだ……。

「任務には失敗したが……我に悔くいはない……」

「激げき愛あいしている九官鳥がゴキブリを食べて死にそうだったんですって？　その看かん病びように夢む中ちゆうで、任務をすっかり忘わすれてしまうなんて……そんな話、他には聞いたことがないわ」

「あいつは私の家族も同然なんだ！　仕方がないだろう!?」

「……そう……で、その九官鳥はどうなったのかしら？」

「ふん、この通り元気になった」

　彼はすっとカゴを持ち上げた。中には黒くろ紫むらさき色の光こう沢たくを持つ九官鳥が、元気そうにこちらを見つめている。

　そういえば九官鳥は人の言葉をまねて鳴くのが巧たくみな鳥だ。イリスは一言、その声を聞いてみたいと思った──そのとき、

『イリスのバカやろー、イリスのバカやろー』

「…………」

『イリスのアホー』

　鳥の鳴き声に、イリスとフルールは黙って立ち尽つくした。九官鳥は飼い主の言葉を覚えるという……。

　フルールは苦笑いを浮うかべながら、

「き、希望は九官鳥で」

「では、ゴキブリにしましょう」

　彼女は笑いながら、しかし額ひたいに怒いかりマークを浮かべてこちらに手を向けた……。




「どうだ!?　そのぐらいで怒おこるか、ふつう!?」

　怒りに燃もえる声を張はり上げ、ゴキブリは拳こぶし（ないけど）を振ふり上げた。

　その痛いた々いたしい話に神名は汗あせを浮かべた。そんな上司は絶ぜつ対たいいやだ。

「自じ業ごう自じ得とくな気もするが……すごい上司だな」

「なんといっても、我をゴキブリに変えた女だからな」

「なんたって私をチョコレート・パフェにしようとしている人ですから……」

「……変わってるな」

「鬼おにだ」

「悪あく魔まです」

　話が逸それてきたので、ここらへんでと神名が本題へ戻もどした。

「で結局、お前はここへ何をしにきたんだ？」

「よくぞ聞いてくれた。つまり我は元の力を取り戻しにきたのだよ、すなわちディスの鎌かまであった《ヴァールリーベ》をな！」

　ナギはその言葉でようやく確かく信しんを得た。

「やはりあなたなんですね？　私の初めての任務で、運んでいたベルちゃんたちの封印を解といたのは……」

「そうだ。我が手にするつもりでな。新米の貴様が輸ゆ送そうの任務に就つけば、横から《ヴァールリーベ》を掠かすめ取るぐらい簡かん単たん……のはずだったのだがな……貴様が片かた割われである《ベル・フィナル》と契けい約やくするとは思ってもみなかったぞ」

　そういう点では、ナギはしっかりフルールの計画を阻そ止ししたといえる。

「あなたにベルちゃんは渡わたしません！」

「ふっ、まぁ、よかろう……それは時間の問題だ。我はすべてを取り戻し、ついでに我をこのような姿すがたに変えた生意気な小こ娘むすめに復ふく讐しゆうしてやるのだからな！」

　と、その台詞せりふにナギは急に青ざめて聞き返した。

「イ、イリス様に？」

「そうだ！」

「……ぶち殺されますよ？」

「…………」

　微かすかな沈ちん黙もく。

「……そ、そうならないために、天界最強と言われたその鎌を取り戻しにきたのではないか！　ナギとやら！　手始めにお前からその《ベル・フィナル》をいただくぞ！」

「むっ……」

　ゴキブリから指差され、ナギはベルを強く握にぎり締しめた。ようやくなれた死神、そしてその象しよう徴ちようである鎌をそう簡単に手放すわけにはいかない。

　相手の力は未知数だが、こちらには神名も──

「がんばれ、ゴキブリ～」

　あろうことか神名はフルールに声せい援えんを送った。

「なっ!?　天倉さん!?　応おう援えんする方、間ま違ちがっていますよ!?」

「何を言う。お前とこのゴキブリにどんな因いん縁ねんがあるか知らないけど、ここでお前が負ければ、俺の命も安あん泰たいじゃないか」

『よく考えろ。私はエカルとワンセットだぞ？　ナギの次はお前が狙ねらわれるんだ』

「…………」

　よくよく考えれば当たり前だった。鎌との契約は契約者が死ぬまで続く。ナギが負けた後、フルールは神名の《エカルラート》を狙ってくるだろう。

　神名は素す早ばやく方向転てん換かんして、

「このゴキブリめ！」

「うわっ！　手のひらを返したように態たい度どが変わりましたね!?」

「うるさい！　さっさとやっちまえ、あんな虫！」

　正直、神名にはベルとエカルがそんなすごい鎌とは信じられなかった。だが、現げんにフルールは本気で狙ってきている。

　ともあれ戦せん況きようは二対一。だが、フルールに諦あきらめる様子はない。その視し線せんをゆっくりと神名に向けた。

「……天倉とやら。人間でありながら死神の鎌が使えるとは……なかなか興きよう味み深い存そん在ざいだな……。どうだ？　我と手を組まないか？　我と共に死神どもへ復讐しようではないか」

「何？」

　突とつ拍ぴよう子しもない提てい案あんに神名は困こん惑わくした。

「お前も命を狙われているのだろう、ソウル・イレギュラー。お前は死ぬはずだったと勝手な理由を付けられ、毎日死神から命を狙われる……それをここで終わりにしたくはないか？」

「…………」

　実じつ際さい、それは神名にとって魅み力りよく的な提案ではあった。このまま毎日、ナギから命を狙われ続けるのも辛つらい。

　するとそのとき、

「いかないでください、天倉さん……」

　後ろからキュッとナギが神名の服を掴つかんだ。

「お前……」

「私……天倉さんがいなくなったら、私──」

　彼女の瞳ひとみにはうっすらと涙なみだが浮うかんでいた。悲しそうな表ひよう情じようでナギは、

「私、確かく実じつにチョコ・パフェにされる上、今日の泊とまるところが──」

「お前はちょっと黙だまってろ」

　神名はナギの頭を目め掛がけて拳こぶしを振ふり下ろした。

「痛いたっ！　何するんですか!?」

「心配するな、手て加か減げんはした」

　ナギを黙らせ、神名は再ふたたびフルールの方を向く。

「どうする？　天倉神名……」

「俺は──」

「ゴキブリさん！　この人はやめておいたほうがいいですよ！　天倉さんは『一いつ緒しよに世界を征せい服ふくしよう』とか言っておいて、事を成し終えたらあなたを殺虫スプレーで地じ獄ごくに叩たたき込こむような人なのです！」

「な、なんだと!?　貴き様さま、鬼おにか!?」

「俺はまだ何も言ってないだろうが！」

「……では、我と手を組むというのか？」

　フルールの言葉に神名は沈ちん黙もくする。

　ナギは神名の次の言葉を待っているかのように見つめた。

「……俺の答えはノーだ」

「なぜだ？　貴様にとっても悪い話ではあるまい？」

「そうだな。だけど嫌いやなんだ。理由はわからないけどな……いや、そもそもゴキブリから手を組めって言われて、頷うなずくヤツはいないだろ。だいたい……お前、その状じよう態たいでどうやって鎌を持つんだよ？」

「……あ、そういえば……」

　どうやら脳のうみそもゴキブリ並なみに低下してしまっているようだ。

「なにはともあれ、これ以上、命を狙われるのはうんざりだ。さっさと帰れ」

　そうしないなら実力行使だ、と神名の瞳は告げている。

　だがそこで退しりぞくフルールではない。

「そうはいかん！　我とて《ヴァールリーベ》を諦めるわけにはいかんのでな。貴様らにはここで死んでもらうぞ！」

　フルールの言葉に神名とナギはそれぞれ身み構がまえた。こうなったら戦うしかあるまい。そうと決まれば話は早い。

「ゴキブリのくせに生意気な。ぱっぱっと片かた付づけてやるぜ」

「そうです。スリッパで潰つぶしちゃいますよ？」

「ふん、そう粋いきがっていられるのも今のうちだけだ。我の力を見せてやろう！」

　そう言ったかと思うと、ゴキブリはシュンと音を立てて消えた。いや、実じつ際さいには消えていないのだが、移い動どうスピードが速すぎて神名たちには捉とらえられないのだ。

「は、速い!?」

　そう思った瞬しゆん間かん、神名は腹ふく部ぶに衝しよう撃げきを受けて吹ふき飛んだ。

「ぐはっ!?」

「ふはははっ！　我の力を侮あなどったな！」

　高らかに笑い声を上げるフルール。

「目にもとまらない速さのゴキブリ……！　怖こわい。恐おそろしいです！　というか迫せまってくるのが恐ろしすぎます！」

「……褒ほめられているはずなのに、何な故ぜかムカツクな……」

『そりゃそうだろ。恐きよう怖ふじゃなくて、ただの嫌けん悪お感だから』

　ナギはなんとかフルールを打ち落とそうと闇やみ雲くもにスコップを振るうが、やはり捉えることが出来ない。スピードもさることながら、フルール自体が小さいので全く当たる気配がなかった。神名はもともと攻こう撃げきの手しゆ段だんが拳だけなので手の出しようがない。

「攻撃が当たりません……っ！」

「く、くそっ、こうなったら今は逃にげるか!?」

「逃がすものか！」

　ここは退ひくべきかと思った矢先、フルールの身体からだから紫むらさき色の波動が広がった。神名とナギは逃げる間もなく大きく広がった波動に空間ごと閉とじ込められる。

「なにっ!?」

「ふん、これで逃げられんぞ！」

　広がった波動の外側の景色がすっと消えていく。完全に外の世界と遮しや断だんされた証しよう拠こだ。上も下も紫色。隔かく離りされたフィールドに神名たちは閉じ込められた。

「ゴ、ゴキブリにこんな高度な術じゆつが使えるなんて!?」

「くっ……」

　ゴキブリのような姿すがたのフルールだが、その実力は確たしかだった。《ベル・フィナル》と《エカルラート》の封ふう印いんをいともあっさり解といたのも頷ける。

『──仕方がない。神名、《エカルラート》を使え』

　ベルの突とつ然ぜんの提てい案あんに神名は少し驚おどろいた。使え──つまり、《エカルラート》を鎌かまとして使えということだ。

「使えって……俺おれにもできるのか？　そもそも使い方なんて知らないぞ？」

『今から教えてやる』

「……いいのか？　ナギと戦うとき不利になるぞ？」

『今ここで奴やつをやらなければ、私の主人はお前たちからゴキブリになるんだぞ？　そんなのはまっぴら御ご免めんだ』

「まぁ、確かにそうだよなぁ……」

　ベルの提案に、神名が決けつ断だんするのも早かった。

「よし、教えてくれ」

『うむ──まずはイメージしろ。お前の強い鎌のイメージが《エカルラート》を本来の姿に戻もどす。あとは変化を念じろ。その力は《エカルラート》が貸かしてくれるはずだ』

「よ、よし」

　言うのは簡かん単たんだが、実際にやってみるのは難むずかしい。

　鎌のイメージは何となく出来た。本や漫まん画がなどで見る、ありふれたものだったが。しかし変化を念じるというのはよくわからない。神名はとりあえず心の中で「変われ、変われ……」と念じ続ける。

「天倉さん、どうですか!?」

「話し掛かけるな！」

　ナギの言葉を制せい止しして、ひたすら神名は念じる。だが、一向に《エカルラート》に変化はない。

「ふん、所しよ詮せん、人間に使えるのはその程てい度どだ。鎌を呼よび出せても、使えんのでは話にならんわ！」

　フルールの言葉にギリッと神名が奥おく歯ばを鳴らす。

「ゴキブリに言われる筋すじ合あいはない！　さっさと変われぇぇ──っ！」

　神名は《エカルラート》を潰つぶしそうな勢いきおいで握にぎり締しめながら叫さけんだ。

　その瞬間、ついに変化は訪おとずれた。《エカルラート》から赤い閃せん光こうが四方に走り、神名を包む。ナギがベルを変化させるときに見られる光景と全く同じだった。

「こ、これは!?」

『やったか!?』

　ナギとベルが彼を見つめる中、神名は片かた手てに長い武ぶ器きを手にして現あらわれた。彼の手に握られていたのは鎌──ではなかった。

「こいつは……」

　武器の形けい状じようは槍やり──に近い。先せん端たんは鮮あざやかな真しん紅くで三つに分かれ、トライデントと言われる槍に似ている。だが、残念ながらそれは──フォークだった。

　神名は黙だまってフォークを睨にらんでから、

「……槍だな、うん」

『どう見てもフォークだろ!?』

　ベルの言葉に「うっ」と神名が唸うなる。

「天倉さん、ぜんぜんダメじゃないですかー」

「お前が言えた台詞せりふか！」

　神名が黒と赤の巨きよ大だいなフォークを持ってフルールを振ふり返ると、彼は余よ裕ゆうの表ひよう情じようで（実際にはよくわからないのだが）こちらを見み据すえていた。

「ふはははっ！　鎌どころか武器ですらないではないか！」

「う、うるさい！」

　すると後ろからナギが、

「どうですか天倉さん、難しいでしょう？　私の苦労、分かりました？」

「むぅー、そんなことはどうでもいいから手を貸せ。あのゴキブリを追っ払ぱらうぞ」

「ふん！　貴き様さまらの力で我を退しりぞけられると思うなよ！」

　フルールは空中を飛びながら六本ある足をこちらに向けた。その六本の足の中心がカッと光ったかと思うと、巨大な光の束が神名たちを襲おそう。まるでレーザー砲ほうのような一いち撃げきに神名たちはとっさの判はん断だんでその場から飛び退のいた。

「うわあぁぁっ!?」

「きゃああっ！」

　一いつ瞬しゆんの間もなく地面が揺ゆれる。それほどの威い力りよくをもった一撃であった。

　神名は素す早ばやく体たい勢せいを立て直しつつエカルを構かまえる。ナギもすぐにフルールに向けて反転した。

「な、なんだ!?　あの反はん則そく的な攻こう撃げきは!?」

「驚おどろいたか！　これこそ死天使・フルールが誇ほこる、神しん秘ぴの力だ！　貴様らに恐きよう怖ふと絶ぜつ望ぼうをくれてやろう！」

「いらん！　すでに嫌けん悪お感だけで十分だ！」

「雑ざつ菌きんとか持っていそうで、とっても嫌いやです！」

「貴様ら言いたい放題だな……だが、そんな余裕もここまでだ！」

　フルールの足が光ると再ふたたび光の束が放たれる。だが、今度は二人とも冷静に回かい避ひ行動に移うつった。フルールの攻撃は直線的だ。しかも狙ねらえるのは基き本ほん的に一人だけ。二人が互たがいに違ちがう方向へ逃にげれば追撃もされにくい。

「くっ！　ちょこまかと！」

　だが数打てば当たる。フルールはほとんど狙いもせずに力を乱らん発ぱつしはじめた。

「ゴキブリから逃げてばっかりなんて納なつ得とくいかないな！」

　ギリギリのところで攻撃の道筋を見み極きわめ、神名が回避しながらナギに言う。

「私もです！　あのゴキブリには裁さばきが必要です！」

　二人は互いの目を見て頷うなずいた。

「何をしても無む駄だだ！」

　神名とナギを襲う光の束。すると二人は一いつ緒しよにフルールに向けて突とつ進しんした。フルールの攻撃を避よけず、真正面から飛び込む。

「覚かく悟ごを決めたか!?」

　その言葉にナギがふっと笑えみを浮うかべた。覚悟は決めている。だが、それは勝利への確かく信しんであった。

「切り札というのはとっておくものですよ？」

　ナギはそう言うと《ベル・フィナル》を先ほどのナイフへと変化させた。神名の前に立ち、放たれた攻撃に向けてベルを振るう。ベルに触ふれた光はそのままナギを包み込もうとした──が、そこまでだった。

「な、なんだとっ!?」

　ベルに触れた光はナギたちに到とう達たつせず、その場で霧む散さんした。

「これがこのナイフの能のう力りよく──《すべてを切り分ける》力です」

《ベル・フィナル》の能力がフルールの攻撃を完全に無む効こう化する。

　だが、まだフルールに手はあった。彼のスピードにはさすがに神名もナギもついてはいけない。

「やるではないか！　だが、我わがスピードとこの攻撃を併へい用ようすれば──」

　ナギの反はん応のうを超こえる速さで動き、隙すきをつけばまだ勝機はある。フルールがそのための移い動どうをしようとしたその時、

「悪いな、チェックメイトだ」

　ナギに気を取られている隙に神名はフルールの背はい後ごに回りこんでいた。

「っ!?」

　神名の《エカルラート》がフルールに迫せまる。まだ間に合うと思ったフルールは羽を羽ばたかせ、その場から逃げようとした。だが、どうやってもその場から動くことができない。

「な、なんだ!?　動けないだと!?」

「このフォークの能力は──《空間に突つき刺ささる》だ……お前のいる空間ごとな。範はん囲いは小さいみたいだが、それをこうやって押さえておけば、お前は自分のいる空間ごと、こうやって固着されるってわけだ」

「う……」

　完全に身動きできなくなったフルールを二人が見下ろす。

「ば、ばかな。この我われが貴き様さまらごときに……」

「逃げようなんて無駄なことは考えないほうがいいですよ？　私があなたのいる空間を、あなたごと《切り分け》ちゃいますから……」

「…………」

　その言葉で完全に戦意を喪そう失しつしたのか、フルールは地面に膝ひざをついた。

「さすが《ヴァールリーベ》……二本で一対ついのことはあるな……」

「今はどう見てもただの食器セットだがな」

『うるさい』

　それにしても絶ぜつ妙みようなコンビネーションだった。二人には共同で何かを考える時間などなかったのに、ほとんど土ど壇たん場ばで実行し、見事に勝利した。

　フルールは息がピッタリな二人を見上げて問うた。

「お前たち……その鎌かまの能力をわかっていてやったのか？」

「いや、今知った」

「偶ぐう然ぜんです」

「こんなアホな奴やつらに負けたのか、我は……」

　ゴキブリが力なく呟つぶやく。

「さて、これからどうする、こいつは……？」

「もちろん上司に引き渡わたしますよ」

　ナギが眉まゆをひそめて強い口調でそう言った。彼女にしてみれば、チョコ・パフェにされそうになっているこの現げん状じようの責せき任にんはフルールにあるのだ。彼自身の証しよう言げんも含ふくめて、上に報ほう告こくすべきだろう。

　それとは逆ぎやくに神名は少し複ふく雑ざつな心しん境きようだった。

「でもな……こいつがいなかったら、俺はもう死んでいたわけだろ？」

　フルールがベルとエカルを盗ぬすもうとしなければ、エカルは神名の頭上には落ちなかった。そうなれば神名は転んだ拍ひよう子しに三輪車のサドルに頭をぶつけて死んでいたはずだ。

「ええっと……まぁ、そうなりますね……」

「そう考えると、ちょっとな……」

「ダメですよ、天倉さん。このゴキブリはいろんな規き則そく違い反はんをしているんです。その罪つみは償つぐなわないといけないのです」

　と、そのとき、紫むらさき色だった空間が揺れ始めた。慌あわてて神名たちが辺りを見回すと、何もない場所に突とつ然ぜん、裂さけ目めができた。空間はそこから崩ほう壊かいし始め、ガラス細ざい工くが砕くだけるように消しよう滅めつした。

「……空間が壊こわれた……？」

　神名が上を見上げると見み慣なれた空が見える。

「よくやってくれたわ、二人とも……」

　フルールの結界から解かい放ほうされた二人に、すぐ隣となりから女じよ性せいの声が聞こえてきた。

　ナギは聞き覚えのある声にハッとなりながら、すぐにそちらを向く。漆しつ黒こくの服に真しん紅くのラインが入った死天使長の制せい服ふく。横は長く、後ろはショートボブにされた髪かみ。こちらへ向けて微かすかに笑えみを浮うかべながら、全ての死神を束ねる者がそこにいた。

「イ、イリス様!?」

「なっ!?　イリスだと!?」

　フルールの声を聞き、すっとイリスから笑みが消える。

　フルールの作った空間を外から簡かん単たんに破は壊かいした彼女は、青く鋭するどい視し線せんを彼に向けた。

「……まさかあなたが今回の一いつ件けんの張ちよう本ほん人にんとはね……」

「ふん、黙だまれ。元はと言えば、貴様が我をこんな姿すがたに変えたからだ！」

「そう……どうやらゴキブリではまだ足らなかったようね？」

　イリスはフルールに向けて手をかざす。ふわっと淡あわい光が彼女を包むと、フルールの姿も同じように光り、見えなくなってしまった。

「あれ？……イリス様、何をしたんですか？」

「ゴキブリでは満足していなかったようだから、今度はノミに変えてあげたわ」

「え？」

　するとどこからともなく、

「おい、コラ──っ!?　これはいくらなんでもひどすぎるだろう!?　誰だれにも見えないじゃないか！」

「顕けん微び鏡きようなら大だい丈じよう夫ぶよ」

「ふざけるな！　今に見ていろ！　我をこんな姿にしたことを必ず後こう悔かいさせて──」

　その言葉をフルールが言い終わるより先に、イリスは取り出したスプレーをフルールに向けて発はつ射しやした。

　プシュー。

　白い煙けむりがこれでもかというほど吹ふきかけられ、イリスの周りが白く染そまる。その光景を黙って神名とナギは見つめた。イリスの発射する白い煙はどこか神しん秘ぴ的で……どこか悪あく魔まを連想させた……。

　よく見るとスプレーの表面にはでかでかと『殺虫スプレー』と書かれている。

「ふぅ……これで彼も次の輪りん廻ねに逝ゆけたでしょう」

　死天使長は満まん身しんに笑みを浮かべながら、にこやかにそう言った。

「鬼おにだ……」

「だから言ったじゃないですかぁ……」

　イリスの笑みに背せ筋すじが凍こおる思いをしながら神名は小さく呟つぶやいた。ナギはそれを肯こう定ていしながら神名と同じ感覚に耐たえる。

　イリスは手にしていた殺虫スプレーを自ら作った空間にポイッと投げ込こむと、死天使長の顔をしてナギの方へ向いた。

「ナギ、あなたには迷めい惑わくをかけたわね。フルールの消滅をもって、《ヴァールリーベ》の強ごう奪だつ計画は阻そ止しされました。あなたには引き続き、今の任にん務むにあたってもらうわ」

「あ、はい……」

　ナギが頷うなずくのを確かく認にんしてから、イリスは初めて神名と視線を合わせた。その眼がん孔こうは強い光を放っていて、神名の心に突つき刺ささりそうな感じだった。

「あなたが天倉神名ね……」

「…………」

　神名はとっさに身み構がまえてしまった。殺気はなかったが、身体からだが不思議と反はん応のうしてしまった。それを見たイリスはふっと表ひよう情じようを柔やわらかく崩くずす。

「そんなに警けい戒かいしなくてもいいわ。私はあなたの魂たましいまで狩かりにきたわけじゃない……今のところはね」

「…………」

　それでも神名には警戒心を解とくことはできなかった。イリスは諦あきらめたように苦く笑しようするとナギの方へ視線を戻もどした。

「それじゃ、私は帰るわ。頑がん張ばりなさい、ナギ」

「は、はい！」

　イリスはナギにそう告げると背中から白い翼つばさを広げた。ふわりと浮き上がった彼女はそのまま飛んでいくのかと思うと、空へ溶とけ込むようにしてその場から消えた。

「あれがお前の上司か……」

　イリスの消えた空を見上げながら、神名は確たしかめるように呟く。

「はい。私たち死神をまとめる死天使長の座ざにいる人です」
















「そうか……」

　神名は彼女から一いつ瞬しゆんだけ感じた力の気配にふと思った。

（もし、あいつと戦うことになったら、一ひと筋すじ縄なわじゃいかないな……）

　それほどまでに彼女から感じた力は強大だった。さすが死天使長といったところか……。

　神名はくるりと向きを変えてその場を後にしようとした。

「天倉さん、ちょっと待ってくださいよ！　もう戻るんですか？」

「ああ。時計を見てみろ、もう昼休みは終わってるぞ？」

　時じ刻こくは十二時五十二分。どうやら鐘かねが鳴った直後のようだ。

「ええっ!?　ほ、本当だ！　もう、一時になるじゃないですか！」

「授じゆ業ぎようはサボっちゃダメなんだよなー？」

「うぅ……それは……」

　ガクッと肩かたを落としたナギを見て、神名は苦笑しながら足を進ませた。もう用事はないと思っていた神名に、ナギは再ふたたび声をかけ彼を引きとめた。

「あ、天倉さん！　待ってくださいよ！」

「ん？　まだ何かあるのか？」

「ええっと……」

　するとナギは少し躊ちゆう躇ちよしながらも、聞きたいことがある、と口を開いた。

「あのですね……さっき言っていた天倉さんの『やりたいこと』って何なんですか？」

「は？　なんだ、そんなの聞いてどうするんだ？」

「いいじゃないですか。教えてくださいよ」

「…………」

　すると神名は珍めずらしく真ま面じ目めな顔を見せた。何か深く考えていることがあるのか、その表情は真しん剣けんだ……だが、それも一瞬のことで、彼はいつもの顔に戻ってはっきりこう言った。

「それはだな……世界一周旅行だ。世界中にある珍ちん味みを一度は味わってみたいという壮そう大だいな計画だぞ」

「え、え？　そ、そうなんですか？」

「うむ。まぁ、俺おれの舌したを唸うならせる食べ物はそうそうないがな……」

　神名は腕うでを組んで世界中の珍味を思い浮うかべる。自分の知らない食べ物なんていくらでもある。世界は広いのできっと自分を満足させるものがあるだろう。

　するとナギは眉まゆをひそめ、もう一つ聞いてみた。

「……じゃあ『やらなくてはならないこと』っていうのは……？」

「無む論ろん、宝くじで一等を当てることだ。年末の宝くじは惜おしくもハズレだったからな。今度こそ一等を当てて豪ごう遊ゆう生活をするのだ」

　神名はかなり本気なようで、不ふ敵てきな笑えみを浮うかべながら自じ慢まんげに答えた。

　その言葉にナギの表情が急に不ふ機き嫌げんそうになる。

「天倉さん、私は真面目に聞いているんですよ？」

「俺だって本気だぞ」

　そう言うとナギはますます機嫌を損そこねたようで、神名を睨にらむように視し線せんを向けてきたが……唐とう突とつに彼女は悲しそうに表情を変えた。

「？」

　理由がわからず、神名は戸と惑まどった。てっきり怒ど鳴なってくるだろうと思っていたので、いつものように軽くあしらうつもりだったのだが……。

　ナギは神名の眼めを真まっ直すぐ見て、静かに言った。

「天倉さん……そんな無む駄だな生き方でいいんですか？」

　彼女は不思議なことを言った。

　ナギは自分を殺すためにいる死神だというのに。

「……俺を殺そうとしてるお前に言えた台詞せりふじゃないだろ」

「だから、ですよ……私は天倉さんを殺さないといけません。だから、せめて生きている間に天倉さんには──」

「俺は死なないし、これは俺の命だ。俺がどういうふうに使おうと勝手だろ」

「それはそうですけど……」

　ナギはその表情を曇くもらせたまま、少しだけ空を見上げた。神名がやっと聞こえるほどのほとんど消えそうな声で、彼女は言葉を続ける。

「──生きるって大切なことなんですよ……今の私にとっても……」

「…………」

　神名にとって思いがけない言葉を彼女は言った。どこか悲しそうな眼まな差ざしのナギの横顔から神名は眼を逸そらす。

「わかってるよ、そんなことは……」

「！　わかってませんよ！　今の天倉さんは無駄に生きているようなものじゃないですかっ!?」

「死神のお前に、俺の何がわかるっていうんだ!?」

　ナギの強い口調に、思わず神名の口調も強くなる。

「お前も言ってたよな？　自分にもやりたいこと、やらなくちゃならないことがあるって。どうせ、それも大したことないんだろ？」

「わ、私は──っ！」

　すると彼女はまた身を小さくして、

「私だって……本当は……」

　それきり、彼女は黙だまってしまった。このままでは結局、彼女が何を言いたいのかはっきりしない。

「お前は何が言いたいんだ？」

「もう、いいです！　天倉さんの勝手にしてください！」

「お、おい！」

　話の続きを聞こうと神名はナギを引きとめようと手を伸のばしたが、彼女はその制せい止しを振ふり切って校こう舎しやの方へ走っていってしまった。

　神名はそれを追いかけることもせず、差し出した手をゆっくり下ろした。

「何なんだ……あいつ……」

　突とつ然ぜん、質しつ問もんしてきて、怒おこって、悲しそうな表ひよう情じようを見せ、こちらの制止も聞かずにどこかへ行ってしまった……。

　神名はナギが気き絶ぜつさせた祐司を放っておくわけにもいかず、頬ほおをペシペシ叩たたいて彼を起こす。祐司は「う……うぅ？」とぼんやり目を開く。

　それを苦く笑しようしながら確かく認にんして、神名はナギの走り去った方を向く。

「本当は……何なんだよ……」

　ナギが言いかけた言葉。

　どんなに考えてもその先はわからず、神名は深く考えるのをやめた。




　　　　〇




　それから神名が教室へ戻もどると、授じゆ業ぎようが始まるというのにナギの姿すがたはなかった。

　何をやっているんだ……そう思いながらも、神名は授業の準じゆん備びをする。

　放課後、神名は自分の荷物をまとめて家に帰ろうとして──ふと、気づいた。

　ナギの机つくえは中身も空っぽで、鞄かばんも掛かかっていない──どうやら授業が始まる前に荷物をまとめ、先に帰っていたらしい。

「ふん……」

　神名は踵きびすを返して教室を出た。

　一人で家に帰るのはなんだか久ひさしぶりのように思える。バイトもなく、神名は一直線に家へと帰った。だが、神名が帰き宅たくすると家の中に人の気配はなく、先に帰ったはずのナギはそこにいなかった。

「…………」

　今のナギはお金も持っていないし、泊とまる場所もない。

　どうせ放っておいても、お腹なかがすいたら帰ってくるだろう、神名はそう思ってリビングのテレビを点つけた。

　このまま待たされたら自分も腹が減へる……たまには自分が作って、彼女に食べてもらうのも悪くないな……と、そう思って珍めずらしく神名はキッチンに立った。

　しかし、結局その日──彼女は家に戻っては来なかった……。







　報ほう告こく書しよ・４　それでも私たちは──







　ナギが帰ってこなかった日の翌よく日じつ。

　神じん名ながいつものように登校すると、彼女は自分の机つくえに座すわっていた。何事もなかったように座っているナギを見て、神名は少し躊躇ためらったが声をかけた。

「……よっ」

「…………」

　だがナギは神名の言葉が聞こえていないかのように、ずっと前を向いたまま視し線せんを動かさなかった。仕方なく神名は自分の席──彼女の前に座った。

　そのままナギとは一いつ切さい会話をすることもなく、ホームルーム、午前の授じゆ業ぎようと終わってしまった。昼休みになり、神名は後ろを振ふり返る。ここ最近の二人ならば、決まってすぐに売店へ走っていたところだが、ナギは一人で教室を出て行ってしまった。

　すっと神名も立ち上がり、教室を出る。

　ナギが前を、神名が後ろを歩く。

「……ついてこないでください」

　歩きながらナギは後ろの神名に向かってそう言った。

「俺もそっちへ行くんだ……昼飯は？」

「……天倉さんには関係ありません。それより、いつまでついてくるんですか？」

「俺は売店に向かっている途と中ちゆうだ。その道みち筋すじにお前がいるんだろ」

「……そうですか。じゃあ、私はこっちに行きます」

　売店は食堂と共に別館に作られている。二人はそちらに向かっていたはずだが、ナギはそう言ってほとんど逆ぎやくの方向を指差した。

「売店に行くんじゃなかったのか？」

「そんなこと一言も言っていません」

「じゃあ、どうするんだ？　弁べん当とうを持ってきているわけじゃないだろ？」

　するとナギは明らかに怒いかりの表ひよう情じようを浮うかべて、

「しつこいです！　天あま倉くらさんには関係ないって何度言わせるんですか!?」

「……何も食べないのか？」

「もう放っておいてください！」

　ナギは思わずベルを右手で呼よび出して思いっきり神名へ投げつけた。一いつ瞬しゆん、驚おどろいた神名だったが、持ち前の反はん射しや神しん経けいでベルを受け止める。ベルを投げつけた彼女は走ってその場からいなくなってしまった。

　これ以上は何を言っても無む駄だだろうと、神名も追うのを諦あきらめる。

『……周まわりに投げつけるものがないからって、なにも私を投げなくても……』

　投げつけられたベルが少し不満気に神名へ愚ぐ痴ちをこぼした。まぁ、もっともだ。

『──死神が自分の鎌かまを他人に投げつけて、どこかに行ってしまうなど前代未み聞もんだぞ？』

「だろうな……仕方ない、今日は一人で食べるか」

『おーい、先に私をナギに返せよ』

「まぁ、たまにはいいだろ。今日は俺に付き合え」

　神名はそのまま売店へ向かい、パンと飲み物を買って屋上へ上がることにした。

　ちなみにベルは自分と契けい約やくしているわけではないので、《エカルラート》のようにしまうことができず、神名はそのまま堂々と持ち歩くことにした。傍はたから見ると明らかにおかしいが、こういうときは堂々としていれば意外に周りも「なんだ、あれ？」程てい度どにしか思わないものだ。

　一いち応おう、教きよう師しに見られるとマズイので、それだけは避さけるようにして屋上へ到とう着ちやくした。

　冬の空はいつも通り。乾かわいた空気だが、同時に澄すんだ空気が頭上に広がっている。神名はグラウンドが見下ろせる場所に座るとベルを傍かたわらに置き、さっそくパンの袋ふくろを開けた。

「やぁ、神名」

　一口目を口に入れたところで、どこからともなく親友はやってきた。

「……いつも唐とう突とつに現あらわれるよな、お前は」

「神出鬼き没ぼつが僕ぼくのモットーだからね」

　気配もなくやってきた祐ゆう司じは、そのまま神名の隣となりにやってきて同じように売店で買ったパンを食べ始めた。彼は何も言わずにパンを一つ食べ終えてから、一いつ緒しよに買ってきた野菜ジュースの紙パックにストローを刺さす。

　会話もなく、二人はグラウンドの方を向いてもくもくと昼食を食べ続ける。だが、神名にも祐司にも違い和わ感などなく、むしろこれが普ふ通つうといった感じだ。

　ナギが来てから昼休みは毎日バタバタしていたが、彼女が来る前まではこんな静かな昼食が彼らの日課だった。もちろんずっと黙だまっているわけではない。少し話してパンを食べ、少し話してぼぉーっとする……大たい抵てい、沈ちん黙もくを破やぶるのは祐司の方からだ。

「──そういえば、喧けん嘩かでもしたのかい？」

　例外なく、今日も先に口を開いたのは祐司だった。

「……何のことだよ？」
















　惚とぼけるように神名は視し線せんを逸そらし、パンに齧かじり付く。

　クラスメートに気付かれないようにと、二人は割わりと自然体でいたつもりだったが、勘かんの良い祐司は何となく気付いていたようだ。

「隠かくさなくてもいいだろう？　風ふう流りゆうさんとだよ。なんだか朝からあんまり話してないみたいだったからね」

「……関係ないだろ」

　神名の視線はグラウンドを見下ろしたままだ。祐司は「ふぅ……」と溜ため息いきをつくしかない。

「……まぁ、君たちの問題だしね。確たしかに僕は関係ないけど……話し相手にはなれると思うよ？」

　だが神名は何も言わずにもくもくとパンを口に運ぶ。

　それを見た祐司は微かすかに苦く笑しようした。同時にそれ以上、彼に何も言わない。もともと無理に聞き出すつもりもないし、話したくないのであればそれでいいと祐司は思っている。神名が自分のことをあまり話さないこともよく知っているからだ。

　だが、少しだけ間を置いて、珍めずらしく神名はぽつりと聞いてきた。

「なぁ、祐司……」

「ん？　なんだい？」

　少し照れくさいのか、神名は視線を合わせることなく静かに問う。

「……例えば、だ……例えばお前は死ぬはずだったって……本当は死んでいたはずだったって言われたら……お前はどうする？」

　難むずかしい質しつ問もんだと、神名は自分で問い掛かけてそう思った。

　運命なんて誰だれにもわからない。死ぬはずだったと──普ふ通つうならば、そんなことがわかるはずもないのだから。

　しかし予想に反して祐司はすぐに答えを出した。

「そうだね……僕はどうもしないよ」

　予想外の答えに神名は祐司の方へ顔を戻もどした。

「は？　なんでだよ？　驚おどろくだろ、普通……」

「そうだね……でも、それだけだよ。それに──」

　祐司は持っていたジュースをその場に置き、言葉に出すのを少しだけ躊躇ためらいながら神名を見た。

「死ぬはずだった──なんて、僕たちには今いま更さらじゃないか……」

『っ？』

　傍かたわらにいたベルがその言葉に驚くのを、すっと神名が抑おさえる。

「……ああ、そうだな……」

「そうだよ……死ぬはずだった……だった、から今は生きているんだ、僕たちは。その分だけ生きる義ぎ務むが僕たちにはある……」

　誰にでもなく、自分自身に言い聞かせるように祐司はそう言った。彼がそんな考えを持っているのには理由がある。それは神名も同じ。

「そうだな……俺おれたちは千ち夏なつ姉さんの分も、生きていかなきゃならない……」

「うん」

　どこかを見つめる祐司の視線の先を、神名も追う。

　神名のやりたいこと、やらなくてはならないこと。それは世界を一周することではなく宝くじを当てることでもない……。

　神名はふと昔のことを思い出す。お金が足りなくて、千夏姉さんの誕たん生じよう日びにたいしたものが買えなかったときのことだ。

「お姉ちゃんにこれあげる」

　貯ためたお金で買えたのは安物の指輪だった。

「ごめん……本当はもっといいものあげるつもりだったんだけど……」

　それでも神名には精せい一いつ杯ぱいの贈おくり物もの──それは彼女にもわかっていた。

「ううん、嬉うれしい」

　彼女は神名に向かって微笑ほほえんだ。その笑え顔がおを見るのが神名は大好きで、もっと見たいとも思った。

「ありがとう、神名くん」

「うん、今度は絶ぜつ対たい、ダイヤの指輪をプレゼントするよ！」

　そう言うと彼女は一いつ瞬しゆん、驚いたような顔をして、照れるように微笑んだ。

　彼女がまだ生きていた頃ころ……五年前の事だった……。

　真しん剣けんな表ひよう情じようだった祐司はいつもの顔に戻り、神名の方を向いて言った。

「結局さ、神名は今まで通りでいいんじゃないのかな？」

「むぅ……」

「──何だい？　そんなことで彼女と喧嘩したのかい？」

「それは関係ないだろ」

「そうだったね」

　祐司は笑いながら次のパンを手に取る。

　神名は食べ終わってしまったのでお茶を片かた手てに立ち上がった。昼休みはまだ半分以上も残っていて、グラウンドでは何人かの生徒がサッカーをやっていた。

　それを見ながら神名は思う……彼らの中の何人が、今まで『生きることの大切さ』を考えたことがあるだろう。おそらく真剣に考えたことのある奴やつは少ないはずだ。

　──生きることって大切なんですよ──

　ナギが自分に言った言葉。その意味がわかっても、彼女の真意はわからない。

「──そういえばさ、神名……」

「ん？」

　祐司が後ろから声をかけてくる。

「さっきの話の逆ぎやく──っていうのはどうなんだろうね？」

「……逆？」

　祐司の言っている意味もわからなくなって、神名はとりあえず聞き返した。

　彼は何気なく、パンを食べながら続ける。

「そう。死ぬはずだった人がいるなら、その逆も──生きるはずだった人というのはいないのかな？」

「……それってもうすでに死んでいる人ってことになるのか？」

　死ぬはずだった──だったが生きている。

　その逆ということは、生きるはずだった──だったが死んでしまったということになる。

「ん？　ああ、そうか、そうなるね……。それじゃ意味がないね……死んでしまったら、自分が死んだことさえわからないんだから……」

「…………」

「だとすると、『死ぬはずだった人』っていうのは幸せなのかもしれないね……」

「？　どこがだよ……？」

「だって『死ぬはずだった人』は結局、生きている。生きていて良かったと思うこともできるし、未来だって見つめることができる。でも『生きるはずだった人』に未来はない。死んでしまって──もうすべてが終わってしまっているんだから……」

「…………」

「たとえ『生きるはずだった人』が死んだ後に考えたり思ったりすることができたとしても、夢ゆめや希望を抱かかえたまま、過か去こを振ふり返ることしかできない……」

　そう言われてみれば、そうかもしれない。

　だが祐司が考えているほど、『死ぬはずだった人』も幸せではなさそうだ。自分のことを振り返ってみてもそう思える。

「でもさ、神名。結局、人は死んだらどうなるのかな？　やっぱり『無に還かえる』っていうのが有力かな？　それとも輪りん廻ね転てん生しよう？」

「……わかんねーよ、俺には」

「まぁ、人であるかぎり一生考えたってわからない問題だよね」

　祐司は自分で変なことを言ったと笑い、昼食を再さい開かいした。

　だが神名には祐司の言葉がどこか引っかかった。

　死ぬはずだった人間と、生きるはずだった人間。

　生きている者と、死んでしまった者。

　そして──生きることって大切なんですよ──ナギが自分に言った言葉。

「……そうか……」

　神名は唐とう突とつに気がついた。

「──そうか……あいつは……」

　天使と死神。

　神名はどこか納なつ得とくした表ひよう情じようで、静かで青い冬の空を見上げた。
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　学校の授じゆ業ぎようが終わり、日も傾かたむいた頃ころ。

　ナギは一人の少女と歩いていた。

　外側に向けて跳はねた髪かみは肩かた口ぐちまで伸のびていて、彼女の横顔は凜りんとして──いや、無表情ともとれる不思議な横顔をしていた。だが、そんな彼女はクラスの誰もが信しん頼らいしている学級代表だった。

「……今日も家には帰らないおつもりですか、凪なぎさん？」

　こちらに振り向きながら彼女──芹せり沢ざわサラはナギにそう聞いた。

　ナギは少し躊躇ためらいながら小さな声で答える。

「そ、その……できれば……」

「……仕方がありませんね」

　昨夜、神名の家に帰らなかったナギは、偶ぐう然ぜん出会ったサラの家に泊とめてもらっていた。

「帰る場所がない」とサラに話したとき、彼女は驚おどろきもせず理由も聞かずに、ただ少しだけ考えて「では、私の家に来ませんか？」と言ってくれた。その厚こう意いに甘あまえさせてもらったナギだが、

「……あの、やっぱり迷めい惑わくですか？　二日も続けて、私みたいなのが芹沢さんの家に泊まりに行くのは……」

　ナギが地上に降おりてきて、まだ六日。サラとは何度か話をしたものの、彼女の家に泊まりにいくほど仲が良くなったわけでもない。

　だがサラはナギの言葉を否ひ定ていするように静かに言った。

「ナギさん、私のことはサラでいいと言ったはずです。それに……これでも私は、あなたが泊まりに来てくれることを嬉うれしく思っているんですよ？」

　普ふ段だんは無表情の彼女が、ふっと笑ったように見えた。

「え、ほんとに？」

「はい。私の両親も喜びますし」

「う、うん……」

　昨日の夜、サラの家に着くと彼女から両親を紹しよう介かいされたのだが、サラの両親はそろってニコニコした笑え顔がおでナギを迎むかえてくれた。夕飯と着き替がえもすぐに用意してくれて、ほとんど至いたれり尽つくせりだった。

「優やさしいお父さんとお母さんですね……なんだかすごく若わかく見えましたし」

「気のせいです。それより……二日連続で私の家に泊まるのなら、一つだけ聞かせてください」

「あ……そ、その……何ですか？」

　聞かれることはなんとなく想そう像ぞうできたが、あえてナギは自分から口にはしなかった。サラも少し迷まよったようだが、聞かなくてはわからないので続ける。

「……あなたが家に帰らない理由です」

「…………」

「あなたが彼の家に住んでいるという時点で、いろいろと問題があるように思えますが……今はそれよりも、あなたのことが気になります。やはり、天倉君との喧けん嘩かが理由なのですか？」

「う……そう……いうことになると思います……」

　ナギはそのときの情景を振ふり返ってみる。

　彼のやりたいこと、やらなくてはならないこと──その答えに納得がいかなかったナギは神名と口こう論ろんになって……今もそのままだ。

「原げん因いんは何です？　彼と喧嘩をしたままというわけにもいかないでしょう……」

「…………」

　神名と喧嘩をしたまま……いや、かえってその方が良いのかもしれない。結局、自分は神名を殺すしかないのだ。仲直りしてもそれが変わるわけではない。

「──いいんです。きっと天倉さんだって、私のことなんか気にしていません。それに私にとっても、彼にとっても、今の状じよう況きようはプラスになるはずなんです……」

　いっそのこと、憎にくしみに近い感情を持ってもらったほうがお互たがいやりやすいはずだ。その方が気き兼がねなく鎌かまを振り下ろせる……。

　そんなナギの態たい度どに、サラは溜ため息いきをついてこう言った。

「天倉君なら、昨日の夜に電話してきました」

「え……」

　サラの言葉にナギはハッとなって顔を上げた。

「……あなたが家に帰ってこないから……あなたの行きそうな場所を捜さがしたけれど、どこにもいない……何か知らないか、と」

「天倉さんが？」

「……彼には私の家にいるから心配ないと伝えておきました。『だったらいい』と、それだけ言って、彼の電話は一方的に切れてしまいましたが……」

「…………」

　神名が自分を捜してくれていた……普段の彼なら絶ぜつ対たいにそんなことはしないとナギは思っていた。それだけに彼の行動はナギを驚かせた。

「……天倉君はあなたを心配していたのではないのですか？」

　確たしかにそうかもしれない。だが、それでも……。

「……私は天倉さんに、生きることの大切さを知って欲ほしかっただけなんです……」

　ナギは静かに本心をサラに明かした。

　このままいけば彼の終しゆう焉えんは近い。自分は死神で彼を殺す立場だが、生きている間はその命を無む駄だにして欲しくないとナギは思っている。もちろん自分勝手な思いだということも十分に承しよう知ちしてはいるが……。

　喧嘩の原因は、生きることの大切さ……突とつ拍ぴよう子しもない話に、サラは眉まゆをひそめるだろうとナギは思ったが、意外にも彼女は普ふ段だん通りだった。

「では、彼が……何も考えず、無駄に今を生きている、と？」

「……天倉さんはいい加か減げんなんです……いつもお金の話ばかりで……世界一周だとか、宝くじを当てないといけないだとか……まるで行き当たりばったりで生きているようにしか思えません……」

　神名は死ぬはずだったと聞かされても何も変わらなかった。これから死ぬ運命にあるなど微み塵じんも思っていないようで、ナギの話もなかなかまともに聞いてはくれない。

　ナギは怒おこっているのか悲しんでいるのかわからない、不思議な表ひよう情じようで真まっ直すぐにサラを見つめた。

「その日をただ生きる。生きて……ただ、それだけ。それが私には納なつ得とくできません。同じ日は二度とやってこないのに……天倉さんは何事もなく、ただ生きてるだけなんです……」

　その言葉にサラはすっと目を閉とじた。

「……本当にそうでしょうか？」

「え？」

「……彼は……あなたが思っている以上に、今を大切に生きている人だと思いますよ？」

「今の……天倉さんが？」

　俄にわかには信じられないという表情でナギはサラに聞き返した。

　サラは立ち止まっていた足を進ませる。

「はい。彼には──いえ、それ以上は私の口からは言えません……私もあまり詳くわしく知っているわけではありませんし……もう一度、彼と話してみてはどうですか？」

「……私は……」

　サラの言葉が本当なら──。神名に向けて「あなたは無駄に生きている」と告げた自分を思い出し、ナギはひどく後こう悔かいした。

　自分は彼のことを何も知らないまま、ただ彼の表面だけを見ていたのではないだろうか？　もしそうだとしたら、彼に謝あやまらなくてはならないとナギは思った。

　だが、それと同時に神名を殺さなくてはならない自分がいる……。

「……ごめんなさい……天倉さん……」

　誰にも聞こえない小さな声で、ナギは静かに謝った。

　それは今までの彼への謝しや罪ざいだったのか、それともこれから起こることに対する彼への謝罪だったのか……。

　ナギは神名も同じ空を見上げているとは知らず、ただ無む意い識しきに空を見上げていた……。
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　翌よく日じつ。

　神名が一人、学校へ登校すると、ナギは教室にはいなかった。

　遅おくれてやってくるのかと彼女を待ってみるが、ホームルームが始まってもナギは姿すがたを現あらわさない……。

　ナギと出会って、今日でちょうど一週間。このまま気まずい雰ふん囲い気きでいるのは正直言って嫌いやだった。とにかく話をしないと何も前へ進まない。

（何をやっているんだ、あいつは……）

　そんなふうに思っていると、授じゆ業ぎようが始まる前にサラが神名の机つくえの前にやってきた。

「……あなたに」

　彼女はそう言ってすっと小さな紙切れを手て渡わたしてきた。

「……芹沢さん……あいつは？」

「──その答えはそこに」

　彼女の視し線せんが渡された紙を示しめす。自分からは何も言わないつもりなのか、サラはそれだけ言ってスタスタと自分の席に戻もどっていく。

　神名は適てき当とうに折られた小さな紙切れを広げた。そこには文が一行。

　──夕方、あなたと初めて会った場所で待っています──

　と書かれていた。差出人はサラに聞くまでもない。

　初めて出会った場所……バイトの帰りに通る大きな公園だ。自分はそこで一度死にかけて、空から舞まい降おりた彼女に命を救われた。

　だが、今回はその逆ぎやくになるかもしれない。

「……待っています、か……」

「来てください」ではなく「待っています」という言葉。

　神名には《公園に行かない》という選せん択たく肢しがある。しかし、何な故ぜかこの一行の文を見て神名にそんな気はなくなった。

　行かなくてはならない。

　自分を殺すために待つ、彼女の所に……。
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　冬の空で早くも日が傾かたむき始める頃ころ、ナギは公園の広場へやってきた。

　神名には夕方と言って正せい確かくな時間を指定しなかったが、その場所にはすでに彼がいた。

　いつもならば学校から下校し始める時間帯だが、神名は私し服ふくに着き替がえてナギが来るのを待っていた。

「遅おそいぞ」

　片かた手てにナギが投げつけたベルを抱かかえ、神名はデートの約束でもしていたような口調でそう言った。

　待っているのは自分のはずだったナギは少しきょとんとして彼を見つめる。

「天倉さん……学校はどうしたんですか？」

「……午後は欠席だ」

「え？」

「お前がちゃんと時間を書かないからだろ。夕方だけじゃ、いつ来ればいいのか分からないじゃないか」

　その言葉にナギは苦く笑しようした。彼には初めから「ここへは来ない」という選択肢が抜ぬけている。

「……皆かい勤きん賞しようは良かったんですか？」

「芹沢さんがな……今日は特別だそうだ」

　神名は学校を出ようとして彼女から言われた言葉を思い出す。「今回だけです」と念を押おされたが、それでも感かん謝しやの一言に尽つきる。

「──それに、早く来ないと時間が足らないだろ……？」

　時じ刻こくは四時ちょうど。魂たましいの管理局が開いているのは五時まで──つまり、あと一時間しか残されていないはずだ。

「まぁ……明日もあるけどな」

「あ、そのことなんですけど……今日の管理局は一年に一回の強きよう制せい残業の日なので、時間はまだあるんですよ」

　神名はたっぷり迷まよってから、

「なんだそれ？」

　思いっきり聞き返した。

「だから、強制的に残業させられるんです。遅おくれ気味の仕事を一気に終わらせようってことと、普ふ段だんから気ままな部下たちをまとめ上げる、上司のストレス解かい消しようのためという不思議で意味不明なイベントなのです」

「……確たしかに不思議で意味わからんイベントだな。というか、それのどこで上司がストレス解消できるんだ？」

「このイベントはヒラ社員だけが対象なんですよ。係長クラスから上は午後からお休みで、上司の皆みなさんは『貴き様さまらは頑がん張ばって仕事してくれたまえ！』と言って早々に帰き宅たくすることでストレスを──」

「アホだろ。お前んとこの管理局」

「うっ、私の第十三死天使機関と管理局は別ですよ！」

　ナギは強く神名の言葉を否ひ定ていしてから、すっと真顔に戻もどった。

「……でも、時間がないのは確かです」

「？　管理局は残業なんだろ？」

「……天倉さん、私の任にん務むには一週間という期き限げんがあるんです……」

「一週間──」

「はい。つまり、期限は明日の〇時まで──それまで生き残れば、天倉さんの勝ちです……」

「…………」

　神名は何も言わず、ナギの眼めを見る。

　今からの結果がどうであれ、すべてが今日で終わるということだ。それは喜ぶべきだったはずだが、何故か神名は素す直なおに喜べなかった……。

「一つ、聞かせてくれ」

「……なんですか？」

「お前は……何なんだ？」

「……私は死神で──」

「そうじゃない。そういうことじゃないんだ。その死神って……何なんだ？」

　その根本的な質しつ問もんにナギは意外そうな顔して……迷うような笑えみを浮うかべた。

「気付いたんですか？」

「……お前の言葉と、祐司と話していて思ったんだ。お前も……ソウル・イレギュラーだったんじゃないかって……」

「…………」

　ソウル・イレギュラーとは正せい常じような輪りん廻ねから外れた者のことを言う。神名のように『死ぬはずだった』が生きている者たちのこと。そして──

『かまわないだろう、ナギ。こいつはすでに確かく信しんしているんだ……』

　神名の手の上からベルがナギに向かって話す。

　ベルの言おうとしていることにナギも静かに頷うなずいた。

『……神名、お前の言う通り……ナギはソウル・イレギュラーだ……』

　神名は少し驚おどろきはしたもの、自分の推すい測そくが間ま違ちがっていなかったことを再さい確かく認にんした。

「……ただし俺おれとは逆ぎやくの……なんだろ？」

『……話が早いな。お前の親友、確か祐司とかいったか……なかなか良い発想ができる奴やつだな』

「じゃあ、やっぱりいるんだな……『生きるはずだった』人間っていうのが……」

　神名はナギに向かってそう言った。

　彼女は胸むねの前でぎゅっと手を握にぎりながら、ゆっくりと教えてくれた。

「……予定外の死。まだ『生きるはずだった』人が正常な輪廻から外れると、ソウル・イレギュラーとなります……ただ、ここからが神名さんとは違って、『生きるはずだった』その人は、地上で過すごすはずだった残りの年月を別の形で与あたえられます。それが──」

　すっとナギは自分の背せから翼つばさを出しゆつ現げんさせた。

「──天使という存そん在ざいです」

　空を包むかのように広がる美しい羽。その姿すがたは見る者を魅み了りようする。

　そして、それは人ではない彼女の存在を証しよう明めいする証あかし。

「でも、天使となった存在は空から地上にいる人々を見守ることしかできません。地上への干かん渉しようは完全に禁きんじられています……ただ一つ、《死神》という例外を除のぞいて……」

　ナギは翼を消し、代わりに一いつ瞬しゆんだけ身体を光らせると、第十三死天使機関の制せい服ふく──白い死神の衣い装しようをまとった。

「死神にはいくつかの特とつ権けんがあります。一つは地上への行き来が自由であること……これは基き本ほん的に任務遂すい行こうの妨さまたげにならないようにという理由と、ソウル・イレギュラーの発生を未然に防ふせぐことが可か能のうな状じよう況きように遭そう遇ぐうした場合、即そく座ざに対たい応おうできるようにという理由からです……」

『──二つ目は制限があるものの、地上への干渉が可能であること……まぁ、これも基本的には任務がやりやすいようにするためだな』

　ナギの言葉にベルが続けた。

　天使は人間への接せつ触しよくが許ゆるされない。だが、死神はターゲットのソウル・イレギュラーに近づくためであれば、人間社会へ紛まぎれ込こむことも少なくない。干渉が可能とはそういう意味だ。

「その特権を求めて死神になる天使もいます。もちろん簡かん単たんになれるものではないけれど、私は必死になって頑がん張ばりました……」

「……なるほどな。で、お前はそんな苦労をして、どうして死神になったんだ？」

　神名が本当に聞きたいのはここからだ。

　生きることの大切さを自分に説といた彼女にはそれなりの理由があるはずだから……。

　ナギはそれを隠かくすことなく、神名と向かい合った。

「──私もその特権が欲ほしかったんです……私たち《死神》はもとより、天使には人だった頃ころの記き憶おくがほとんどありません」

　ナギは話を続けながら、自分の中にある微かすかな記憶を思い浮かべてみる。

　自分は子こ供どもの頃、どんなふうだったか？

　昔の自分は今と変わらなかっただろうか？

　そんなことさえ思い出せず、記憶の中には小さな断だん片ぺんしか残っていない。

「天使になり、人だった頃の記憶があると、そのときの思い出や夢ゆめ、家族、大切なもの、大切な人……それを想おもって辛つらくなるから……でも、完全に消えてしまうわけじゃないんです。私の中にも、人だった頃、私に向かって微笑ほほえんでくれた人の記憶が微かにある……」

　ぼんやりと浮かぶ笑顔。

「その笑顔を思い出すと心が暖あたたかくなるんです。落ち着くというか……懐なつかしいというか……嬉うれしくなるんです──でも、それが誰だれだったか思い出せない……」

　そう告げる彼女は辛そうだった。

「そして、約束……その人と交かわした、私にとっても大切な約束……」

「……約束か……どんな約束なんだ？」

　神名に向かって、悲しそうな顔で……それでも彼女は笑った。

「わからないんです。約束の内ない容ようも、相手が誰だったのかも……でも、それが大切な約束だったことは確たしかで、この強い想いがあったからこそ私は死神になることができました」

　死神を目指す天使は少なくない。だが、その死神になれるのはほんの一ひと握にぎりだ。

　強い想い……何よりもそれが必要になる。

「死神になって、地上に降おりることができれば、何か思い出すことができるかもしれないと私は思いました……でも、天倉さんから見れば滑こつ稽けいに映うつるかもしれませんね……私は死んでも尚なお、生きていた頃の幻げん影えいを追っている。そのために死神になったんですから……」

　死んでしまったナギがいくら死神になり、地上に降りて《それ》に近づいたとしても、追い求めていたものにたどり着けるとは限かぎらない……。

『死ぬ』とはそういうことだ。

　ナギの話を聞いた神名は彼女をじっと見つめていた。彼にはナギが滑稽に見えることもないし、あざ笑うつもりもない。

　ただ、神名はナギに謝あやまった。

「……悪かったな……お前のこと、ちっとも知ろうとしなくて」

　ナギは任にん務むに失敗して、チョコレート・パフェにされるのが嫌いやなのだろうと──いや、もちろんそれも嫌だろうが、彼女が死神である理由にそんな深い意味があるとは考えてもみなかった。

　謝られるとは思っていなかったナギは、神名の表ひよう情じようを見て首を横に振ふった。

「いいえ。私も……天倉さんのことを誤ご解かいしていたみたいですから……」

「……芹沢さんから何か聞いたのか？」

　ナギが突とつ然ぜん、謝ってきたので、神名はすぐにサラのことを思い浮うかべた。

　サラは神名のバイト先である花屋の常じよう連れん客だ。ふとしたことから、彼女には自分の昔のことを少しだけ話したことがある……。

『神名……お前の生きる理由とやらを、教えてはくれないか？』

「…………」

　ベルは神名の隣となりで祐司との話を聞いていた。

　それはわかる者にしかわからない会話だったが、それが彼らにとって重要なものであったことは確かだった。

「……子供の頃から……祐司とはよく遊んでた……」

　神名は片かた手てをポケットに突つっ込み、ナギとベルに言い聞かせるように話し始めた。

「──祐司に姉さんがいるのは話したよな？　千夏さんっていうんだけど……俺たちは小学生のガキんちょで、千夏姉さんだけ五歳さいも離はなれた年上で──でも、千夏姉さんは俺たちとよく遊んでくれてた……」

　ナギとは違ちがい、その頃の記憶は鮮せん明めいに残っている。

　いたずら好きの神名と、それに悪乗りする祐司。そして二人を慌あわてた表情で止めに入る千夏……。

「千夏姉さんは優やさしくて、俺たちの面めん倒どうをいつも見てくれてたけど……あんまり身体からだが丈じよう夫ぶな人じゃなかった……。ある日、俺と祐司がふざけて工事現げん場ばに遊びに入ったんだ。千夏姉さんは危あぶないって止めたけど、俺たちは遊ぶことで頭がいっぱいだった……立ち入り禁きん止しの工事現場で走り回って、いろんなものを触さわって……そのとき……立てかけてあった鉄てつ骨こつが倒たおれてきたんだ。俺と祐司は下した敷じきになりそうになった……」

　倒れてくる鉄骨。

　それは大人でも耐たえられるものではなかった。それが神名と祐司の上に倒れてきたとき、横から彼女は現あらわれた。

「……気がついたら俺と祐司は鉄骨と地面の間にいた……でも、苦しくはなかったんだ。千夏姉さんが身体を張はって、隙すき間まを作ってくれてたから……」

　日曜日の昼時。鉄骨の下敷きになった三人に気付いてくれる者はいなかった。

「千夏姉さんは『私が支ささえている間に早く外に出なさい』って言った……俺と祐司は泣きながら地面を這はって外に出て……姉さんを助けようとしたんだ……でも──」

　そのときの千夏の顔を、神名はよく覚えている。心配しないで、と優しさに満ちた顔だった。

「でも……姉さんの体力はもう限げん界かいだった……支えていた場所から動けず、力尽つきた姉さんは……そのまま下敷きになった……」

　ぎゅっと神名は拳こぶしを握にぎった。

　そのときにどれだけ自分の行動を後こう悔かいしたことか……。彼女の言葉をちゃんと聞いていれば、こんなことにはならなかった、と……そしてその状じよう況きようで彼女を助けてやれなかった自分を激はげしく責せめた。

　だが、神名と祐司の視し界かいから彼女が消える前に、千夏はその優しい笑え顔がおのままでこう言った。

　──私の分まで、絶ぜつ対たいに生きてね？──

　神名は深くその言葉を心に刻きざみつけ、彼女に向かって頷うなずいた。

「……だから俺は生きていかなきゃならない。千夏姉さんのためにも……それが俺にできる唯ゆい一いつの償つぐないで、姉さんとの約束だから……」

　いつもとは違ちがう、強い意い志しを持った瞳ひとみがそこにあった。

　ナギはそれを見て小さく頷うなずく。

「その人のために……天倉さんは精せい一いつ杯ぱい、生きているんですね……」

　その言葉にふっと神名は笑った。自分の話はここまでだ、と──神名は目でそれを語り、再ふたたび彼女と対たい峙じする。

「最後にもう一つ。お前のやらなければならないことって何だ？」

　やりたいこと。そのために、やらなければならないこと。

　決意したナギは神名の瞳をしっかりと捉とらえて言った。

「……天倉さんを殺さなければなりません……本当の私に……近づくために」

「……そうか」

　神名は予想していた通りの返事に笑ってみせた。

　彼もまた、覚かく悟ごは決めている。

「……身勝手な私を許ゆるしてください……私は自分のためだけに……あなたを──」

「気にするな。俺も自分のために生きるんだ、お互たがい様だろ。でも……俺は死ねない」

　自分はまだ生きなければならない。たとえそのために命の奪うばい合いになろうとも、神名には死ねない理由がある。

　それはまた、ナギも同じ。

「はい。私もまだ、私自身を失いたくない……」

　ナギがチョコ・パフェにされるということは、彼女の魂たましいは強きよう制せい的に次の輪りん廻ねへ送られるということだ。そこにいるナギは魂が同じでも『ナギ』という個こ人じんは存そん在ざいしない。ナギにとって本当の意味での『死』が訪おとずれることになるのだ。

　神名はナギにベルを放り投げた。

「恨うらみっこなしだな」

　弧こを描えがいて飛んできたベルをナギは右手で受けとる。

「はい」

　ベルが淡あわく光り、ナギは慣なれた感覚で変化させる。

　神名もエカルを何もない場所から出しゆつ現げんさせ、変化を念じた。《エカルラート》は赤い光を放ち、卵たまごのような形から棒ぼう状へと姿を変すがたえる。

「行くぞ」

「はい」

『待った！　なぁ、お前たち……』

　ナギの手に握にぎられているベルが思わず口を開いた。

「なんですか、ベルちゃん？」

『……最後ぐらい、まともに変化させられないのか？』

　ベルは半分諦あきらめ、半分怒いかりの心中でスプーンになった自分と、フォークになったエカルを見ながら呟つぶやいた……。

「仕方ないだろ。俺はこいつをフォークにしかしたことないんだから」

「スプーンだって強いですよ？」

『もういい』

　ベルが完全に黙だまったところでナギは気を取り直して構かまえをとった。対する神名も《エカルラート》を構える。

　もう言葉はいらない。

　ナギはベルを両手で握り、神名に向かって突とつ撃げきした。死神の服をまとったときの彼女は本来の力を発はつ揮きできる。特にスピードは普ふ段だんの倍近い速さだ。そのスピードで繰くり出される彼女の攻こう撃げきは非ひ常じように重たいものになる。

　ベルが下から上へと振ふり上げられるのに対し、神名は叩たたき伏ふせる形でエカルを振り下ろした。パワーは神名の方が上。だが、その力に押おしきられる前にナギはベルを手前に引く。力を受け流し、神名の体たい勢せいが崩くずれたところを攻撃する。それを神名が防ふせぐ。

（こうなっては互ご角かく……か？）

　何度もぶつかる《ベル・フィナル》と《エカルラート》。

　だがベルがそう思った瞬しゆん間かん、その均きん衡こうをナギが破やぶる。

「私は負けられない……っ」

　ナギはさらに自分のスピードを上げた。その瞬間、ナギの持っていたベルが消えたように見えた。

「何っ!?」

　もちろん消えてはいない。白い軌き跡せきを残しながら高速でベルが振るわれていた。とっさに防ぼう御ぎよした神名の《エカルラート》が残ざん像ぞうに弾はじかれる。ガードのなくなった隙すきをナギは見み逃のがさなかった。スプーンの形けい態たいになっている《ベル・フィナル》は力まかせに叩き込む必要がない。触ふれさえすれば、相手の心をかき混まぜる──精せい神しん力や集中力を分散させることができるのだ。

　軽く、とん、とベルが神名の横よこ腹ばらを突つく。

「くっ!?」

　たったそれだけで、神名の方はかなり気力を奪われたようになる。

　ナギの攻撃はもちろん一撃では終わらず、次々に襲おそってきた。残像を残すような速さでベルが振るわれ、神名は持ち前の反はん射しや神しん経けいでなんとか防ぐ……避よけるのはすでに無理だ。

（これがこいつの本気か！）

　初めて見るナギの強さにぐっと歯を噛かみ締しめる。単たん純じゆんな力ではこちらの方が遥はるかに上のはずだが、彼女の異い常じようなスピードが力を拮きつ抗こうさせている。そしておそらく技ぎ量りようは彼女のほうが上だろう。

　そんなことを考えている隙に、彼女の攻撃が再び神名を捉とらえた。右足にかするように当たっただけで力が抜ぬける。実じつ際さいの体力はまだ十分にあるはずだが、それを支ささえる心に直ちよく接せつ攻撃を与あたえられているので、どうしても疲つかれを感じてしまう。

（だが、俺だってここでやられるわけにはいかないんだ！）

　神名は必死でエカルを持つ右手に力を込こめた。ナギの白い残像が神名を薙なぎ、彼はそれを振り払はらうように弾く。だが、その攻撃を凌しのいだのもつかの間、ナギは一瞬で神名の背はい後ごを取った。

（終わりです、天倉さん）

　神名の背後に立つナギ。速すぎた彼女の行動に、神名はまだ気付いていない。ナギは《ベル・フィナル》を神名に振り下ろした──しかし、すっと神名は身を動かし、ベルの振り下ろされる軌き道どうから逃のがれる。

「えっ？」

　そしてすぐに神名はナギとの間合いを取った。後ろを見ることなく、神名はナギの攻撃を瞬時に回かい避ひした。

「天倉さん……一体何を？」

「……ふん、力を隠かくしているのは自分だけだと思うなよ？」

　こちらを見ずに、攻撃を回避した神名。攻撃がくるタイミングや、軌道がわかっていたような動きだった。

『やっぱり強いな、あいつ……』

「はい……」

　神名はとても運動神経が良い。それは自他ともに認みとめている。

　だがそれだけではない。どこか戦い慣なれしている──そんな感じがするのだ。

　普ふ段だんの彼からそうは微み塵じんも感じられないのだが、いざこうして戦ってみると実に戦いが上う手まい。闇やみ雲くもに突っ込むことはせず、あくまでナギの行動を読んでいるかのような冷静な動きをする。

「……天倉さんって、何か格かく闘とう技ぎみたいなものを習っているんですか？」

　その質しつ問もんに神名は少し考えてから、

「そうだな……習うというか、付き合わされている感じだな。バイト先の兄さんが休きゆう憩けい時間の暇ひまつぶしに教えてくれるんだ。間合いの取り方だとか、相手の行動をいかに冷静に判はん断だんできるかとか……」

「……天倉さんって、何かの道場でバイトしているんでしたっけ？」

「いや、街中の花屋さんだ」

『どんな花屋だよ……』

　ベルはお客に花を売りながら格闘術じゆつを教える店員を想像してみたが、どうにも上手くいかなかった。よほど変な奴やつに違ちがいない……。

「まぁな……視し覚かくに囚とらわれない空間把は握あくの仕方……ってやつらしいんだけど……」

　神名が一番優すぐれているのは運動神経でも、反射神経でもない。彼の一番優れた感覚は空間を把握する能のう力りよくであった。

「……見えてなくても、なんとなくわかるんだ。さっきも後ろからお前がベルを振るうのがわかった……達たつ也やさん曰いわく、なんとなくわかるじゃ半人前らしいけどな」

　達也という名前にナギたちは聞き覚えがなかったが、花屋の店員の名前だろうということは察しがついた。

『……ほんとに花屋なんだろうな？　お前のバイト先』

「この街には一軒けんしかないんだぞ。当たり前だ」

　神名のバイト先である花屋……一度見ておくべきだったと後こう悔かいするベル。ナギの方はそれどころではない。ここまで来て神名も力を隠していたのが驚おどろきだった。だが彼の表ひよう情じようから、その力がかなりの負ふ担たんになっていることにすぐ気付いた。

「……その感覚はあまり長くは使えないようですね……」

「……まぁな。だから止められてるんだよ、こいつは……」

　神名の使う空間把握の仕方は大気の流れを読むことにある。この地球上で物体が動くためには必ずその場にある空気を押し広げて進むしかない。神名はそのときの大気の流れを理り解かいすることで、あらゆる方向からの攻こう撃げきを認にん識しきすることができる。だがその反面、常つねに極度の緊きん張ちよう感を張はり巡めぐらせた状じよう態たいとなるために精せい神しん的な疲ひ労ろう感が倍ばい増ぞうするという欠点を持つ。

　だが、つまりそれは──。

「……だったら結局、神名さんの負けです……私の攻撃を回避してもしなくても、神名さんは徐じよ々じよに体力と精神力を失っていくことに……」

「それはやってみないとわからないだろ。俺おれの体力が切れるか、お前の時間切れか……勝負だ！」

　神名に迷まよいはない。

　ナギはその言葉に改めて構かまえ直し、神名に向かっていった。先ほどと変わらない異い常じようなスピードを有した攻撃を繰くり返してくる。神名は極力、体力を使わないように自ら動くことはせず、動きも最小限げんに留とどめなければならない。だが、ナギは一いつ瞬しゆんの隙すきをついて神名の死角を突ついてくる。神名は空間把握の力を発はつ揮きして攻撃から身を逸そらす。それと同時にエカルをナギへと突き出した。

「っ！」

　とっさにナギはエカルを振ふり払った。狙ねらった一撃を外され、神名が舌した打うちする。

『空間に突き刺ささる能力か。忘れていたな……』

　神名の《エカルラート》がフォークになっている間に発動する能力──対象者のいる小さな空間ごとフォークを突き刺し、その場に固着させることができる。前回はこの能力を使い、フルールの動きを完全に封ふうじ込めた。

『ナギ、あれに捕つかまったら厄やつ介かいだぞ』

「わかっています」

　ナギには攻撃するしかない。神名のエカルにも気を配りながら、彼へ攻撃を仕し掛かけた。神名の間合いに飛び込み、横一いつ閃せんにベルを振るう。神名はあえて動かず、エカルで防ぼう御ぎよした。そこにナギが上からの攻撃。神名が再ふたたび防御してその衝しよう撃げきに耐たえていた瞬間、白い軌き跡せきがすでに下から上がってきていた。

「くっ！」

　想そう像ぞう以上の強力な攻撃に神名の体たい勢せいが大きく崩くずれた。エカルが弾はじかれ、神名は無む防ぼう備び状じよう態たい──ナギはそこに向けてベルを振るった。

　今思えば、彼との出会いは様々な不運の中にあった。封ふう印いん指定を受けていた《ベル・フィナル》と《エカルラート》を落とし、それが原げん因いんで神名をソウル・イレギュラーにしてしまい、そのせいで自分はこうして任にん務む失敗の責せき任にんとして彼の抹まつ殺さつを命じられた。まるで失敗続きの一週間だった──だったが……。

（楽しかった……のかもしれません、私は……）

　彼と一いつ緒しよに学校へ通い、勉強して、食事をして、ふざけて笑っていた一週間。短いはずだったが永えい遠えんに近い長さだったように思える。

　それも今日でお別れだ。クラスメートとも、彼の親友であった小お川がわ祐司とも、優やさしく面倒を見てくれた芹沢サラとも……そして彼とも。

　ふっと彼が自分にパンを差し出してくれた時のことを思い出した。毎日の昼休み、彼は自分にパンをよこして一緒に食べた。ああ、そういえば昨日も今日も一緒には食べていない──それでも一瞬、自分は毎日、彼と食べていたと錯さつ覚かくしていた。

（不思議……ですね）

　ナギの攻撃を神名は再びかわした。空間把は握あくの力を使って彼女の攻撃の軌跡を先読みしたのだ。続けてくるだろう彼女の攻撃を牽けん制せいしようと、神名はその体勢からエカルを突き出した。

　その瞬間、ベルは彼女の腕うでの中──エカルはナギの首元で止まっていた。

「……お前……」

　ナギからあるはずだった追撃。だが彼女からそれが放たれることはなかった。ナギはすっとベルを降おろし……静かに顔を上げた。

「天倉さんの勝ちですね」

「バカか、お前は……どうして最後で力を抜ぬいたんだ！　今のところで追撃すれば、勝負はわからなかったのに……」

「えへへ、どうしてでしょうね……」

　するとナギはニッコリ笑い、

「たぶん──」

　だが、その瞳ひとみから頬ほおを伝って涙なみだが流れた。

「天倉さんには……死んで欲ほしくなかったから……」

「…………」

　神名はこの言葉にぐっとエカルを握にぎり……静かにエカルを降ろした。

「……天倉さんは自分のためだけじゃない、千夏さんのために、小川君のために生きている……私はそんな天倉さんが羨うらやましいです……でも、だからこそ、私はこれでいいんです」

「…………」

「──でも、やっぱりチョコ・パフェにされるのは嫌いやだから──」

　ナギはぐっとベルを握り締しめて神名に言った。

「──せめて天倉さんに、次の輪りん廻ねへ送ってもらいたいです」

『ナ、ナギ……』

　すでに決意した目で、ナギは神名を見つめる。

「……俺に……お前を殺せって言うのか……？」

　次の輪廻へ送るというのは、そういう意味になる。

「──普ふ通つうならば無理な話ですけど……《エカルラート》を持つ天倉さんになら可か能のうです。死神の鎌かまはいかなる魂たましいをも刈かり取り、次の輪廻へ送ることができます……」

　時間はまだある。続けようと思えば、彼女はまだ戦いを続けられる。だが、ナギはそうしなかった……この戦いに引き分けはない。どちらかが生き残り、どちらかが死ぬのだ。だからナギは神名に未来を託たくした。彼には生きる価か値ちがあると──そう思ったから。

　しかし、

「お断ことわりだ」

　神名はナギの提てい案あんをきっぱりと断った。

「ど、どうしてですか？　私が死ぬか、天倉さんが死ぬか、それしかないんですよ？」

「知るか！　俺だって──」

　よくわからない。結局、自分はどうしたいのか？　彼女がいなくなるか、自分が死ぬかしか選せん択たく肢しはない──そのどちらも神名は嫌だ。

　神名は少しその続きを躊躇ためらった……が結局、小さな声でこう言った。

「──俺だって、お前には死んで欲しくないんだ……」

「天倉さん……」

　二人はどうしようもなく、互たがいに武ぶ器きを降ろしたまま立っていた。

「……早くやれ。このままじゃ、お前はチョコ・パフェだぞ？」

「できません。天倉さんこそ早く私を殺してください！　このままじゃ私、チョコ・パフェにされるんですよ？」

「だから、俺を殺せばいいだろ？」

「できません！」

　二人しかいない公園で、神名とナギは互いを想おもいながら言い争い始めた。このまま時間が経たてば結果は見えている。

「そこまでよ」

　だが、その両者を止めるように空から声がした。

「っ!?」

『こ、この声は！』

　聞き覚えのある声に神名たちは空を見上げた。いつの間にか暗くなってしまった空に漆しつ黒こくの服をまとった女じよ性せいが浮ういていた。それと対照的な白い翼つばさを羽ばたかせ、彼女は地上へ降り立った。

「ナギ……時間切れね」

「……イリス様……」

　すべての死神を束ねる、第十三死天使機関の長が彼らの前に現あらわれた。そして時間切れ──その言葉は神名の勝利を意味していた。

「……これであなたの勝ちです、天倉さん」

　イリスからの迎むかえは即そく、彼女の死だ。それなのに、ナギは神名の方を向いて笑え顔がおを見せた。だが、喜ぶはずの彼は納なつ得とくがいかない様子で拳こぶしを握にぎり締しめる。

　イリスはそんな神名に見向きもせず、ゆっくりとナギに近づいた。

「ナギ、残念だけどあなたは二度にわたって任にん務むに失敗した……覚かく悟ごはいいわね？」

「……はい」

「そう……では、行きましょうか」

　イリスの言葉にナギは小さく頷うなずいた。そして拳を握ったまま動かない神名に向かってゆっくり頭を下げる。

「さっきは言い忘わすれていました……昨日は……心配してくれてありがとう」

「…………」

　家に帰ってこなかったナギを懸けん命めいに捜さがしてくれた神名。ナギはその日、神名はどうせ家でテレビでも見ながら、いつも通り笑っているに違ちがいないと思っていた。だがそうではなかった……彼は自分を殺そうとしているナギを本気で心配して街中を駆かけずり回っていたのだ。そのお礼を、一言だけでも言っておきたかった。

　無言の神名にナギは背せを向ける。

　イリスも再ふたたび翼を広げた。空へと帰るために。

「──ちょっと待て」

「？」

　神名は飛びたとうとする二人の背に待ったをかけた。

　イリスは神名には用がなかったので、これといって何も言うことなどなかったのだが、彼から呼よび止められて振ふり返る。

「何かしら？」

　青い瞳ひとみが神名を捉とらえる。暗い公園に浮かぶその青き瞳に、神名はどこか吸すい込こまれそうな気分になるのを振り払った。真まっ直すぐにイリスを見つめ、口を開く。

「……そいつがいなくなるとさ……今日の晩ご飯が困こまるんだ」

　台詞せりふとは違い、彼の顔は真しん剣けんそのものだった。

「……それはどういう意味かしら？」

「うちでご飯を作れるのはそいつしかいないんだ。そいつは……ここに置いていってもらう」

　神名は手にしていた《エカルラート》を構かまえ、矛ほこ先さきをイリスへ向けた。

「あ、天倉さん!?」

　明らかな戦せん闘とう態たい勢せいを取った神名に、驚きよう愕がくした表ひよう情じようでナギが彼の名を呼んだ。

　神名が今、鎌かまを向けている人物はただの死神ではない。すべての死神を束ねる、現げん行こう最強の死神だ。

「……私に戦いを挑いどむ、と？」

「必要ならな。それに……そいつがいなくなったところで、俺の運命に変わりはないんじゃないのか？」

　勘かんの良い神名の言葉に、イリスは完全にこちらを向いた。

「……そうね。ナギの後任があなたの命を狙ねらうことになるわ」

「えっ!?　そ、そんな──」

「当然でしょう、ナギ……あなたが任務に失敗して、その責せき任にんをとったとしても、天倉神名がソウル・イレギュラーであることに変わりはないのだから……」

　言われてみれば当然の話だった。神名はソウル・イレギュラーなのだ。その命を失うまで永えい遠えんに死神から狙われ続けることになる。

「やっぱりそうか……だったら頭から叩たたくのも悪くない」

　神名はイリスを睨にらむように鋭するどい眼がん光こうを放つ。本気であることは誰だれの目にも明らかだった。

「あなたに私が倒たおせる、と？」

「そいつが言ったんだ……《エカルラート》を持つ俺なら、死神すら殺せる……」

「確たしかに……死神の鎌とはいかなる魂たましいをも刈り取れるモノだけれど──」

　イリスの右手の先にある空間がぐらりと歪ゆがむ。ナギや神名がベルたちを取り出すときと同じ現げん象しようだ。ほぼ一いつ瞬しゆんの間に、彼女の右手に青い卵たまごのようなものが現あらわれる。それを片かた手てにイリスは言った。

「──あなたと私とでは格かくが違う」

「上等だ！」

　神名はイリスに向け、一直線に突つっ込んだ。神名にはイリスとの戦闘能のう力りよくの差など初めからわかっている。ナギとですら互ご角かくが精せい一いつ杯ぱいの自分に彼女を倒すのはほぼ不ふ可か能のうだろう。それでも、いや、だからこそ全力で小細工もしない。

「はあああぁぁっ！」

　ナギとの戦いで残った力をありったけ込めて《エカルラート》を振るう。その攻こう撃げきをイリスは初めから知っていたようにすっと避よける。さらに神名が追撃をかけるが、彼女は優ゆう雅がに、且かつ最小限げんの動きでステップを踏ふむ。神名の執しつ拗ような攻撃を、イリスはまるで舞まいを踊おどっているかのような余よ裕ゆうのある表情でかわす。

「天倉さん！」

　どうしたら良いのか分からず、ナギはその場に立ち尽つくしているしかない。

「……あなたのことは後で考えるつもりだったけれど……」

　イリスは神名を見ながら静かに舞う。

「──あなたにはここで、次の輪りん廻ねに行ってもらうわ」

　次の瞬間、避けてばかりだったイリスが突とつ如じよ、攻撃に転じた。青い卵を空に投げ、神名が放った突つきを左手で軽く弾はじく。続いて空いた右手を神名の腹ふく部ぶに叩き込んだ。

「っ!?」

　一撃。その痛いたみは声にならず、神名は数メートル後ろに吹ふき飛ばされた。イリスは落ちてきた青い卵を再び右手で捕とらえ、神名を見下ろす。

「終わりかしら？」

「く……まだだ！」

　イリスの攻撃を受けてもなんとか《エカルラート》だけは放さなかった神名は、すぐに立ち上がって走り出した。諦あきらめず、真正面からイリスに挑いどむ。

　彼女も攻撃の体勢で神名が自分の間合いに入ってくるのを待った。神名がイリスのテリトリーに入った瞬間、彼女は高速でその腕うでを突き出した。

「二度も同じ手を食うか！」

「っ!?」

　その瞬間に神名は自分の感覚を最大限にして彼女の動きを察知した。イリスの一撃目をかわすと、神名はイリスの懐ふところに入り込む。振れば彼女に当たる。神名は渾こん身しんの力で《エカルラート》を横に薙ないだ。

「甘あまい」

　その攻撃をイリスは蹴けり上げた。神名の腕を狙った蹴りはエカルの軌き道どうを大きく逸そらし、間かん髪はつをいれずに左手を先ほどと同じ神名の腹部に叩き込む。

「がはっ」

　骨ほねが軋きしむ衝しよう撃げきに神名は膝ひざをついた。それでも身体からだは止まってくれず、神名の身体は地面に倒れ込んだ。必死で痛みに堪たえるが、もはやそんなレベルではなかった。目だけを上に向けると、すぐ側そばにイリスがいた。

「……これが、あなたと私の差よ」

「ぐ……」

　彼女に鎌かまを使わせるどころか、素す手での彼女にすら歯が立たない。見せ付けられた現げん実じつと体力の限界に神名の意い識しきはすでに朦もう朧ろうとしかけていた……。

「く……くそっ……」

　神名はなんとか立ち上がりながら《エカルラート》を振るった。だがそんな攻撃がイリスに当たるはずもなく、彼女はすっと後ろに後こう退たいして間合いを取る。

　神名には追撃する力はなく、立ち上がったものの、立っているのがやっとという状じよう態たいだった。エカルを杖つえ代わりにしてイリスを真まっ直すぐ見つめる。

（冗じよう談だんじゃない……予想以上の強さだな……）

　なんとかなるはずだと思っていたが、考えの甘さに思わず神名は苦く笑しようする。このまま戦っても勝ち目は薄うすいだろう……そうなれば自分はただ殺される運命だ。

「だったら……せめて……」

　本当に神名にとっては最後の力だった。《エカルラート》を持つ右手に力を込め、心は落ち着かせる。そして念じた。ベルに教えてもらった、鎌を変化させる方法。

「俺おれがお前の主なら……俺の意思に応こたえろ、《エカルラート》……」

　その言葉と共に、突とつ如じよ《エカルラート》は真しん紅くに光った。

「っ!?」

「天倉さん！　何を!?」

　神名は最後の力を使い、《エカルラート》の形状を変化させた。それを神名は投げつける形で逆さか手てに持つ。変化した《エカルラート》──それは巨きよ大だいな槍やり。

「行っけえぇぇ──っ！」

　神名はそれを彼女に向かって投げつけた。

　イリスは彼にそんな力が残っているとは思わず、一瞬戸と惑まどった──が、イリスはギリギリのところで翼つばさを出現させ、空に逃のがれる。

「狙ねらいは良かったわね。けれど、そんな攻撃が──」

　だが、イリスが見下ろした神名は不ふ敵てきに笑っていた。

「……狙ったのは……お前じゃない……」

「っ!?」

　ハッとなってイリスは自分の背はい後ごにいた人物を見た。

　神名の投げた槍はイリスの後ろ──ナギを完全に捕とらえていた。一直線に飛んだ長く鋭するどい槍は彼女の身体からだを易やす々やすと貫かん通つうしていた……。

「あ……ま、くら……さん……」

「ナ、ナギっ!?」

　イリスの眼がん下かでゆっくりとナギが膝をつく。

　静かに、ナギは自分の腹部を貫通した槍を見つめた。痛いたい──というより、その感覚は熱い……。自分は確かく実じつにこの一撃で死ぬだろう──そう思うと、自然に笑え顔がおがこぼれた。チョコ・パフェにされるぐらいなら、神名に殺される方がいい──彼は最後に自分の願いを叶かなえてくれたのだ。

　最後に神名の姿すがたを一目見て、

（これで私……次の輪りん廻ねに行けるんですね……）

　それはとても美しい笑顔で──ナギは吸すい込まれるように地面へ倒たおれた。

　同時に彼女の手から滑すべり落ちたベルは驚きよう愕がくした様子でナギと神名を見る。

『じ、神名、お前っ!?』

　最後の力を振り絞しぼった彼は、《エカルラート》を投げつけると同時に倒れていた。そのままゆっくり顔だけを上げ、倒れこんだナギを見る。

「こんなことしか……もう、俺には……してやれないから……」
















「っ！……彼女が自ら死を望んでいたとでも言うの？」

　殺気に溢あふれる鋭い眼がん光こうを放ちながらイリスは神名を睨にらんだ。ナギには責せき任にんを取ってもらうつもりだったが、今すぐにというわけではなかった。彼女なりにすべてを片かた付づけてから──そう思っていたのに……。

「……慌あわてるなよ……」

「？」

　ナギの死を前にして、何な故ぜか神名は苦く笑しようした。近くにあった小石を拾ひろい上げ、無理な体たい勢せいながら、ナギに向かってぽーんと投げつける。

「おい、いつまで寝ねてるんだ……」

　コツンとナギの後ろ頭に小石は見事命中した。

「い、痛っ！　何をするんですか──っ!?」

『ナ、ナギ!?』

　死んだと思われたナギは、神名に石をぶつけられて起き上がった。

「……あれ？　どうして私、生きているんですか？」

　思わずエカルの刺ささった腹ふく部ぶに手を当てるが、そこに傷きず跡あとはない。出血どころか傷一つなかった。彼女の身体を貫つらぬいていたはずのエカルは、彼女の隣となりに転がっている。

「こ、これは……？」

　死んだと思った彼女が無傷で立ち上がるのを見て、イリスも驚おどろきを隠かくせなかった。答えを求めて神名に視し線せんを戻もどすと彼は笑っていた。

「……俺がそいつを殺すわけがないだろ……」

「……でも、確たしかにあなたの槍は彼女を……」

「──槍じゃない……よく見ろ」

　神名の言葉に急せかされ、イリスは投げられた《エカルラート》を見た。長く、鋭く尖とがった先せん端たん──どう見ても槍ではないか……そう思ったとき、槍の先端から中ほどまで続くらせん状の凹おう凸とつに気がついた。

「──これは？」

「俺が投げたのは槍じゃない──ドリルだ」

『は？』

　神名の口から出て来た単語に、ベルは首をかしげるような声を出した。

　死神の鎌は主が望めば様々な形状を取ることが可か能のうだが、その形状によっては予期せぬ力を発はつ揮きする場合がある。ベルのスコップには『記き憶おくを掘ほり起こす』能のう力りよくが、スプーンには『心をかき混まぜる』能力が……そしてエカルのフォークには『空間に突つき刺さる』という能力がある。そしてこのドリルには──

「ドリル？……本来なら《穴を空けるもの》……？」

　その能力をイリスが推すい測そくしようとするが、全く想そう像ぞうできない。

　神名はゆっくりと身体を起こす。

「いいや、違ちがうね……ドリルは《回転するもの》だ。俺はあいつの……《魂たましいの輪廻を回転》させてやったんだよ……しかも逆ぎやく向きにな」

　魂の輪廻は回転している。生から死へ、死から生へ。人から人へ、時に人から天使へと輪廻は回る。

「っ!?　ま、まさか!?」

「察しがいいな……今のこいつは──」

　神名とナギの視線が合う。きょとんとしているナギを見ながら、神名は不ふ敵てきに笑ってイリスに言った。

「ただの人間だ」

『な、なんだと!?』

「え……えええぇぇぇ──っ!?」

　本人が一番驚おどろきながら思わず後ろにさがった。神名の投げたドリル──《エカルラート》は、彼の予想通りの能力を発揮した。輪廻を逆向きに回転させ、ナギは死神から人へと戻もどったのだ。

「あり得ないわ……いくら天界最強と言われた鎌かまの半身である《エカルラート》といえども、不完全の状じよう態たいでそんな力が……まして、所有者は何の力も持たない《人》だというのに……」

　魂と肉体の再さい生せい──輪廻の逆転は神の業わざに等しい。それをこんなただの人間が……ソウル・イレギュラーの神名がやってみせたのだ。

「……俺だって実じつ際さいにやるまでできるかどうかわからなかったさ……」

「わからなかったって……失敗したらどうするつもりだったんですか？」

　恐おそる恐る、ナギは神名の行動に質しつ問もんした。

「…………」

「ちょ、ちょっと天倉さん!?」

「ええい！　そんなことはどうでもいいのだ！　結果オーライだろ!?」

「うわっ！　考えてなかったんですね!?　私の命を何だと思ってるんですか!?」

　ナギはそう言って軽く握にぎった拳こぶしを神名に振ふるう。これでも体力の限げん界かいにきている神名は避よける術すべもなくナギの洗せん礼れいを受けた。

「ぐはっ」

「あれ？」

『ナギ、そいつ本当に死にそうなんだって……お前がとどめをさしてどうする？』

「わぁ!?　天倉さん、大だい丈じよう夫ぶですか!?　ええっと、今治なおしてあげますね！」

　初めてこの公園で彼に施ほどこしたように、ナギは彼に手を当てて体力を回かい復ふくさせようとした。だがあの時と同じように手は光らず、彼女の手が神名の上に載のせられただけだった。

「……力が……使えない……？」

　ハッとなってナギは背せに意い識しきを集中する。さっきまで何の意識もせずに使えていた翼つばさの感覚もそこにはなかった。

「私……本当に人間になったんですね……」

　力が使えなくなったことが何よりの証あかしだった。

「……ああ……どうだ？　昔は思い出せそうか……？」

　ふっと神名はナギに笑いかけた。

　人へと戻った彼女には少しずつ記き憶おくが戻っていくはずだ。

　その笑え顔がおにナギも微笑ほほえむ。そう、微かすかに残っていた記憶の中で、こんなふうに誰かが自分に微笑んでくれていたのだ。

　周まわりにはいつもたくさんの笑顔があって、その中でも……の笑顔が一番好きだった。

「……ええ。全部思い出せそうです……」

「本当に人へ戻ったのね、ナギ……」

　その声に二人は意識をイリスに戻した。初めは信じられないという顔をしていたが、ナギの様子を見てイリスは確かく信しんした。神名の鎌で彼女は人へと再生されたのだ。

「天倉神名……やはりあなたをこのままにしてはおけないわ」

「ま、待ってください！」

　イリスの先に神名がいる。それを遮さえぎるようにナギが間に割わって入った。神名は痛いたみの走る腹ふく部ぶを押おさえながらナギを振り払はらう。

「来るな！　お前はもう何の関係もなくなったんだ……予定外の死から、正せい常じような輪りん廻ねに戻った……あとは俺だけだ……」

「そういうわけにはいきません！」

　ナギはスプーンになったままのベルを右手に構かまえ、神名の前に立った。

「ナギ……」

「イリス様……これは私のワガママです……このまま、彼をそっとしておいてはくれませんか？」

「……それはできないわ。あなたにもわかっているはずよ？　彼はソウル・イレギュラーであり、今の彼はすべての輪廻に影えい響きようを与あたえかねない力を持っている……そんな危き険けんな存そん在ざいを野放しにはできないわ」

　神名がナギにしたことは恐おそろしく危険で、自然の摂せつ理りにも反する行こう為いだ。人である彼に何な故ぜそんなことができたのかはわからないが、今は彼を正常な輪廻に戻すのが最優ゆう先せんだろう。

　イリスの言葉が正しいことはナギにもわかる。だが、それでも譲ゆずれないものがある。

「それでも……私は天倉さんを殺させるわけにはいきません」

　ナギの表ひよう情じようには自然と優やさしさが満ちていた。そしてぐっとベルを改めて握にぎりなおす。

『ナギ……』

「ベルちゃん……今の私は死神でも天使でもありません……そんな私と、一いつ緒しよに戦ってくれますか？」

　その問いに、鎌は即そく答とうした。

『ふっ、何を今いま更さら……お前がどんな存在であろうと、お前がお前であるかぎり、お前は私の主に変わりはない』

「……ありがとう」

　ナギは最高のパートナーに笑いかけ、イリスの方へ向き直った。

　すると神名もエカルを片かた手てに立ち上がる。

「天倉さん、無理しないでください！」

「お前だけ戦わせるなんてできるか……こいつは俺の問題だぞ」

「……私たちの、ですよ……」

　ナギは優しく神名の瞳ひとみを見つめる。すると神名は諦あきらめたようにふっと笑い、ナギの隣となりに並ならんだ。

「そう……だな」

　すると片手に握る《エカルラート》が微かすかに赤い光を放った。

「……こいつも、俺に付き合ってくれるらしい……」

「──まだ、私と戦うというの？」

　神名とナギは沈ちん黙もくでそれを肯こう定ていした。

「そう……仕方ないわね」

　イリスは手にしていた青い卵たまごのようなものを持ち上げた。

　今までそれを使いもしなかった彼女だが、神名の言葉に応こたえるように力を解かい放ほうさせた。辺りを青く染そめるほどの強力な光がイリスを包む。それを発しているのは青い卵のようなもの──彼女の鎌かまだ。その光に導みちびかれるように青い卵は棒ぼう状じように変化していく。棒の先から現あらわれる鋭するどい刃は。美しい弧こを描えがくその刃は上下に二枚まいあった。

　二枚の刃を持つ蒼あおき鎌。

「《ブルーモール》──この鎌を見た者はすべて無に還かえり、新たな輪廻へ進む……」

「ぐっ……」

　イリスの神こう々ごうしく、また見る者を凍いてつかせるような瞳ひとみに思わず神名たちは一歩退しりぞく。神名は自分の《エカルラート》とイリスの《ブルーモール》を見み比くらべながら呟つぶやいた。

「……おい、ベル」

『なんだ？』

「お前って、確たしか天界最強の鎌なんだよな？」

『そうだ』

「なんつーかさ……あっちの方がむっちゃくちゃ強そうなんだけど……」

『……そうだな』

「おーい！　納なつ得とくするところじゃないだろ!?」

『私だって好きでスコップやらスプーンになっているわけじゃない！　明らかにお前たちの力不足だろうが！』

「うぅ……返す言葉もないですね……」

　天界最強と謳うたわれた《ベル・フィナル》と《エカルラート》──のスプーンとドリル状じよう態たい。対するイリスが持つ鎌は死天使長であるがゆえの鎌。この《ブルーモール》も天界に数本とない巨きよ大だいな力を持つ鎌だ。それを考えると……。

「……俺らちょっとヤバい？」

「ええ。死にそうなぐらいに……」

　やはり現げん実じつは甘あまくない。

「では、天倉神名。死天使長の名において、あなたを抹まつ殺さつします」

　言うが早いか、イリスは《ブルーモール》を構かまえてこちらに向かってきた。

『気をつけろ！　あの鎌に触ふれたら強きよう制せい的に魂たましいを刈かり取られるぞ！』

　今のイリスの狙ねらいは神名だ。ナギには目もくれず一直線に神名へ攻こう撃げきをしかける。

　だが、ナギもそう簡かん単たんにイリスを通しはしない。彼女の道を遮さえぎるようにベルを横一いつ閃せんに振ふるった。

「行かせません！」

「ナギ、そこをどきなさい！」

　ナギの攻撃をイリスは容易たやすく鎌で振り払はらった。人となった今のナギには死神だった頃ころの力と速さがない。だが記き憶おくと技ぎ量りようはそのままだ。ナギはさらに追撃する。イリスに弾はじかれた反動をそのまま利用して、再ふたたびベルを振り下ろす。

「ナギ……あなたと刃やいばを交まじえるなんて思ってもみなかった……」

「私も……です」

　イリスはそれだけ言うと強力な一撃を放った。圧あつ倒とう的な力の差にナギはベルごと弾き飛ばされる。

「うっ!?」

　ナギを振り切ったイリスは即そく座ざに神名へ詰つめ寄よる。蒼き光を放つ二枚の鎌が神名を襲おそう。

「くっ！」

　神名はエカルを両手で握にぎり締しめながらイリスの攻撃を受け止めた。だが、見た目は神名より遥はるかに細い彼女の腕うでから繰くり出される攻撃は、岩でも落ちてきたような衝しよう撃げきと重さを兼かね備そなえていた。その衝撃になんとか耐たえ、鍔つば迫ぜり合いの状態でイリスの顔が近づく。

「……ここまでのようね……今のあなたは相当な力を使い果たしている……」

　神名はナギと戦い、その直後にイリスとの連戦だ。そもそもエカルをドリルにした時点でほとんどの力を使い果たしている。彼を今立たせているのは気き迫はくだけだ。

「……ここまできて死ねるか。俺おれは諦あきらめが悪いんだ！」

　鍔迫り合いの状態から神名は離はなれた。だが、間合いをとるほどの距きよ離りではなく、二歩だけさがる。イリスへ再びナギがベルを振るう。

「その鎌を壊こわさせてもらいます！」

　ナギはベルをナイフの形態へ。この状態のベルにはすべてを切り分けるという能のう力りよくが備わる。イリスの鎌さえ壊せば、彼女は戦せん闘とう能力を完全に失うはずだ。

　だが、《ブルーモール》はナギの《ベル・フィナル》を受け止めた。

「え!?」

「無む駄だよ……いくら《ベル・フィナル》といえど、真の姿すがたである今の《ブルーモール》をそんなナイフの形態では止められないわ……」

　イリスはベルごとナギを弾き飛ばした。それを見た神名はほとんど無む意い識しきのうちに走り出し、吹ふき飛ばされたナギを受け止める。これならばナギはダメージを負うことはない──が、神名は地面に身体からだを叩たたきつけられ、全身に激げき痛つうが走った。

「ぐっ……」

「神名くん!?」

　ナギは慌あわてて神名の上から起き上がり、彼が立ち上がろうとするのに手を貸かした。

「はぁ、はぁ……ここまで……か」

　思わず神名はそんなことを口にした。イリスと自分たちの力の差は歴然としている。それでも、おそらく彼女はまだ本気を出してはいないだろう……。やはり鎌かまを持つ死神に勝つことはできないのか──。

「諦あきらめちゃダメです、神名くん！」

　ナギは神名の横から大声でそう言った。

　そんな彼女にイリスが静かに聞く。

「ナギ、どうしてそこまで、あなたが彼のために命を張はる必要があるの？　彼の言う通りあなたは正せい常じような輪りん廻ねに戻もどった……あなたにはもう何も関係ないのに……」

「……そうしたいんです、私が……」

　神名の服を、そっとナギは掴つかんだ。

「……彼があなたを人に戻したから？」

「私は彼に死んで欲ほしくない……彼も私に死んで欲しくないって言ってくれたから……」

「……あなたが彼を好きだから？」

　その言葉にナギは考える。いつからか、心のどこかで彼には死んで欲しくないとずっと思っていた。その理由に答えは出なかったが、今ならはっきり言える。

「──はい。でも……それだけじゃないんです。この人は──」

　ナギは瞳ひとみを閉とじる。そのたびに忘わすれていた記き憶おくが蘇よみがえってくる。

「──神名くんは、私が命をかけて守った命だから……」

「え？」

　その言葉に誰よりも驚おどろいたのは神名だった。

　神名くんと自分を呼よぶ彼女は、いつもと少しだけ違ちがって見えた。

「神名くんは私に、絶ぜつ対たいに死ねないって言いましたよね？　私もまだ、神名くんには生きていてもらわないと困こまります……」

　そしてナギはふわりと表ひよう情じようを和やわらげた。それはどこか優やさしく見守っているような温かな微笑ほほえみ──昔、どこかで見たような表情だった。

「ナギ……？」

「……私の分まで生きて──あのときの私は、神名くんにそう言ったはずですよ？」

　その言葉で神名は彼女が──本当は誰だったのかを悟さとった。

「……そんな……まさか……」

　確たしかに自分は彼女にそう言われた。

　一生の約束だと心に刻きざんだ言葉だ。まだ自分が小学生だった頃ころに、親友のお姉さんが最後に自分たちに告げた言葉。

「──千夏姉さん……なのか……？」

　姿、形は全然違う。けれど、そこにいる魂たましいは間違いなく彼女だった。

　人が天使になるとき、失ってしまうのは記憶だけではない。人だった頃の身体はもともと失われているので、その代わりが天使となる魂には用意される。その身体が元のものと同じでないのは、自分の姿から記憶を取り戻すことを避さけるためでもある。

　驚いた顔で自分を見上げる神名に、ナギは少しだけ困ったような、躊躇ためらうような顔をして頷うなずいた。

「……はい。久ひさしぶり……っていうのも、なんだか変な話ですね？」

　自分は一週間、彼と一いつ緒しよにいたのだ。

　こんなにも側にいて、自分は彼のことを思い出せなかった。

「ナギ……」

　すると彼女はにっこり笑って、

「初めて名前で呼よんでくれましたね？」

「……そうだったか？」

「はい、そうですよ」

　考えてみれば、いつもナギのことは「お前」としか呼んだことがなかったように思う。別に名前で呼ばないようにしていたわけではないのだが、だとすると今まで彼女に悪いことをしたと神名は思った。

「でも……今はナギ？　千夏姉さん？　どっちで呼べばいいんだ？」

「どちらでもいいです……でも、ナギって呼ばれる方がちょっとだけ嬉うれしい感じがしますね」

「そうか……」

　彼は苦く笑しようしつつ、ナギの手をとって立ち上がった。昔と変わらない柔やわらかで温かく、そして優しい手だった。

「……この一週間、短かったけど楽しかったよ……お前が俺を殺そうとしていると知っていても……なんだかお前が俺の隣となりにいるのが自然だったし……いつの間にか、そうなってたことに気付かなかった……それぐらい自然で……どこか心ここ地ちよかったんだ……」

　神名は少しだけ強くナギの手を握にぎった。

「だから……今の俺も、お前がいなくなると困る……」

　恥はずかしそうに神名はそう言って視し線せんを逸そらした。

「はい」

　ナギはそれに頷いて前を向く。

　神名と同じ視線の先にはイリスがいる。彼女を乗り越こえなければ、自分たちに明日はない。

　二人は手を繋つないだまま、神名は右手にエカルを持ち、ナギは左手にベルを持った。

「覚かく悟ごはできたようね……」

　二人の目を見てイリスも鎌を構かまえた。もはや次はない。彼女は確かく実じつにこの一いち撃げきですべてを終わらせるつもりだった。

「これで終わりよ」

　先にイリスが動いた。数メートルの間合いを一歩で駆かけ抜ぬけながらこちらに接せつ近きんしてくる。まさに神速といっても過か言ごんではないスピードだ。

　それに対して神名とナギはしっかりとその手を握り締しめ、《ベル・フィナル》と《エカルラート》を振ふるった。

　振り下ろされる《ブルーモール》と二本の鎌が激げき突とつする。

　両者は一歩も引かず、激はげしい力の奔ほん流りゆうが辺りに溢あふれた。拮きつ抗こうしていた力を先に崩くずしたのはイリスの方だった。死天使長である彼女の力と《ブルーモール》の力が、徐じよ々じよに神名たちを追い詰つめていく。

　ビシッ──その力に耐たえられず、ベルとエカルに亀き裂れつが走った。

「っ！　ベルちゃん!?」

「エカル!?」

　不吉な音を立てながら、その亀裂は少しずつ大きくなっていく。イリスの力はさらに増まし、今にも《ベル・フィナル》と《エカルラート》は砕くだけ散りそうだった。

「……これで終わりだと言ったはずよ」

　これ以上話すことはない、と彼女の瞳ひとみが告げていた。

　だがそれでも、神名とナギの瞳に諦あきらめの色はない。

「それでも私たちは──」

　二人は強く、未来を願った。

「──これからを生きるんだ！」

　重なり合っていた《ベル・フィナル》と《エカルラート》──その二本が神名とナギの言葉に応こたえるように白く、そして赤く光り輝かがやいた。そしてナイフとフォークだった二本はその姿すがたを交わらせながらイリスの前から消える。

「っ!?」

　だが次の瞬しゆん間かん、彼らの鎌かまは新たな姿で現あらわれた。

　漆しつ黒こくと真しん紅くの鎌《エカルラート》──それが神名の右みぎ腕うでと一体化していた。《エカルラート》の本体が神名の甲こうと同化し、人指し指から小指は全すべての光を飲み込こむような漆黒の爪つめ。親指は大きく肥ひ大だい化し、真紅の刃はを持つ鎌を形成していた。

　片かたや、すでに人となったはずのナギの背せには美しい羽が生えていた。《ベル・フィナル》が一枚まいの美しく巨きよ大だいな翼つばさとなり、その白き片翼は神名とナギを空へと誘いざなう。

「《ヴァールリーベ》……っ!?」

　天界最強と言われた二本一対ついの鎌──《ベル・フィナル》と《エカルラート》の真の姿がイリスの目の前にあった。

　神名が鎌を、ナギが翼を。まるで二人で一人の死神と言わんばかりの姿だ。神名と一体化した黒い爪と真紅の鎌が《ブルーモール》を掴つかむ。

「俺たちは……諦めない」

　その腕に力を込める。凶きよう悪あくなその腕は、二枚ある《ブルーモール》の刃の一枚をへし折りながら破は壊かいする。

「そ、そんな!?」

　そのときの攻こう撃げきはすでに人間のものではなくなっていた。自分と互ご角かく──もしかしたらそれ以上の力を神名は発はつ揮きしていた。

　だが《ブルーモール》にはまだ一枚、刃が残っている。イリスは横一いつ閃せんに鎌を振るった。左にいるナギは無む防ぼう備びで、そちらから神名を狙ねらう。だが残った刃はこちらへ伸のびたナギの翼に砕くだかれる。

「なっ!?」

『こいつらを甘あまく見たなイリス。こいつらは二人で一人だが、一人で二つのモノを持つ』

　神名の《エカルラート》は鎌であり翼。同時に《ベル・フィナル》は翼でありながら鎌としての力も持つのだ。

「まさか、この状じよう況きようで《ヴァールリーベ》を……」

「……言っただろ？　俺は諦めが悪いんだ」

　ナギと繋つないだ手を離はなし、神名は左手をぐっと握にぎり締しめてみせた。

　だがその瞬間──先ほどまで鎌だった右手とナギの白い羽は消え、純じゆん粋すいな白き鎌と真紅の刃を持つ漆黒の鎌となり神名とナギの手に握られた。

「えっ!?」

　鎌は鎌でもこの状じよう態たいは《ヴァールリーベ》のものではない。《ベル・フィナル》と《エカルラート》、単体としての鎌だ。

「あ、あれ？　どうなってるんだ？」

『……持ち主が別々だからな……どうやらお前たちが手を繋いでいないと、《ヴァールリーベ》は使えないようだ』

　ベルが現げん状じようをぼそっと呟つぶやくように説明してくれた。

「なっ!?」

　ベルの言葉に神名は再ふたたびナギの手を取った。するとたちまち二本の鎌は巨大な鎌と翼へ早変わり。神名が彼女から手を離すとそれらは二本の鎌へ戻もどった。

「使えねーな」

　即そく答とう。

「動きにくいですよね」

　溜ため息いきをつくナギ。

『くっそーっ！　お前ら伝説の鎌に向かって使えねーとはなんだ!?　動きにくいのだってお前らが我われ々われを別々に所有しているからだろう!?』

「だってさー、強いのは分かるんだけど、使うために片かた手てが塞ふさがるんじゃあな……やっぱり使えねーだろ？」

『あーっ！　また言ったな!?　別々で使ったって強いんだぞ！』

「ちょっと、あなたたち……私のこと忘わすれているでしょう？」

「おおっ!?」

　イリスの声に慌あわてて神名とナギがそちらを向く。だが、彼女は攻撃してくるどころか先ほどの場所から一歩も動いてはいなかった。

　神名とナギは改めてイリスと向き合う。

「まだ……やるんですか？」

　ナギは《ベル・フィナル》を片手に心配そうな顔でイリスを見る。もう、これ以上戦いたくないと、彼女の瞳は言っていた。

「今のお前に鎌はない……俺たちの勝ちだ」

「そのようね……」

　自分の鎌である《ブルーモール》を破は壊かいされ、パートナーを失ったイリスはすっと瞳を閉とじた。まるで死を覚かく悟ごしたかのような彼女に、神名は鎌を退ひいた。

「？」

「一つ、約束してくれないか……俺のことは放っておいてほしい……」

　イリスが神名に関かかわるのを止やめるなら、彼には彼女の魂たましいを狩かる必要などない。

　神名はただ、生きたいだけなのだから。

「それは……あなた次し第だいよ……」

　イリスはまだ戦う気なのか、その真意を測はかりきれない──そう思っていると、聞いたことのあるようなクラシックの音楽が聞こえてきた。

「あ、ちょっと待って。私のだわ」

　そう言ってイリスはごそごそと服の中から携けい帯たい電話を取り出す。

「……死神のくせに携帯かよ……」

「念話より便利なんですよ。疲つかれないし」

　ナギの説明をどうでもいい顔で受け流し、神名はイリスの会話に耳を傾かたむけた。

「──ええ。お疲つかれ様。わざわざ連れん絡らくしてくれてありがとう。ええ、それじゃ──」

　そう言って携帯の着信を切り、イリスはこちらを向いた。

「……管理局の残業……たった今、終わったそうよ」

「え……？」

　管理局の残業が終わった──つまり、それはそういうことだ。

「……私の鎌かまも壊こわれてしまったし……今日はもう、おしまいね」

　そう言ったイリスからは先ほどまでの強い殺気が感じられなくなっていた。

「……天倉神名……聞いてもいいかしら？」

　すっと鋭するどくなったイリスの眼めに身み構がまえつつ、神名は口を開いた。

「……なんだ？」

「今のあなたはとても危き険けんな存そん在ざいよ。あなたが不用意にその鎌の力を使えば、容易たやすく人の運命を変えてしまう……私たちはそんなあなたの存在を許ゆるさないでしょう……死ぬまで命を狙ねらわれる──その覚悟があなたにはあるのかしら？」

　人であり、ソウル・イレギュラーという存在でありながら、死神と同等──いや、それ以上の力を持つ神名。

　イリスの問いに、彼は不ふ敵てきに笑って見せた。

「当たり前だろ。そうでなきゃ、あんたには最初から挑いどまないよ……俺おれは生きる。生きるためなら、エカルの力を使うことも厭いとわない……けど──」

　すっと神名はナギの方を向いた。優やさしく微笑ほほえむ彼女が少しだけ首をかしげる。それを見ながら神名は笑って続けた。

「──けど、こいつと一いつ緒しよにいられるなら……エカルの力は必要ないだろ」

「そう……じゃあ、もう一つ……」

「なんだ？　ここまで来たらなんでも答えるぞ」

　神名の態度にイリスは苦く笑しようし、ナギを一度見てから真しん剣けんな顔で神名に視し線せんを戻した。

「あなたは彼女を人間に戻した……けれど、彼女はすでにこの世界からは受け入れてもらえない存在になっている……それを、あなたはわかっているのね？」

　ナギは──千夏はすでに死んだ人間だ。

　たとえ千夏の記き憶おくを持っていたとしても、もう小川千夏として生きることはできない。まして彼女の容よう姿しは別人になっている。

　神名は少し考えて、素す直なおな気持ちを彼女に伝えた。

「……確たしかにナギを生き返らせたのは軽けい率そつだったかもしれない……でも、こいつが世界から受け入れてもらえないなんてことはないよ。現にナギは、学校でもすでに自分の居い場ば所しよを作ってる……何より──俺はナギと一緒にいたいんだ……」

　イリスは神名の気持ちを知り、今度はナギの方を向いた。

「……あなたも同じ気持ちなの？」

「はい。……初めは人に戻もどって戸と惑まどうことがあるかもしれないけれど……私も彼と一緒にいたいから……」

「そう……少し……安心したわ」

　彼らの言葉にどこか納なつ得とくした表ひよう情じようを見せ、イリスはくるっと背を向けた。もう、それを神名は止めるつもりもない。

　その彼女からふわりと白い翼つばさが現あらわれる。

「待って！　待ってください！　イリス様！」

　飛びたとうとするイリスをナギが呼よび止めた。

「イリス様……神名くんはこれからどうなるんですか？……やっぱり、死ぬまで死神に狙ねらわれ続けるんですか……？」

　イリスは当然だと言わんばかりの視線で彼女を見る──そのはずだったが、ふと彼女は口元で笑った。そして惚とぼけるように二人を見て、

「……さぁ、何のことかしら？　今、私の目の前にいるのは人でもソウル・イレギュラーでもない──二人で一人の死神だけど？」

「え？」

「……見み逃のがしてくれる……っていうのか？」

　イリスはそれに対して何も言わず、口元で微かすかに笑えみを浮うかべるだけだった。そのまま彼女はふわりと空に舞まい上がる。

　神名とナギはそれを追うように彼女を見上げた。

「ナギ……」

　最後に、とイリスはナギの瞳ひとみを見つめて言った。

「──あなたの進む道が、幸せな運命であることを祈いのっているわ」

　すべての死神を束ねる死天使長は、最後に天使のような微び笑しようを彼女に残し、月光の照らす、果てない空へと消えていった。

　静かな公園に二人だけが残る。イリスが見えなくなって、唐とう突とつに神名は呟つぶやいた。

「……生きていいんだよな、俺は……」

　すべて終わった──その実感がなくて、神名の口からそんな言葉が出てしまっていた。

　そんな神名の手を、ナギがそっと握にぎる。

「神名くん、それを決めるのは誰だれでもない、神名くん自身じゃないですか」

『そうだぞ、神名。いきなり弱気になってどうする』

「いや……そうか……俺らしくないな」

　神名はナギの手を握り返して、死神の消えた月夜を見上げた。ナギはそんな彼の横顔に微笑みかける。

「そうですよ。神名くんはいつも通り──それでいいんだと思います」

「いつも通りか……」

　そうだな、と神名はナギに微笑み返した。

　蒼あおき月が公園の広場を照らしている。

　二人はしっかりと手を握り締しめ、夜がふけるまで、この幻げん想そう的な風景の中で佇たたずんでいた。







　エピローグ







　空が青い。

　どこまでも広く、果てのない青。

　雲の上ならどこまで行っても青い空が続いているんだよなぁとか考えながら、神じん名なは自分の家の玄げん関かんで空を見上げていた。

　ホームルームの予よ鈴れいまで後二十分しかないのに、自転車の用意だけはして、じっと待っている。待つのはあまり好きではなかったが、今はこうして彼女を待っていることが嫌きらいではない自分に気付く。

　雲の動きが緩ゆるやかで、風も穏おだやかだ……そう思っていると、タッタッタッと前の道をこちらに走ってくる音がした。それから五秒もせずに、肩かたで息をしながら彼女は走ってきた。

「ご、ごめんなさい神名くん！　寝ね坊ぼうしました！」

「遅おそ──いっ！　このままじゃ皆かい勤きん賞しようが台無しだろうがっ！」

「うぅ……皆勤賞なら、いざというときに祐ゆうちゃんがいるじゃないですか。頼たのめばサラさんも手を貸かしてくれますよ、きっと」

　祐ちゃんとはもちろん祐ゆう司じのことだ。千ち夏なつだった頃ころのナギは、彼のことをそう呼よんでいた。もちろん学校では「小お川がわくん」と呼んでいるが……。

「何を言っているんだ、お前は。それは本当の皆勤賞ではない！」

「……今いま更さら、まともなことを言ってもダメですよー。それに遅おくれそうだったなら少しは迎むかえに来てくれてもいいじゃないですかー」

　イリスとの戦いから二日。

　今のナギは神名の家ではなく、サラの家に居候いそうろうさせてもらっている。

　ナギのもっともな意見に神名はふっと空を見上げ、

「そう思ったんだがな……空が青くて……」

「何をわけのわからないことを言っているんですか。それより早く行かないと本当に遅ち刻こくですよ？」

「そうだった！　ほら、早く乗れ」

「あ、はい！」

　ナギは前と同じように神名の自転車の荷台へ飛び乗った。

「行くぞ」

　彼女が自分の肩かたを掴つかんだのを確かく認にんしてから、神名は自転車をこぎ始めた。後ろにナギを乗せているにもかかわらず、スピードはぐんぐん上がっていく。この速度ならば学校へはギリギリ間に合いそうだ。

「あ、そういえば神名くん！　寝坊はしましたけど、お弁べん当とうはちゃんと作ってきましたからね！」

「お、でかした！　お前のメシを食べると、他のは食べられなくなるからなぁ」

「本当ですか？　ありがとうございます！」

　彼からの最高の褒ほめ言葉に、ナギは心底うれしそうに微笑ほほえんだ。

　だが、

『おそらく、それは中毒だろう』

　どこからともなく声がして、《それ》はナギの右手から現あらわれた。

「ベルちゃん、それは褒め言葉ですか？」

『何を言う。たとえ世界が貧ひん困こんで喘あえぎ、食べるものがなくなろうとも、お前の料理だけは絶ぜつ対たいに食わん！』

　白い卵たまごのようなもの──《ベル・フィナル》は二人に向けてそう言った。

「ひ、ひどいです～！」

「もともと何も食わないくせに……だがベル、お前にはまだあの味の良さがわからんようだな……嘆なげかわしいぞ」

『一生わからんわ！』

　相変わらず、ナギの料理のこととなると話は平行線だ。

　神名とベルが言い争いながら、自転車は進む。朝から近所迷めい惑わくなんてそっちのけだ。

　いつか、こんな日にち常じようが当たり前になるのだろうか──いや、もうすでに日常になってしまっていると思うと、ナギは不思議と笑いがこみ上げてきた。

「ふふ……」

「ん？　なんだよ、ナギ」

「いえ、何でもありません……それにしても、あの神名くんがこんなに大きくなっていたなんて驚おどろきです」

　五歳さいも年上だった千夏。だが、死んでしまった彼女の時は止まったままだった──あれから五年。人へと輪りん廻ねを逆ぎやく転てんした彼女の、十七歳だったときの歯車は再ふたたび動き始めた。それは偶ぐう然ぜんにも、神名と変わらない歳とし。

「……いつの間にか、神名くんに追いつかれちゃいましたね」

　後ろにいる彼女の顔は見えないが、神名にはナギが微笑んでいるのがわかった。

「そうだな……お前が千夏姉さんだったなんて……夢ゆめにも思わなかったよ」

「ふふ……そういえば、神名くんは思い出してくれましたか？　約束のこと」

「約束？」

　そこでふと、ナギの言葉を思い出した。彼女が死神を目指した理由は二つある。

　一つは微かすかに残る記き憶おくの中で、自分に微笑んでくれていた人物を捜さがすため。そしてもう一つは、ある約束のため──。

「あの約束って……俺との約束なのか？」

「当然じゃないですか。ホワイトデーのときに、神名くんと約束したんですよ？」

「え……お金がなくて、マシュマロをプレゼントしたことは覚えてるんだが……」

　神名は難むずかしい顔でなんとか記憶を探さぐるが、なかなか当時の記憶が蘇よみがえらない。

「……覚えてないんですか？」

「うっ……えーと、その……」

　答えにつまる神名に「はぁ……」と溜ため息いきをつくナギ。だが仕方ないかもしれない。あの約束は彼が小学生だった頃ころの話だ。

　神名はホワイトデーの日、自分にこう言った。

「僕ぼくが大きくなったら、お姉ちゃんの恋こい人びとになるんだ！」

　瞳ひとみを閉とじると蘇った記憶が鮮せん明めいに思い出せる。その想おもい出では色あせておらず、彼の言葉はとても嬉うれしかった。

「私を恋人にしてくれるんだ？」

「うん！　約束！」

　そう言って、神名は優やさしく自分の手を取った。

　目をゆっくり開けると、自転車をこぐ神名はまだ頭を抱かかえている。

「早く思い出してくださいね？　じゃないと私、困こまります」

「え？　あ、ああ……努力する」

　その態たい度どが可お笑かしくて、ナギはクスクスと笑った。彼には早く思い出せと言ったが、これからの自分たちにはいくらでも時間がある。

「そういえば……ベルちゃんはこれで良かったんですか？」

　ベルの主である自分は、神名の力によって死神から人へと変わってしまった。死神ではなくなったナギの側にいても、天界最強の鎌かまとしての《ベル・フィナル》は存そん在ざいする意味がない。

　するとベルは諦あきらめたような──だが、どこか楽しそうなようすでこう言った。

『──良かったも何も、ナギが死なないかぎり、私の主はナギただ一人なんだぞ？　それにたとえ私だけ天界に戻もどっても、また封ふう印いんされるだけだろうしな……お前が生きている間は、私もゆっくり地上で楽しませてもらうよ』

「そうですか……」

　神名はナギからベルを受け取り、自転車の前に付いているカゴに入れてやった。すると今度はベルが神名に質しつ問もんする。

『ところで神名。《エカルラート》はどうした？　我わが半身をずっと空間にしまい込んだりしていないだろうな？』

「心配するな。ずっと外に出したままだぞ。今はサボテンと一いつ緒しよに半分土の中だ」

『な、なんだ、その扱あつかいようは!?』

「いやー、エカルの不思議な力でぐんぐんサボテンが育つんだよ。次は漬つけ物もの石にでもしてみようかと思っているところだ」

『こらーっ！』

　まぁ、こんな調子だが、おそらくベルとエカルは心配ないだろう。

《ベル・フィナル》と《エカルラート》のこともそうだが、ナギにはもう一人、気になっている人がいた。

「イリス様は……どうしているでしょう？」

「……そうだな──」

　いくら彼女がすべての死神を束ねる者とはいえ、神名の──ソウル・イレギュラーの存在を黙もく認にんしたとなると、彼女の立場はかなり悪くなるだろう。そうなることを選んだのは彼女だが、そうなると余よ計けいに気になる。

「まぁ……あいつのことだから、どうにかするだろ……」




　　　　〇




　白いオフィスでイリスは二枚まいの報ほう告こく書しよと格かく闘とうしていた。

　一枚はナギと地上へ落ちた《ベル・フィナル》、《エカルラート》の件けん。

　二枚目は天あま倉くら神名についての報告書だ。

　担たん当とうしていたナギがいなくなり、イリスとしては報告書を書かないわけにはいかないのだが……。

「ナギは天倉神名の力によって輪りん廻ねを逆ぎやく向きに進み、人へと戻もどった……」

　これは前代未み聞もんの大問題である。前例もなく、今のところ他者の輪廻への影えい響きようは出ていないが、いつ問題になるともわからない。

「……そもそも、不完全な状じよう態たいである《ヴァールリーベ》……しかも《エカルラート》単体で彼女の輪廻を逆転させるなんて……」

　正直なところ、神名がナギにしたことは不ふ可か能のうに近い。原げん因いんは今も不明のままだ。少なくとも《ヴァールリーベ》が完全な形であるか、所持者が巨きよ大だいな力を保ほ持じしていないかぎりは実じつ現げん不可能だ。

「まさに謎なぞね……」

　さて、どうしたものかと頭を悩なやませていると、机つくえの端はしに新しい報告書が置かれていることに気が付いた。

「？」

　どうやら知らぬ間に提てい出しゆつされたもののようだった。

　それをイリスは手に取り、パラパラとめくってみる。内容は数日前に地上へ降おりていたフルールの件についてだった。天界最強と言われた《ヴァールリーベ》を手にしようとしていた、今回の一件の張ちよう本ほん人にんだ。彼は神名とナギに敗やぶれ、最終的にイリスの手により次の輪廻へ送られた。その報告書はナギに作らせたのだが、その内ない容ようについて管理局から追加の報告書が回ってきていた。

「……『報告書によると、フルールはかつての死天使長、ディスの生まれ変わりであると主しゆ張ちようしていたようだが……こちらの管理局で確かく認にんしたところ、そのような事実は確認されず』……？」

　すっとイリスは眉まゆをひそめたが、すぐに納なつ得とくした表ひよう情じようになり、その報告書を置いた。

「当然でしょうね……あの程てい度どの力で彼の転生体であるはずがない……」

　フルールは確たしかに強きよう敵てきだったが、それはナギや神名からしてみればの話だ。フルールが本当にディスの生まれ変わりだったなら、彼の魂たましいが持つ力は想そう像ぞうを絶ぜつするものになっていたに違ちがいない……。

　だが、今はそれよりもナギと神名の報告書だ。

　イリスは改めて書きかけの報告書に目を落とし──その場でハッとなった。

「──天倉神名はナギを人へと変えた……それには完全な力を発はつ現げんできる《ヴァールリーベ》か、もしくは巨大な力が必要のはず……」

　あのときの《ヴァールリーベ》の状態は明らかに不完全だった。それどころか二本で一対ついのはずが《エカルラート》単体だったのだ。

　そうなると、直ちよく接せつの原因は神名自身ということになる。彼がそれだけの力を持っていたと……そういうことになる。

「……フルールはディスの生まれ変わりではなかった……けれど、ディスの転生体はこの世界のどこかに存そん在ざいしているはず……」

　その転生した姿すがたが……仮かりに天倉神名だったとしたら？

　地上へ落ちた《エカルラート》が、輪廻から外れようとしていた神名を元の輪廻に戻もどそうとして彼に激げき突とつしたのではなく──偶ぐう然ぜんに再さい会かいした、元の主のもとへ帰ろうとしていたのだとしたら？

　神名は自分の知らない、魂に記き憶おくされたかつての知ち識しきと力を使い、《エカルラート》の力を完全に引き出す。ディスの魂に宿る力を使えば、たとえ鎌かまは不完全でも限げん界かい以上の力を引き出すことが可か能のうだろう──それこそ、ナギを人間に戻すような──。

「いえ……ふふ、考えすぎね……」

　イリスは自分の考えを振り払った。今となってはどうでもいいことだろう。

　報告書をもう一度眺ながめてから、イリスはすらすらと報告を書き終えた。





　死神・ナギは最後の任にん務むに失敗。よって死天使長・イリスの権けん限げんにおいて、強きよう制せい的に次の輪廻へ送られた。同時に主を失った《ベル・フィナル》を回かい収しゆう。再び封ふう印いん指定とし、厳げん重じゆうに封印す。また、《ベル・フィナル》の封印場所は最重要機き密みつとする。




　天倉神名は死天使長・イリスによって正せい常じような輪廻へと送られた。同時に主を失った《エカルラート》は《ベル・フィナル》と同様に再度、封印指定とし、厳重に封印す。《エカルラート》の封印場所は《ベル・フィナル》と同じく最重要機密とする。






……偽ぎ装そう工作も楽じゃないわね」

　イリスは苦く笑しようしながら、最後に報告書の右下に自分のサインを入れ、世間的には真実の報告書は完成した。その報告書はそのまま自分の机つくえの引き出しにポイッとしまう。

　最近、仕事が山積みだったので机の上はファイルやら他の報告書やらでいっぱいだ。イリスはそれを片かた付づけようと適てき当とうな量を持ち上げ──ひらり、と出て来た紙切れに目を落とした。

　手のひらほどの一枚まいの紙。紙の右上にはこう書かれていた。




《リュヌ・パルテール》

　給きゆう与よ明細書　　　天倉神名　様




「あ、忘わすれていたわ」

　そう言ってイリスはその紙を掴つかみ、

「証しよう拠こ隠いん滅めつっと」

　──シュレッダーにかけた。




　　　　〇




「あ！　そういえば昨日、そのイリス様から手紙が来たぞ！」

　神名は唐とう突とつに思い出して、後ろにいるナギに話し掛かけた。

「神名くん!?　自転車をこぎながら後ろを向くのは危あぶないですよ!?」

　立つのは止やめて両足を揃そろえて後ろに座すわっていたナギが、慌あわてて神名の首を前にやる。

「まぁ、聞けって！　俺おれがお前に初めて会った日のこと覚えているか？」

「え？　は、はい……」

　もちろんだ。彼と初めて会った夜のことを、ナギは忘れることはないだろう。なんと言っても初めて見たときに彼は今にも死にそうだったのだから。空から落ちてきた《エカルラート》と激突し、瀕ひん死しの状態だった神名……確たしか、給料をもらって上じよう機き嫌げんで帰き宅たくしている途と中ちゆうだったとか……。

「あの日、エカルに激突した拍ひよう子しに給料が入った袋ふくろをなくしたって言ったろ？　あのときになくした給料の額がく、そっくりそのままイリス様が送ってきてくれたのだ！」

「ええっ!?　そうなんですか!?」

『ほう、あいつにしては珍めずらしく粋いきな計らいだな！』

「だろう!?　ほら、見てみろ！」

　神名は右みぎ手てで運転しながら、左手で封ふう筒とうをナギによこした。ナギは中身を見ながら一いつ緒しよに入っていた紙を取り出した。

「すごい、本当ですね！　ええっと……『ささやかだけれど、生活の足しになさい』って書いてあります！」

「うむ。俺はそれを見て正直、感動しそうだったぞ！　イリス様、いい人じゃないか！」

　よほど嬉うれしかったのだろう、神名はイリスを様付けで呼よんでいた。

　ナギは頷うなずきながら、入っていた紙の続きに目をやる。そこにはこう綴つづられていた。

　──それから、ナギのことをよろしくお願いするわ──

　紙に書かれた言葉はそこで終わっていた。

「……イリス様……」

「捨すてたもんじゃないな、お前の上司も」

「……はい」

　ナギは嬉しくて、思わず涙なみだをこぼした。人になった自分はもうイリスとは何の関係もなくなってしまった……けれど、彼女はこうして今も自分のことを気にかけてくれているのだと思うと、感かん謝しやしてもしきれなかった……。
















　涙を拭ふき、封筒に手紙を入れ直す。この手紙は死ぬまで持っていようと胸むねに誓ちかう。

「……あれ？」

　そこで手紙を封筒に入れようとしたナギの手が、ふと止まる。

「ん？　どうした？」

「あの……もう一枚、手紙が入ってましたよ？」

「何？　それは気付かなかったな……なんて書いてあるんだ？」

「ええっとですね──」

　ガサガサと取り出し、その手紙をナギは広げた。

　手紙にしては少し大きいその紙を見て──ナギは顔面蒼そう白はくになった。

「……ご、極ごく秘ひ……指令書っ？」

「は？」

「──ち、『地上で極秘任務中である天倉神名とナギ、両名に新たな命令を伝える。ソウル・イレギュラーを生じさせる可か能のう性せいのある現げん象しようが予よ測そくされたため、両、死神はただちにこれらの原げん因いんをつきとめ、阻そ止しすることを命ず。詳くわしいことはまた連れん絡らくするから、よろしくね』……？」

　ナギはもう一度初めから読み直してみたが、やはりそこには同じことが書いてあった。

　一同はしばらく沈ちん黙もくしてから、

「な、なんだ、そりゃ!?」

『なぁ、お前らって極秘任務中だったのか？』

「知るか！」

「つ、『追つい伸しん──任務失敗、または任務放ほう棄きの傾けい向こうが見られた場合、即そく座ざに両名をチョコレート・パフェにします。以上』……」

「…………」

『…………』

　神名は無言で後ろのナギからすっと指令書を奪うばい取り──それを手放し運転をしながらクシャクシャに丸め、これでもかというくらい地面に投げ捨すてた。

「ああっ!?　指令書が!?」

　指令書は地面の上を何度か跳はねながら遠ざかっていく。

「いらん！　あんなものは見なかったことにする！」

『い、いきなり任務放棄の傾向が!?』

「チョ、チョコ・パフェにされますよ!?」

「俺はチョコレート・パフェなんて大だい嫌きらいだ！」

「そんな問題じゃないんですよ！」

「くそ──っ！　どこがいい人だ!?　あの死神め──っ！」

　神名は届とどかない彼女に向かって叫さけぶ。

　ナギはイリスが最後に言った言葉を思い浮うかべた。

　──あなたの進む道が、幸せであることを祈いのっているわ──

　確か、彼女はそう言った。

『……どこが「幸せを祈っているわ」だ……』

「やっぱり、鬼おにでした……」

　ナギは「はぁ……」と溜ため息いきをつく。だが、すぐに前を向いて笑う。

　この先には様々な困こん難なんが待ち構えているだろう──それでもやはり、自分は生きていくだろう。

　今は進むべき道などわからないが、自分の信じる道を行くことはできる。

　二人は何気なく空を見上げた。

　そこには空があって風がある。大きな雲が神名たちと同じスピードで進んでいた。あんなふうに──自分で見つけた、生きる意味を支ささえにして、今日も明日へ進む。

　その視し界かいの先に小さな白い影かげが見えた。この世界にあって、この世界のものではない白い羽。

「──どうするんですか？」

　ナギがふわりと笑う。

「決まってるだろ──」

　神名がニヤリと笑う。

「──どうもしない。いつも通りだ」

　二人は今までと変わらない日にち常じよう──いや、一週間前に変わった運命を、『生きていく』という日常を生きていく。誰だれにでも運命を変える力はあるはずだから。

　見上げた先は深く、そして澄すんだ青。

　空に舞まう白い羽を掴つかむように、二人で一人の死神となった少年と少女は、今を──そして明日を生きていく。







　あとがき







　初めまして、花か凰おう神じん也やと申もうします。まずはこの本を手に取っていただき、ありがとうございます。

　本作は幸運にも、第十八回富士見ファンタジア長編小説大賞で準入選をいただきました。

　最終選考に選ばれたという情報がまだ手元になく、親友の一人であるＷ君と「これで先せん輩ぱいたち（大学で大変お世話になった）を撃うち殺すんだ！」とサバイバルゲームの準じゆん備びに追われていた矢や先さき、「準入選に選ばれました」とのお電話をいただき、このときは天にも昇のぼるような気持ちで、Ｗ君と一いつ緒しよに歓かん喜きいたしました。

　彼が帰った後、ひとまず落ち着こうとしたのですが、あまりに衝しよう撃げき的てきなできごとに脳のうと心しん臓ぞうが臨りん界かい点てんを突とつ破ぱしそうになり、「ダメだ、嬉うれしすぎて死ぬ！　これは夢ゆめなんだ！」と現げん実じつ逃とう避ひして心を落ち着かせました……。それほどに衝撃的で、こうして数か月経たった今でも信じられない気持ちでいっぱいです。

　この作品は当初、シリアスが八割、笑いが二割という構こう想そうで書き始めたのですが、シリアスな話を書いていると急に笑えるお話が書きたくなるもので、世界観はそのままに比率を逆転させて生まれました。笑いのネタはふと思いついたものから、僕ぼくと愉ゆ快かいな仲間たちの興きよう味み本ほん位いから生まれたものまで多た岐きに亘わたります。具ぐや味み噌その種類によるかもしれませんが、合わせ味噌にドリアンをそのまま投下したものは食べられませんでした。Ｗ君曰いわく「ドリアンパンは食べられる」そうで……すいません。

　キャラクターの設定も友人たちからの影響を強く受けたと言えます。特に神じん名なは親友のＮ君の雰ふん囲い気きをベースにしたり、と……幸さいわい、多くの個性的な人種に囲かこまれているので大変、助かっております（笑）。

　それではお礼を言わなくてはならない方かた々がたに謝しや辞じを。

　担当様、そして編集部の皆様へ。初めて編集部へお邪じや魔まさせていただいた際、とても親しん切せつにしていただき、ありがとうございました。また、自分でも驚おどろいたのですが、誤ご字じ脱だつ字じが多く、大変ご迷めい惑わくをおかけしました……以後、十分に気をつけ、精しよう進じんしたいと思っております。

　この度たび、光こう栄えいなる賞を僕に与あたえてくださった審しん査さ委い員いんの先生方、本当にありがとうございます。この道に進むことを夢見ていた僕にとって、感謝という言葉だけでは語かたり尽つくせません。

　可愛かわいらしく、また魅み力りよくあるイラストで神名たちに命を吹ふき込こんでくださった夜や野のみるら様、キャララフを担当様からいただいたときは嬉しさのあまり、一日中、ニヤニヤしながら見つめておりました。ありがとうございます。これからもよろしくお願いします。

　そして僕のことを応援してくれた家族と友人の皆様に感謝を。特にＡ君へ。忙いそがしい最さ中なかに貴き重ちようなご意見を多くいただき、土ど下げ座ざしてしまうほど感謝しております。親友たちにはこれからもご迷惑をおかけすると思いますが、「あぁ、またか……」という感じで諦あきらめてください。

　そして最後に、本作を読んでくださった皆様へ。いかがでしたでしょうか？　まだまだ未み熟じゆくながら、がんばっていきたいと思っておりますので、なにとぞ今後ともよろしくお願いします。また、すぐにお会いできることを願っております。





二〇〇六年七月　　　　　花凰　神也　　









　解説








富士見ファンタジア文庫編集部　　






　第十八回ファンタジア長編小説大賞の準入選作『死神とチョコレート・パフェ』をお届とどけします。この作品の良さは、読んでいて自し然ぜんにあふれる微ほほ笑えみと読後感の爽さわやかさ。それを醸かもし出すのは、登場人物である天あま倉くら神じん名なと死しに神がみ・ナギのキャラクター性だと言えます。二人はお互たがいの立場は違えど、自分の存そん在ざいが危き機きに瀕ひんしています。そんな切せつ羽ぱ詰つまった状況であるにもかかわらず、どこか二人はズレていて、緊きん張ちよう感かんに欠かけているように感じるかもしれません。それが面おも白しろさを生うみ出しているのです。

　この作品は、緊張と弛し緩かんが、キャラクターたちのやりとりによって絶ぜつ妙みようなバランスで成なり立っている作品。もちろんそれは著ちよ者しやの持ち味である登場人物たちを生いき生きと描えがき出す力によるところが大きいのです。そうした描写力＋読み終えた後の満まん足ぞく感によって、今回この作品は準入選となりました！　改かい稿こうにあたっては、作品中のキャラクター性を損そこなうことのないよう注意しました。そこが肝きもなので当然といえば当然なのですが……。みなさんには、ぜひストレートな面白さを味わっていただきたいと思います。




　こうして『死神とチョコレート・パフェ』は生を受けました。著者の花か凰おう神じん也やは、天倉神名やナギをもっともっと描きたくてうずうずしています。この作品を読んでこれから神名とナギの関係がどう成長していくのか興きよう味みを持ったら、ぜひファン・レターを送ってください！　それが、花凰神也の描くエネルギーに繋つながり、この作品を応援していただくみなさんへのご恩返しにもなっていくと著者＆担当は信じています!!










死しに神がみとチョコレート・パフェ







花か凰おう神じん也や
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